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ファシリテーターのための
ワークショップ

	2017年度−2019年度

はじめにはじめに

　東京芸術劇場では、英国の劇場や芸術団体が実施するドラマ教育の最前線で　東京芸術劇場では、英国の劇場や芸術団体が実施するドラマ教育の最前線で

活躍する講師を招聘し、その活動をワークショップやレクチャーを通してご紹介して活躍する講師を招聘し、その活動をワークショップやレクチャーを通してご紹介して

おります。本レポートには2017年度から2019年度に開催したレクチャーの記録をおります。本レポートには2017年度から2019年度に開催したレクチャーの記録を

収めています。収めています。

　2017年度の開催に先立ち、2016年度には日本演出者協会との共催で「英国　2017年度の開催に先立ち、2016年度には日本演出者協会との共催で「英国

オールド・ヴィック劇場 エデュケーション部門ディレクターによる ―― 社会の課題にオールド・ヴィック劇場 エデュケーション部門ディレクターによる ―― 社会の課題に

向き合う演劇ワークショップ ―― 」を実施しています。日本では、コミュニケーション・向き合う演劇ワークショップ ―― 」を実施しています。日本では、コミュニケーション・

スキルの向上を目的とした演劇ワークショップは学校等で積極的に活用されていますスキルの向上を目的とした演劇ワークショップは学校等で積極的に活用されています

が、英国のような社会包摂を目的にしたワークショップまだあまり多くは見かけません。が、英国のような社会包摂を目的にしたワークショップまだあまり多くは見かけません。

　講師が紹介したプログラムは「特別支援教室の子どもたちとのワークショップ」や　講師が紹介したプログラムは「特別支援教室の子どもたちとのワークショップ」や

「メンタルケアを必要とする参加者のためのファシリテーション」、「移民・難民に向けた「メンタルケアを必要とする参加者のためのファシリテーション」、「移民・難民に向けた

演劇ワークショップによるアプローチ」のほか、「セックスワーカーと作るワークショップ」演劇ワークショップによるアプローチ」のほか、「セックスワーカーと作るワークショップ」

や「刑務所で受刑者と行うワークショップ」など、日本ではおおよそ実現不可能と思わや「刑務所で受刑者と行うワークショップ」など、日本ではおおよそ実現不可能と思わ

れるような事例もありました。しかしどの講座も受講者から高い関心が寄せられたことかれるような事例もありました。しかしどの講座も受講者から高い関心が寄せられたことか

ら、2017年度以降も東京芸術劇場で継続していくことにいたしました。ら、2017年度以降も東京芸術劇場で継続していくことにいたしました。

　受講者には高校生や大学生をはじめ、特別支援学校の教員、大学教員、研究　受講者には高校生や大学生をはじめ、特別支援学校の教員、大学教員、研究

者、福祉施設の職員、ワークショップ・ファシリテーター、俳優、演出家など、演劇者、福祉施設の職員、ワークショップ・ファシリテーター、俳優、演出家など、演劇

経験のある人も無い人も多方面からの応募がありました。すでにプロのファシリテーター経験のある人も無い人も多方面からの応募がありました。すでにプロのファシリテーター

として活躍している人も参加していましたが、「日本では学ぶ機会がなかなか無い」、として活躍している人も参加していましたが、「日本では学ぶ機会がなかなか無い」、

「独学なので自分のスキルに自信が持てない」など、もっと学びたいという要望が「独学なので自分のスキルに自信が持てない」など、もっと学びたいという要望が

寄せられたため、導入編から年を追うごとに徐々に発展させ、ワークショップでは特別寄せられたため、導入編から年を追うごとに徐々に発展させ、ワークショップでは特別

支援教室や地域コミュニティの青少年支援施設、さらには介護施設等に訪問し、支援教室や地域コミュニティの青少年支援施設、さらには介護施設等に訪問し、

現場研修で経験を積むことで学びを深めています。現場研修で経験を積むことで学びを深めています。

　本レポートで講師たちが語った事例は、英国の中でもロンドンが中心になっています。　本レポートで講師たちが語った事例は、英国の中でもロンドンが中心になっています。

多様性を持つ人々の存在があたりまえとなっている街でのワークショップの実践を、多様性を持つ人々の存在があたりまえとなっている街でのワークショップの実践を、

日本で即座に取り入れるのはそんなに容易なことではないかもしれません。しかしこの日本で即座に取り入れるのはそんなに容易なことではないかもしれません。しかしこの

レクチャーの記録が、演劇ワークショップに関心を持つ方々の今後の展開の参考にレクチャーの記録が、演劇ワークショップに関心を持つ方々の今後の展開の参考に

なり、実践へとつながっていくことを願っています。なり、実践へとつながっていくことを願っています。

東京芸術劇場　人材育成担当

2016年度のワークショップ・レクチャーの記録は、一般社団法人日本演出者協会国際部発行の
「国際演劇交流セミナー2016」に詳細が掲載されていますので、ご参照ください。
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英国フランティック・アッセンブリーによる

社会の課題に向き合う演劇ワークショップ

―実践に向けたファシリテーター・トレーニングー

ワークショップ概要

実施期間：2018 年 2 月 11 日（日・祝）～ 2 月 18 日（日）

会場：東京芸術劇場

概要

2016 年に行い好評だった、 オールド・ヴィック劇場「社会の

課題に向き合うワークショップ」の講師を再び招き、英国のエデュ

ケーション・プログラムについて実践・レクチャーを交えて紹介し

ました。子どもや若者、特別支援教育を必要とする人たちを対象

とした演劇ワークショップに焦点をあて、ファシリテーションに

必要な知識やスキルを身につけながら、社会的包摂のための演劇

ワークショップのあり方について考える機会となりました。

Workshop
【 2 0 1 7 年度 】
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日程

講 師

シャロン・カノリック　Sharon Kanolik 

スチュワート・メルトン　Stewart Melton

通 訳

山田 カイル（ワークショップ・レクチャー）

阿部 路子（ワークショップ）

主催：東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団）

助成：平成 29 年度	文化庁	劇場・音楽堂等活性化事業

①2月11日（日・祝）	15:00～18:00
「英国のワークショップ・ファシリテーションの紹介」

②2月12日(月・休)	13:30～18:00
「ディバイジング		～子ども、若者、コミュニティ・グループとともに～」
＊ディバイジング：既存の戯曲を用いず、参加者が主体となってアイデアを出し合い、
組み合わせることにより演劇作品を作り上げる手法。

③2月13日(火)	13:30～16:30	
「ストーリー・ライティング		～子ども、若者、コミュニティ・グループとともに～」

④2月15日(木)	13:30～16:30	
「ディバイジング		～特別支援教育を必要とする子ども・若者とともに～」

⑤2月15日（木）	18:30～21:00	
「観客体験型＆イマーシブ（没入型）シアター		～特別支援教育を必要とする子ども・若者に向けて～」

⑥2月16日(金)	13:30～18:00
「シェイクスピアを作ってみよう		～子どもや言語の異なる人たちのための古典戯曲の使い方～」

⑦2月17日(土)	13:30～18:00	
「創作のプロセスをファシリテートする」

⑧2月18日(日)	10:30～13:30
「大人数の参加者をファシリテート・演出するために」

①2月11日（日・祝）	10:30～13:00
「英国の劇場のエデュケーション・プログラム紹介」

②2月13日（火）	18:30～21:00
「英国の劇場における障害をもった人たちとの取り組みについて」

③2月18日（日）	16:00～18:00	
「子ども、若者、コミュニティグループのためのクロスアートフォーム」

ワークショップ

レクチャー
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Lecture

主旨説明

司会　本日は朝早くからお越しいただきまして、ありがとうござい
ます。ただいまより英国フランティック・アッセンブリー（Frant ic	
Assembly）による「社会の課題に向き合う演劇ワークショップ
2018」レクチャー1を開始させていただきます。最初に、英国フラン
ティック・アッセンブリーをお呼びするにあたった経緯を簡単にご説
明させていただきます。2016年度、日本演出者協会との共催でシャ
ロン・カノリックさんとスチュワート・メルトンさんをお呼びして、「社
会の課題に向き合う演劇ワークショップ」を実施いたしました。前回、
シャロン・カノリックさんはオールド・ヴィック劇場（The	Old	 Vic）
のエデュケーション部門にいらしたのですが、そのあと移籍されまし
てフランティック・アッセンブリーのエデュケーション部門の代表に
なられましたため、今回は団体名が変更になっておりますけれども、
2016年度に引き続いて行わせていただきます。詳しいご説明の前
に、当館副館長の高萩からご挨拶を申し上げます。

高萩　おはようございます。ぜひ皆さんにとって実りあるレクチャー
になればと思っております。たくさんのお申込みをいただいていま
して、こんなに関心があるんだなということに、すごく驚いています。
いわゆる”劇場法”ができて、劇場を「新しい広場に」とか、「世界への
窓に」と言われても、あまり実感がなかったんですけれども、だいぶ変
わってきているのかなと思っています。単に芝居をつくるだけではな
く、どういうふうに社会の課題に劇場として向き合っていかなければ
いけないのか考えていければと思っていますし、私は今年65歳にな
りますので、皆さんにとっての働き口として劇場が役に立っていくと
いうこと、それを東京都や各自治体、国の方がわかっていくべきなん
だなということを改めて思います。今日は皆さん知っていくだけでは
なくて、レポートにして色んなところに届けていきながら、日本の中
でも新しい流れを考えていければと思っています。

司会　今、高萩からもお伝えしましたように、昨今は演劇を用いた社会
包摂ということについて、演劇関係の方、教育関係の方、福祉関係の方、
大変多くの方からご関心をいただいております。英国の先進的な事例
を学びながら、日本もどれだけ発展させていけるかというところに、
東京芸術劇場としてもつなげていきたいと思っておりますので、どうぞ
皆さまのご協力、ご関心をお寄せいただければと思います。

講師紹介

　それでは本日のレクチャーですが、英国の劇場のエデュケーショ
ン・プログラムの紹介になります。シャロンさんは、先ほども申し上げ
たようにオールド・ヴィック劇場から2016年にお越しいただいている
んですけれども、私が2015年にはじめてシャロンさんに出会ったと
きは、ヤング・ヴィック劇場（Young	Vic）のエデュケーション部門に
いらっしゃいました。英国の代表的なエデュケーション部門を色々と
経験されて、今フランティック・アッセンブリーにいらっしゃいます。や
はり日本に比べるとかなり発展している部分があると思いますので、
今日はそれぞれの事例をお伺いしたいと思っております。また、ス
チュワート・メルトンさんですが、劇作家であり、演出家であり、ドラマ
トゥルクであり、ファシリテーターであるという多彩な方で、今ロンド

ンで上演されている『シーソー(Seesaw)』という作品がとても好評
で、ガーディアン紙にも大きく取り上げられています。
　本日のレクチャーは、フランティック・アッセンブリーのラーニング・
アンド・パーティシペイション部門代表で、脚本家でもいらっしゃいま
すシャロン・カノリックさんに主にご説明いただきながら、スチュワー
ト・メルトンさんにも補足をしていただこうと思います。レクチャーの
通訳をしていただきますのは、山田カイルさんです。よろしくお願い
いたします。

シャロン・カノリック氏レクチャー
「英国の劇場のエデュケーション・プログラム紹介」

シャロン　皆さん、こんにちは。私はシャロン・カノリックといいます。
フランティック・アッセンブリーというカンパニーのラーニング・アン
ド・パーティシペイション部門の代表をしています。私たちをお招き
いただいてありがとうございます。東京芸術劇場の皆さんにもお礼
を申し上げたいと思います。ここに来ることができて本当にうれしい
ですし、今日私たちの仕事を紹介できることにわくわくして、誇りに
思っています。この経験から私たちも学んで、色々なものを持って帰
ることができたらと思っています。
　今日は英国での参加型の芸術の実践についての概観を皆さんに
示したいと思っています。特に、私が一緒に仕事をしてきた、ヤング・
ヴィック、オールド・ヴィック、そしてフランティック・アッセンブリーと
いうカンパニーの話をしたいと思います。その他、英国の他のカンパ
ニーや劇場のお仕事も紹介したいと思っています。

1　多様な参加型演劇実践の方法

　まず、参加型の芸術的実践といったときに、私が指しているのは、主
に若い人々や子どもたち、プロフェッショナルではない人たちがお芝居
をつくり、芸術的な経験をすることです。これは教育の文脈で行われて
いるもの、地域の文脈で行われているものもあります。英国では、非常
に幅広い作品がつくられています。
　こういった実践を説明するときに、応用演劇、クリエイティブ、ある
いはコミュニティ・エンゲージメントという言葉がよく使われます。こう
いった参加型の実践というのは、英国では主に20世紀の終わりに向け
て発達してきました。例えば、1953年に設立されたシアター・センター
（Theatre	Centre）という若い人たちのための劇団がありますが、彼
らの実践からこういう活動が起こってきました。
　今お見せしているこの写真は、シアター・センターという劇団と、
イングランド中西部のコベントリー市にあるベルグレード・シアター
（Belgrade	 Theatre）です。今、シアター・イン・エデュケーション
（Theatre	 in	Education）というムーブメントの中心的な位置を占め
ており、演劇的な手法を用いて若い人たちのために色々な問題に光を
当てるということをしていました。
　このシアター・イン・エデュケーション、TiEと略しますが、ベルグレー
ド・シアターは、常にTiEのカンパニーを持っており、そこの「アクター・
ティーチャー（Actor-Teachers）」と呼ばれる実践者たちが地域の学
校を回って演劇を見せたり、子どもたちがよりアクティブに、クリエイ
ティブな方法で様々な重要な問題について探求できるようなワーク

「英国の劇場の
エデュケーション・プログラム紹介」

英国フランティック・アッセンブリーによる
社会の課題に向き合う演劇ワークショップ

―実践に向けたファシリテーション・トレーニング―

日時：2 0 1 8 年 2月 1 1日（日・祝）1 0 : 3 0 ～ 1 3 : 0 0

講 師
　　　 シャロン・カノリック Sharon Kanolik 
　　　　スチュワート・メルトン Stewart Melton

Lecture 1

1
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　グレイアイは、参加型のプロジェクトをたくさん行っていて、その
中には、若者との演劇もあり、障害を持った若者たちが年に2本作品
をつくっています。このカンパニーは、障害を持ったアーティストと一
緒にプログラムを作るということを発展させていくと同時に、他の組
織にどういうふうに様々な障害や能力を持った人たちと一緒に仕事
をしていくかということの研修をしています。例えば、どういう言葉遣
いをすればいいのかといったことから、実際にどのようにエクササイ
ズを変えていけば、どのような身体や可動域を持った方でも参加で
きるものができるかということに焦点をあてています。他の団体に
とっても、非常に参考になる取り組みだと思います。障害を持った人
たちに対して、どのような姿勢で接すればいいのか、認識はまだまだ
だと思います。

③ クリーン・ブレイクの実践

　次の写真はクリーン・ブレイク（Clean	 Break）という団体で、これ
は元受刑者の女性2人によって作られたカンパニーです。刑務所に
入っていた女性たちの真実を、もっと広い観客に届けられるのではな
いかという思いで作られました。より広い観客に女性と犯罪の話を届
けるために、どうして女性がそのような犯罪に手を染めなければなら
なかったのかという状況や理由に焦点を当てるような作品をつくって
います。
　また彼女たちは、滞在型演劇創作や、実際に刑務所に出向いて行
うワークショップや演劇のコースを通して、罪を犯してしまった女性
や、罪を犯してしまいそうな、そういうシステムに入ってしまいそうな
人たちと演劇を通して関わることで、自分がどういう能力を持ってい
るのか、どういう機会を持っているのかということに目を向ける活動
を行っています。
　他に刑務所やそういったシステムの中にいたことがある人たちと
一緒に活動しているカンパニーとして、シナジー・シアター(Synergy	
Theatre)とオンリー・コネクト(Only	Connect)という団体もあります。

④ カンパニー・スリー

　もう１つご紹介したかったのは、カンパニー・スリー（Company	
Three）というカンパニーです。11歳から25歳くらいの若い人たち
と一緒に、若者が実際に関心を持っている問題についてディバイジン
グで演劇をつくっています。この組織は一緒に作品をつくっている若
者たちと、常に誠実に対話をしています。彼らが一緒に活動している
若者たちは、しばしば多様な、また少し不利な状況におかれていると
いう背景から来ています。
　私がカンパニー・スリーについて面白いと思う点は、１つのプロジェ
クトに非常に時間をかけるという点です。例えば１つの作品をつくる
のに、同じグループと1年ほどかけたりします。
　この写真は『ブレインストーム（Brainstorm）』という彼らの作品
の写真です。若者であるというのはどういうことなのかを扱った作品
でした。このカンパニーは常にプロフェッショナルな劇場で上演して
いて、『ブレインストーム』はナショナル・シアターで上演され、その後
BBCでも放送されました。
　このカンパニーの次の芝居もすごく実験的で、若い人たちが恋愛
関係についてどう考えているかということがテーマになっています。

私は、創作当初の段階を見る幸運に恵まれ、この作品から非常に真実
味を感じました。多くの若者の作品がしばしばそうであるように、大
人たちが「こうすればいいのではないか」ということではなく、扱われ
ている内容が本当に若者たちから来ていると感じました。

⑤ 没入型シアター：パンチドランク、シークレット・シネマ、コニー

　イマーシブ・シアター、「没入型」と訳しますが、過去15年くらい、英
国で非常に人気が出てきました。様々なカンパニーが色々な観客と
関わりを持つために、こういった手法を用いています。イマーシブ・シ
アターというのは、観客が何らかのストーリーに関わって、作品の中
で役割を持つもので、インタラクティブ・シアター（参加型演劇）と非
常に似ています。ただ、こういうインタラクティブ・シアターというも
のの多くは、実際はエンターテインメントの目的で行われているもの
が多く、観客が自分の抱えているテーマを巡るストーリーを検証した
り、それを変えていったりすることを求めない場合が多いです。時に
はこういった活動は、俳優と観客の一対一のパフォーマンスであった
りします。ただ、もっと非常に大きな規模で行われるものもたくさん
あります。

・パンチドランク
　一番有名なものは、このパンチドランク（Punchdrunk）という
カンパニーだと思います。こういった作品をつくるカンパニーとし
て、英国で一番有名だと思います。これは、『ドラウンド・マン（The	
Drowned	Man）』という作品の写真です。ロンドンの西部にある、
もう使われていない巨大なオフィスを借りて行われた作品でした。作
品は、『ヴォイツェック（Woyzeck）』のアダプテーションだったので
すが、1950年代のハリウッドに設定されていました。
　観客は、最初に「仮面を着けてください」と言われて、3時間ぐらい
ある上演の中で、建物の3つの階層の色々な所で起こる異なった物
語を自由に探索することができました。様々な手掛かりや隠された
キャラクターが、その建物の色々な部屋におり、上演中に営業してい
るバーがあり、そこで飲み物や食べ物を買うことができました。
　パンチドランクの最近上演されたものは、2017年秋の『キャベイ
ロイ（Kabeiroi）』という作品でした。これは6時間くらいの作品で、2
人組になって体験するというものでした。
　パンチドランクは若い人たちと一緒に、こういう参加型の作品
をつくる実践をしています。例えば『プロスペローズ・アイランド
（Prospero's	 Island）』というプロジェクトがあります。ある小学校
を、シェイクスピアの『テンペスト』の中の島として見直すというプロ
ジェクトでした。学校の色々な場所が、『テンペスト』に登場する島の
様々な場所に置き換えられていて、子どもたちは色々な所にいる俳
優とコミュニケーションを取りながら、『テンペスト』の物語の中で
何が起こったのかということを知っていく、という仕組みになってい
ます。これは非常に賢くていいやり方だと思いました。テキストがあ
ると、読み書きに問題を感じているような子どもなどは緊張してしま
うと思うので、その導入として非常にいいやり方だと思いました。

・シークレット・シネマ
　こういった作品をつくっている他のカンパニーに、シークレット・シ
ネマ(Secret	Cinema)という人たちがいます。観客に映画を見せる
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ショップを開催したりしていました。この活動は、すぐに英国全土に広
まっていき、今日もこういう活動をしている団体は多くあります。
　１つの例をあげますとテンダー（Tender）というカンパニーがあり
ます。演劇のワークショップや、そういったプロジェクトを学校の中に
持っていて、健康な関係性を結び、家庭内暴力についての啓発をしてい
ます。お聞きになったことがある方もいるかもしれませんが、テンダー
は、しばしばフォーラム・シアターという手法を活動の中で使っています。

① フォーラム・シアター
　
　　フォーラム・シアター（Forum	Theatre）は、アウグスト・ボアー
ル（Augusto	Boal）というブラジルの演出家によって、彼が「被抑圧
者の演劇」と呼ぶ一連の活動の一環としてつくられました。「被抑圧
者の演劇」は、ある一貫した特性を持った演劇の方法論で、これを通
して演劇を解放とエンパワーメントの道具として、世界の様々な状況
に置かれた人たちに提供していこうという運動です。
　フォーラム・シアターや「被抑圧者の演劇」は、演劇を用いて、自分
たちが世界の中でどういう状況に置かれているのかをより深く理解
するものです。さらに重要なのは、その世界をどのように変えていく
のかを理解するための手法です。実際に、政治的社会的に変革をも
たらす演劇の具現化した形として、非常に具体的な事例だと言えると
思います。
　ボアールは人々に自分の人生や、人生にまつわる選択をどのように
変えていくのかを教えるためにフォーラム・シアターをつくりました。
1992年に、彼は「演劇とは知の良識であって、社会を変革させていく
手段なのだ」と書いています。ボアールは、演劇を用いることで、ある
未来がやってくるのを待つだけではなく、それを実際につくることが
できるようになるはずだと信じていました。このプロセスの中では、
俳優や観客は自由にパフォーマンスを止めることができます。
　そこで演じられているのは、しばしば、何らかの抑圧を登場人物が
受けているという場面です。その進行を止めた人は、俳優たちに「こ
ういうふうに返してみたら」と、違ったアクションを提案することがで
き、最終的に、「そこで提示されているストーリーを変えることができ
るか」ということを試みます。伝統的な、観客と俳優の間の境界がな
くなっていき、観客は自分が目にしている、実際に、直接的に影響を
及ぼすような、ダイナミックな関係がつくられています。最終的には
観客は、提案するだけではなく、「自分でやってみてください」と言わ
れ、舞台の上で自分が「こうすればいいのではないか」ということを見
せることを求められます。
　このフォーラム・シアターのコンセプトは、権力を持った人が、抑圧
されている人の身になってみる、その立場に身を置くことを通し、共
感を作ることで変化をもたらすことです。このボアールの仕事の実
践として有名なのは、英国の非常によく知られたカンパニー、カード
ボード・シティズンズ（Cardboard	Citizens）があります。ホームレ
スの人たちと一緒に、このフォーラム・シアターを使って劇をつくって
います。
　芸術監督のエイドリアン・ジャクソン（Adrian	 Jackson）はボアー
ルの訓練を受け、ボアールの本を5冊、ポルトガル語から英語に訳し
ています。このカードボード・シティズンズは、ホームレスの人たちを
巻き込んで行うことにとても成功した事例です。その中から今、カン
パニーの実践者になり、今度は自分が人に同じ実践をしているという

人もいます。
　シアター・フォー・ア・チェンジ（Theatre	 for	 a	 Change）という
名前のカンパニーも、フォーラム・シアターの手法を使うカンパニー
です。このカンパニーは英国が拠点ですが、ガーナ、マラウイ、コンゴ
共和国、パキスタンでも活動をしており、特に演劇を使って女性をエ
ンパワーしようという活動をしています。TfaCと略しますが、この人
たちは「立法演劇」と名付けた手法を使って、社会の中で最も周辺の
弱い立場に置かれている女性や少女たちが、自分の性的なことにつ
いてや、再生産するという健全な選択をするための道具として、演劇
を提供することを目指しています。
　このスライドは、マラウイのリロングウェという所でのプロジェクト
の写真です。このカンパニーは女性のセックス・ワーカーを集め、彼
女たちをエンパワーし、警官で構成された観客の前でパフォーマン
スをしました。どういう物語を演じたかというと、警察の制服を着た
男がバーに入ってきて、セックス・ワーカーの女性に詰め寄ります。そ
して、警官はその女性に選択を迫ります。「金を諦めるか、体を諦める
か」。しかし、女性はお金を持っていません。それで、彼は彼女を奥の
部屋に連れて行ってしまいます。
　ここでその物語が止められ、観客の1人である警察官の男性が舞
台上に出てきて、今度は彼がその被害者の役を演じました。また、こ
のシーンを演じると、被害者を演じていた警察官は、別のエンディ
ングを提案しました。そして、このマラウイの女性たちは、国会でこ
の演劇を見せました。そこで権力を持っている人たちに、「セックス・
ワーカーの仕事は、必ずしも合意があるという前提ではない。その認
識を変えるように」と迫りました。
　このシアター・フォー・ア・チェンジの究極的な狙いは、「立法演劇」
と呼んでいるとおり、実際にその法律を作る立場にある人たちに関
わって、彼らの意識を啓発するところにあります。ここでディレクター
の、このプロジェクトについての引用を紹介します。「翌朝の新
聞には、指導的な立場にある人が、もしかしたらわれわれはセックス・
ワーカーに対する態度を改めないといけないのではないかと書かれ
ていた」。さらに、助成金も得られ、警察との関係も良好に発展して
います。女性たちは、性的な暴力を受けたときにそれを告発すること
が、どんどんしやすくなっています。
　このプログラムはマラウイ中部の２つの州に、その範囲を拡大して
います。本当にこういう手法を通して、ある国で行われる選択などを
実際に変えていけるということが見ていただけると思います。

② グレイアイの実践

　さらに演劇的な手法、参加型のワークを通して、社会の中で何ら
かの不利な条件を持っていたり、十分に存在が認められていなかっ
たりするような人たちと関わっているという事例を紹介したいと思
います。グレイアイ（Graeae）というのは、英国の中で身体に障害を
持った方と演劇をつくる、先進的なカンパニーです。主宰のジェニー・
シーレイ（Jenny	 Sealey）は、障害を持ったアーティストがステージ
の中心になる作品をつくっています。
　このスライドの写真は、彼女／彼らの作品で、ナショナル・シアター
との共同企画でした。障害を持ったカップルが子どもを失ってしまう
という物語です。この写真は2012年のロンドンパラリンピックの開
会式の写真で、主宰のジェニー・シーレイによって演出されました。
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ンジに来てくれる人にとってどう大切なのかを扱った内容になってい
ました。
　他には、劇場で一晩過ごすというイベントです。100人以上の人が
参加していました。ワークショップやディスカッション・グループに参
加して公演を見てもらい、その後ロイヤル・エクスチェンジの舞台で
寝ました。その劇場が、実際に建物として全部仕事が終わって眠りに
つき、朝また動き出すところを体験してもらう、とてもかっこいいやり
方なのではないかと思いました。
　リサーチ・プログラムを通して得られた様々な情報を使い、この劇
場は「オーディエンス・マニフェスト」と呼ばれるものを作りました。こ
のプロセスからどういう学びを得たのかを表明しています。他に劇場
が行った具体的なこととして、チケット価格を変え、チケットの情報を
どのように受け取るのかという仕組みも変えました。
　もっとリラックスしたようなパフォーマンスもつくっています。リ
ラックス・パフォーマンスとは、自閉症スペクトラムに位置付けられる
人々のために行われてきました。自閉症スペクトラムや、感覚に障害
のある方、コミュニケーション障害がある方、または、学習障害のある
発達障害の方です。しかし、もちろんどなたが見てもいいパフォーマ
ンスです。このリラックス・パフォーマンスでは、劇場が演目に少しず
つ、ステージングの仕方などに変化を加え、音や動きのつくり方にも
少しリラックスしたような配慮が向けられています。また、公演中少し
きつく感じてしまい、1人で過ごしたいという人がいた場合、1人にな
れるようなスペースも用意されています。そして、追加の情報を色々
提供することも行っています。例えばビジュアルガイドで、劇場はこう
なっているという情報を事前に提供することもしています。公演内容
についても、先に情報をある程度出すことで、こういうことが起こる
だろうという気持ちを持って、安心して見られるような工夫がされて
います。

・ウエスト・ヨークシャー・プレイハウス
　もう１つご紹介したいのが、イングランド北部リーズにある、ウエス
ト・ヨークシャー・プレイハウス（West	 Yorkshire	 Playhouse）（現
リーズ・プレイハウス）です。この劇場の参加型部門は英国でも最大
規模のものです。「ヘイデイ（Heydays）」というプログラムはこの劇
場の代表的なクリエイティブ・プログラムで、55歳以上の方が対象に
なっています。もう30年近く運営されていて、英国の中でも最大規
模で、最も長く行われている高年齢者向けのアート・プログラムで
す。毎週水曜日になると、300人以上の高齢の方がやってきて劇場を
乗っ取ってしまい、ドラマやダンス、彫刻、ライティングなど、あらゆる
ことを劇場の色々な所で行っています。そしてそれを、プロフェッショ
ナルのアーティストがサポートしています。認知症の方とそのパート
ナーの方も一緒に参加できるようなセッションを設けていて、13人の
「ヘイデイ」メンバーが、ワークショップの運営を常に手伝ってくれて
います。

⑦ 共同制作『ウィア・ヒア・ビコーズ・ウィア・ヒア』
　
　これは、英国の『ウィア・ヒア・ビコーズ・ウィア・ヒア（We’re	Here	
Because	We’re	Here）』というプロジェクトの写真です。英国で行
われたことのあるこういった参加型のプロジェクトの中でも最大規模
のものです。うなずいている方がいたので、見たことがある方もいる

ということをしています。映画を見る前に、俳優やインタラクティブな
セットを使って、観客が映画の世界を実際に体験し、できればそこで
お金を使ってくれるように、というようなことをしています。この写真
は『スターウォーズ』です。これは映画が上映される前に、こういう
ところで少し体験してもらうという話になっています。

・コニー
　こちらも、インタラクティブな作品をつくるカンパニーで、コニー
(Coney)という人たちをご紹介したいと思います。彼らは、作品をつ
くる上でゲームを使います。コニーの作品で代表的なものは、『シャ
ドー・オブ・ザ・フューチャー（The	Shadow	of	the	Future）』という
ゲームで、14歳から16歳ぐらいの生徒たちに向けた作品です。これ
は帝国戦争博物館と一緒につくられました。帝国戦争博物館は、英国
の5カ所にあるのですが、過去の戦争についての教育活動を行うこと
と、もう１つ大事な役割として、未来の戦争を防ぎたいというミッショ
ンがあります。
　この『シャドー・オブ・ザ・フューチャー』というプロジェクトは、冷戦
の歴史について学んでほしいというものでした。生徒たちは、シンク
タンクにスカウトされたという物語に入っていくのですが、そこで囚
人のジレンマについて学びます。彼女／彼らは、冷戦期に計画されて
いたような核攻撃の戦略リスクを、実際に査定するような人たちを演
じています。ゲーム理論を通して、1970年代にアメリカとロシアの
関係がどういうふうに展開していったのかという、冷戦期の歴史を学
びました。
　また、他の作品では、『95イヤーズ・オア・レス（95	 years	 or	
less）』というものがあり、これは熱帯雨林の問題など、環境問題につ
いて若い人たちに知ってもらうためのプロジェクトです。
　こちらはコニーの別の作品で『ドローブス（The	Droves）』です。
若い人たちの持っている可能性や想像力に目を向けるプロジェクト
です。観客は、新しい大地に訪れた人としてキャスティングされ、そこ
を冒険し、脱出ゲームなども用意されていて、その謎を解いていきま
す。この作品は、完全に若い人たちのカンパニーがつくっています。
彼女／彼らは場所を提供され、「ここで稽古してつくってください」と
言われて、学校にいない時間を使ってつくりました。コニーは、6歳か
ら11歳の子どもたち550人と、3年以上かけてこの巨大なプロジェ
クトを実現しました。ストーリーからセットのデザインまで、本当にす
べての要素が子どもたちによってつくられました。

⑥ ダイナミックな参加型のプログラムをもつ劇場

　また、英国の劇場で、とてもダイナミックな参加型のプログラムを
持っているものがあるので、ご紹介します。

・コンタクト・シアター
　イングランド北部のマンチェスターにコンタクト・シアター
(Contact	Theatre)という劇場があります。若者のための作品をつく
ることを専門にしている劇場です。13歳から30歳の若者たちが、専任
のスタッフと一緒にプログラムの作成や、他のスタッフのスケジュー
ル調整をし、理事会にも出席して完全に一緒に経営をしています。
　コンタクト・シアターは、非常に特殊な経営の構造を持っています。
運営役員会は、演劇のプロフェッショナルな大人たちと若者たちとが

かもしれません。
　これは、ナショナル・シアターが主催し、26の団体が共同制作した
ものです。その中には、ウェールズとスコットランドのナショナル・シ
アターも参加しています。このプロジェクトは1,400人のボランティ
アが参加し、2016年7月1日金曜日に行われました。この日は何の日
かというと、第1次世界大戦のソンムの戦いからちょうど100年目の
日です。1916年のこの日には、19,240人が命を落としました。英国
の軍事の歴史の中で最も血が流れた日です。このボランティアの参
加者たちは、歴史的に非常に正確な第1次世界大戦当時の制服に身
を包み、英国全土の様々な場所に、朝7時から夜7時まで、次々と姿を
現しました。ショッピングセンターや電車の駅、ビーチや駐車場など、
様々な所に現れ、人が最も予期していないときにその日常に介入し
ました。一人ひとりの参加者は、100年前のこの日に殺されてしまっ
た兵士の1人を表していると言われます。
　参加者たちは言葉を発しないのですが、1日のあるところになると、
「We’re	Here	Because	We’re	Here」、私たちはここにいるから
ここにいるんだ、という歌を歌いました。これは第1次世界大戦の塹
壕で歌われた歌です。この参加者に近づくと、カードを渡され、そこに
は彼らが扮している兵士の絵があり、名前と、彼らが何歳のときに戦
死したかということが書かれています。
　このプロジェクトの発想の元になっているものの１つとして、戦争
があった1年後のこの日に、戦死した自分の家族や恋人を見たという
目撃例が続発したということがありました。ボランティアの参加者た
ちは16歳から52歳の男性で、これは実際にソンムの戦いで戦った兵
士たちと同じ年齢です。この参加者たちはプロの俳優ではなく、様々
な職業の人たちが集まりました。牧羊をしている人やフライト・アテ
ンダント、医者、弁護士、ソーシャルワーカー、店員、ポートレート画
家、そして高校生もいました。この人たちが集まり、英国中の劇場で
本当に極秘にリハーサルを進めました。
　1カ月ほどかけてリハーサルをしたそうですが、ムーブメント・ディ
レクターと一緒に決行し、どうしたらじっとしていられるか、動かずに
いられるかということを訓練したそうです。どれぐらい秘密に行われ
ていたかというと、私にはナショナル・シアターの教育部門の知り合
いがいますが、彼女はこの企画をしている同じ部門の中にいたのに、
プロジェクトのことを知らなかったというほど、秘密裏に行われたプ
ロジェクトでした。
　若いパフォーマーのうちの何人かは私の知り合いで、実際に彼ら
が駅でパフォーマンスをしているところに遭遇したのですが、私が近
づいても全く私を知っていることを見せませんでした。これは、イン
グランド、スコットランド、ウェールズの、英国の３つのナショナル・シ
アターが、同じプロジェクトで英国全土にわたって共同する試みとし
て、初めてのものでした。

　ここまでで、英国でどういった実践が行われているのかという雰囲
気が、何となく分かっていただければと思います。よければ、10分ぐ
らい休憩を入れたいと思います。後ほど、質問をしたい方がいたら、
今考えておいてください。ありがとうございます。

＜休憩＞

同数で構成されています。劇場の制度や未来のことを決定するよう
な理事会にも、若者が出席しています。
　この劇場のショーケースは、完全に若者のプログラムのために使わ
れています。その例は、ホワイ・フェスティバル（Why	Festival）です。
このフェスティバルにはトーク、ディベート、パフォーマンス、参加型
イベントやワークショップがたくさんあり、今日の若者の権利につい
て、それらを全部扱うという内容でした。コンタクト・シアターは、クイ
ア（セクシュアル・マイノリティ）の演劇フェスティバルを行っていま
す。世界中からクイアのアーティストを招き、彼らの作品を見せたり、
ワークショップやディスカッション・グループをつくったりしています。
　私が特に素晴らしいと感じているプロジェクトの１つに「フュー
チャー・ファイアズ（Future	 Fires）」があります。これは、若いアー
ティストを支援し、自分たちのコミュニティの中で社会と関わるよう
なプロジェクトを作っていくという内容です。コンタクト・シアターは、
まず短いコースを提供し、コミュニティ・プロジェクトを発展させる
とはどういうことなのかに触れ、そこから6カ月のプログラムになっ
ていきます。そこからできてきたプロジェクトの例として、『ユニーク
リィ・アス（Uniquely	Us）』という作品があります。これは演劇ベー
スのプロジェクトで、自閉症スペクトラムの若い女性たちを励まし、
もっと芸術と関わってもらおうというプロジェクトでした。有色人種と
いう言い方は良くないですが、そういう背景を持った女性たちが芸術
と関わることを、ポッドキャストを使って探求するプロジェクトなども
ありました。

・ロイヤル・エクスチェンジ
　ロイヤル・エクスチェンジ（Royal	 Exchange	Theatre）という劇
場は、学校で会った若い人と大人のコミュニティ・メンバーのための
プログラムを行っています。マンチェスター南部の若い男性たちと関
わる、映像を使ったワークショップもありました。教育、そして貧困と
暴力が、人が育っていく中でどういった影響を与えるかを探求する内
容になっていました。
　「ユウ、ジ・オーディエンス（You,	The	Audience）」という、この劇
場が行っているリサーチ・プログラムを紹介します。今まで劇場に来
たことがないような人たちに来てほしい、そして劇場が観客と今まで
とは違う対話がしたい、ということからできたプログラムです。
　このプログラムの狙いを短くご紹介します。１つの狙いは、劇場の
観客を構成する人たちが誰なのかを本当に理解し、観客と新しい対
話を作るクリエイティブな方法を見つけること。普段のアンケートや
統計を取るときとは違うタイプの質問をします。観客が演劇に何を求
めていて、それが何のためのものだと思っているのかを知ること、そ
して実際に変化をもたらしていくことです。記憶や物語を捉え、今ま
でとは違ったかたちの演劇的な劇場のアーカイブをつくり、それを実
際に、未来に変化をもたらせるように残すことです。観客とともに、観
客とパフォーマーの関係がどのように変わっているのかを考えるこ
と、そしてまた、観客と作り手という古い分断に挑戦することです。
　この劇場のリサーチは、色々な方法が採られましたが、ディスカッ
ション・グループを作り、2,000人以上の観客と意見交換を行いま
した。そして、そこで得られた回答から、実際に作品をつくりました。
　その１つは、『ショー・アンド・テル（Show	and	Tell）』というタイト
ルのサウンド・インスタレーションです。劇場がロイヤル・エクスチェ
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ています。スーダンから南アフリカに行く難民の人の物語です。ロン
ドン、ブルックリンとケープタウンにおいて、若い人たちのグループ
がそれぞれプロフェッショナルと一緒に、この南アフリカの公演への
レスポンスとして、演劇や映像作品をつくるというプロジェクトです。
物語は3部構成になっていて、「若い人たちが、移民であるというのは
どういうことなのか、ということをどう受けとっているか」がテーマに
なっていました。
　ヤング・ヴィックは、学校からはじかれてしまったような子たちとも
一緒に活動しています。
　障害のある子どもたちと、その子どもたちが通う学校と一緒に作
品をつくりました。この作品は間もなく、ロンドンの中の色々な学校
をツアーする予定です。14歳から25歳ぐらいの若い人たちがヤン
グ・ヴィックで体験してもらうことはたくさんあります。その中の１つ
で、長期休暇期間に行っているワークショップなどがあり、技術的な
ことや演出を体験してもらうことができます。周辺に追いやられた環
境にある人たちとも一緒に行うために、難民や、メンタルヘルスに問
題を抱えた人たちと一緒に行うプロジェクトがあります。
　ヤング・ヴィックは、若いカンパニーとプロフェッショナルなクリエ
イティブ・チームが一緒に質の高い作品をつくるという試みもしてい
ます。これは、『スタート・スイミング（Start	 Swimming）』という作
品ですが、ヤング・ヴィックとエジンバラの演劇祭でも上演されまし
た。戯曲賞も受賞しているジェームス・フリッツ（James	Fritz）という
劇作家の作品で、若い人たちが侵略や革命、未来について、どういう
ことを考えているかなどを扱った作品です。
　またヤング・ヴィックは、様々なグループとも一緒に作品をつくっ
ており、近年はホームレスのグループと一緒につくった作品があり
ます。
　『ブロリー・プロジェクト（The	Brolly	 Project）』というセックス・
ワーカーの人たちと一緒につくった作品で、彼らが自分の意見を舞
台上で表明できるようにというプロジェクトもありました。この作品
は、ヤング・ヴィックのプログラムのメインの演目の１つになり、フェス
ティバルにもツアーしました。この公演に出ていた参加者のうちの2
人は、劇場のフロントで働いています。
　このように色々な機会にヤング・ヴィックと関わるコミュニティのメ
ンバーたちが、プロフェッショナルの演目の中でも、コミュニティのア
ンサンブルとして出演してもらうことがあります。例えば、古代ギリ
シャの演劇を基にした、新しい国に聖地を求めてさまよう女性たちが
題材になっている公演に出演してもらいました。この公演の中では、
25人いた若い女性アンサンブルがこの物語を動かし、彼女たちの
歌や声が、プロフェッショナルなキャストと一緒に、常に劇を動かして
いました。最近、「Me	Too」や「Time’s	Up」の動きがあったため、こ
ういう非常に多様な、そして地域に根付いた女性だけのコミュニティ
を、女性の抑圧を扱った作品の中で見ることができるのは素晴らしい
経験でした。

⑩ フランティック・アッセンブリーの様々な取り組み

　次に、フランティック・アッセンブリーのお話をしたいと思います。
フランティック・アッセンブリーは、25年前に作られたカンパニー
で、新作の上演を行っています。そして、言葉と身体のニュアンスを

⑧ オールド・ヴィックの取り組み

　後半は、オールド・ヴィックからです。もう間もなく200周年を迎え
る、英国でも最も古い劇場の１つです。非常に多様な演目を持った劇
場で、『リア王』のような古典から、ボブ・ディランが作曲するような
ミュージカルまで、色々上演しています。様々な学校向けのプログラ
ムを持っており、年間を通して60以上の学校を訪れます。
　「スクールズ・クラブ（Schools	Club）」というプロジェクトが一番
大きく、これは年間に4演目、無料で招待するというものと、彼らにイ
ンスパイアされたワークショップを行うというプロジェクトです。参加
したい学校には応募してもらうのですが、近くに劇場がない環境の
学校は優先順位が高くなります。学校の先生たちも、このプログラム
を通して研修を受けることができ、自分たちの実践の幅を広げたり、
プロフェッショナルのアーティストからやり方を学んだりすることが
できます。
　英国では、最近、子どもたちが理数系の科目にもっと関心を持つよ
うにという圧力が強められています。昨年度は、芸術系の科目を履修
した子どもは、26パーセント減っています。ドラマの科目を高校で選
択したとしたら、その単位のうちの7割は書く訓練に充てられ、残り3
割だけが実践的な学びに充てられています。これは、子どもたちがド
ラマの科目を取らなくなってしまうことにつながっています。子ども
たちは別にエッセイが書きたいわけではなく、演劇がしたいのです。
　現在、芸術系の科目にとっては少し心配な時期に差しかかっています。
芸術に充てられる予算が削られていますので、劇場が、無料で見られ
るというプログラムを提供することは大きな意味があります。
　オールド・ヴィックでは、「フロント・ライン(Front	 Line)」というプ
ログラムも行っています。これは16歳から20歳ぐらいの若い人たち
に、実際に給料を支払って劇場のフロントの仕事を体験してもらうプ
ログラムです。多様な背景を持った人たちのほうが優先されることに
なっており、応募してもらい、面接をして、実際、彼女／彼らの雇用の
可能性を伸ばしていくような試みになっています。劇場で働いている
専任スタッフについて回り、プロフェッショナルの劇場で働くというの
はどういうことなのかを経験してもらいます。
　そういうことをした後には、自分に少し自信を持ってもらい、履歴
書を上手に書けるようになり、仕事の面接に、学びをどう生かすかを
知ってもらうようなワークショップを行っています。理想としては、そ
のままこの人たちにオールド・ヴィックで仕事を続けてほしいと思っ
ています。英国の芸術世界では多様性が大きな問題になっているた
め、多様な人たちが劇場に関わることはとても大事なことです。
　オールド・ヴィックはまた、16歳以上の200人以上の子どもたちを
ロンドン中から集めて、カンパニーを作って一緒に活動しています。
16歳以上なので、本当に色々な背景の人がいます。医者もいれば、将
来プロの俳優になりたい人もおり、広い範囲の参加者がいます。もう
7年くらいやっているカンパニーで、プロフェッショナルの演出家と一
緒に自分たちの関心のあるテーマについて演劇をつくっています。
　昨年つくったのは『ライズ（Rise）』という作品で、これはロンドンの
若者たちが持続可能性について学び、自分たちと環境の関係を考え
るというプロジェクトです。作品には130人のパフォーマーがおり、
中にはアンサンブルの部分があり、俳優もダンサーも参加していま

通して物語るということを行う団体です。スコット・グラハム（Scott	
Graham）とスティーブン・ホガット（Steven	Hoggett）という2人の
演出家が、大学で学んでいた頃に設立しました。スコットは英文学を、
スティーブンは地理を勉強していました。2人とも、演劇もダンスも
トレーニングを受けたことがあるわけではないし、大学で演劇をやっ
ている人たちも苦手だったのですが、新しいことを試したいという意
欲は強くもっていました。そういったトレーニングを受けていないか
らこそ、多分彼らは、ルールを色々破って、周りにあるものを何でも
使って、自分たちの人生の周りの会話やイベントからインスピレー
ションを受け、作品をつくることができたのではないかと思います。
　コラボレーションを始めたときは、本当に小さいスケールで上演を
して、小劇場や公民館のようなコミュニティ・ホールや、ホテル、ナイ
ト・クラブで上演したこともありました。公演の題材は、スコットとス
ティーブンが関心を持っているテーマをその都度扱っていて、ボクシ
ングジムの世界を扱った、『ビューティフル・バーンアウト（Beautiful	
Burnout）』という作品や、老齢のカップルが自分の病を受け入れる
ことで苦悩する『ラブソング(Lovesong)』という作品があります。
　フランティック・アッセンブリーの活動の大きな部分がワークショッ
プです。これは英国や世界中の学校などに持っていき、参加者に演
劇やムーブメントについて知ってもらうことをしています。カンパ
ニーとしては、常にこういうふうに活動してきています。スコットとス
ティーブンは何か新しいものを学ぶと、すぐにそれを他の人に伝え、
自分たちのプロセスを可能な限り外から見えるように、そして外部か
らアクセス可能にしたいと思っていたからです。
　多くの人にとっては演劇は関わったことがなく、自分の言語能力が
低かったり、低いと感じていたりすると、戯曲などに書かれた演劇の
テキストに触れることは非常に抵抗があると思います。私たちのワー
クショップはフィジカルで、身体を使うことをスタート地点にし、物語
やアイデアを動きのシークエンスや体のイメージを通して発展させ
ます。
　１つ例としてお見せするのが、椅子のデュエットのシークエンスで
す。ペア、またはグループでつくることができる、シンプルな動きの
セットです。もともとは身体に障害があって椅子からあまり離れられ
ない状況にある人が、ムーブメントをつくるために何かできないかと
いうのが出発点でした。アイデアとしては、こういう動きからどういう
物語のアイデアが出てくるのか、このキャラクターの間にはどのよう
な関係があり、そこにはどのようなシナリオがあるのだろうかという
ことを見ています。
　今からお見せするビデオは、1段階ずつ、どのようにして椅子の
デュエットをつくるかを解説しています。[映像]最初の人が相手を動
かす動きを１つか２つつくり、それを繰り返し練習します。今度はもう
一人の人が相手を動かします。この椅子のデュエットで私たちが行っ
たのは、世界中の人に自分たちのデュエットをつくり、動画を私たち
に送ってもらうことです。本当に色々なレスポンスがありました。と
てもかっこいいビデオをつくってくれた学校が１つあったので、その
映像をお見せしたかったのですが、質疑の時間を考えると、お見せ
できそうにありません。YouTubeで、「Frantic	 Assembly	Chair	
Duets」と検索すると、皆が投稿してくれた動画がたくさん出ますの
で、見ていただけたらと思います。
　フランティック・アッセンブリーでは、学校に行っている14歳以上ぐ

した。
　この『ライズ』というプロジェクトの最中、このクリエイティブ・チー
ムのメンバーは参加者が、音響、照明、舞台美術や舞台監督などにつ
いていろいろ学べるようにサポートしていました。舞台監督補佐がい
て、小道具を出したり、俳優にキューを出したり、出ハケの処理をして
いました。照明、音響、映像、デザイン、オペレーションも全部、コミュ
ニティのメンバーが行いました。このカンパニーは、自分たちの役員
会のようなものを持っており、これがオールド・ヴィックのスタッフと
一緒に、どういうふうにこの作品を運営していくのか、どういうものが
必要かという話をしていました。

⑨ ヤング・ヴィックの様々な取り組み

　次にヤング・ヴィックの話をしたいと思います。これはオールド・
ヴィックと同じ通り沿いにありますが、全然違う劇場です。1960年代
に、オールド・ヴィックの関連施設として、オールド・ヴィックとナショナ
ル・シアターによって作られました。今までの慣習に縛られないよう
な、新しい演劇をつくりたい、そういう劇場として作られました。伝統
的な演劇も、新しい環境の下で上演するとどうなるか、全く新しい文
脈で作品を持ってくることをしています。国際的な事業もたくさん行
い、英国だけではなく世界中のカンパニーが来て上演します。
　ヤング・ヴィックのエンゲージ部門は、若い人や、学校と関わってい
くために運営されています。この部門ははじめ、ヤング・ヴィックで働
いている若いアーティストたちが、プロフェッショナルではない人た
ちとの作品づくりを通して、リスクを負いながらそれぞれのスキルを
発展させていくという狙いをもって設立されました。もともと参加者
だった人たちがプロフェッショナルになることも多く、この境界線は
今では非常に曖昧になっています。
　ロイヤル・コート・シアター（Royal	Court	 Theatre）は、劇作家の
劇場として有名ですが、ヤング・ヴィックは演出家の劇場です。巨大な
ネットワークがあり、1,000人以上の演出家が参加しています。コミュ
ニティと行う事業は、全部このネットワークに所属している演出家に
よって行われており、彼女／彼らのこういった経験から何かを学べる
ようになっています。このプログラムは全て無料で提供されており、
金銭の問題が芸術に参加する際のハードルにならないようになって
います。「どうやって色々な人を巻き込んでいくのですか」という質問
がありましたが、無料で提供できると届けられる範囲が大きくなると
思います。
　また、ヤング・ヴィックは、公演のチケット収益の10パーセントは無
料でコミュニティに提供しています。例えば学校が劇場に来て、生徒
たちに劇場でのワークショップを体験してもらうこともできます。そ
の子どもたちに、普段演劇を見るのとは違う、技術的なパフォーマン
スの角度から作品を理解してもらうことも行っています。
　また、このヤング・ヴィックのクリエイティブ・プログラムが促して
学校に出向き、ヤング・ヴィックのプロフェッショナルな演出家やクリ
エイティブ・チームと一緒に作品をつくることもしています。
　「フェイブル（fable）」という３つのグループが三つの大陸にまた
がって作ったプロジェクトがありました。イサンゴ・アンサンブルとい
う南アフリカの団体の作品にインスパイアされていて、『ア・マン・オ
ブ・グッド・ホープ（A	Man	of	Good	Hope）』という公演が基になっ
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直接観客に話し掛ける橋渡し役になっています。最初から第4の壁がない
状態で行っているということです。ジョーカーは、楽しくて少しコミカルな
雰囲気を作りますが、観客にとってリラックスして、個人的に関わっている
という雰囲気を作ることができると思います。最初から、観客との対話が
ある状態なのです。観客が俳優と関わることに、より抵抗を感じなくなっ
ているのだと思います。
　アクションも非常にシンプルで、シンプルな台本で行っているので、観
客がスッと入っていくことが設定されています。
　観客が舞台に出てくる前に、ジョーカーが観客に色々質問を投げかけ
る場面が入っている場合もあります。例えば、「今舞台の上で起こったこと
を見て、どう感じたのか、なぜそう感じたのか」ということを聞いたりします。
「もっといい終わり方があると思えば、それを舞台の上で見せてくれ
ない？」と言って出てきてもらいます。

スチュワート　フォーラム・シアターに関心がある人に参考にできる
ウェブサイトがありますか。

シャロン　ホームレスの劇団、カードボード・シティズンズ、シアター・
フォー・ア・チェンジ、ロンドン・バブル・シアターという団体のウェブサ
イトがいいと思います。（※）

質問3　難民・移民の背景を持った若者に特化した演劇をつくっ
ている団体はありますか。

シャロン　あります。英国では、サンクチュアリ（避難場所、聖域）と
しての演劇というものがあります。難民の人たちと一緒に演劇をつ
くるということに貢献している人たちがたくさんいます。そのうち
の２つが、イングランド北部のリーズにあるウエスト・ヨークシャー・
プレイハウスと、ヤング・ヴィックです。その２つの例を見ていただ
くといいと思いますし、オーバルハウス・シアター（Ovalhouse	
Theatre）も代表例の１つです。オーバルハウスは、移民や難民の人
と一緒に創作するときの倫理についての文章を書いて、それを公開
しています。これは難民に限らず、弱い立場に置かれた人と一緒に
創作をするときの心構えや倫理について、非常によく書かれたもの
だと思います。
　カウンターポイント・アート（Counterpoints	Arts）という組織も
あります。これは難民と一緒に芸術的な実践をするような統括組織
です。

質問4　こういったプロジェクトのお金はどこから出ますか。

シャロン　大変いい質問です。まず、アーツカウンシル、政府の助成
です。その助成を申請し、応募しなければいけません。ただ、応募す
れば必ずもらえるというものではありません。また、企業からの助成
もあります。さらに、チャリティーの財団など、そういったことを行っ
ている組織が色々あります。これらが一般的です。最近は、クラウド
ファンディングのキックスターターも盛んになっています。また、すご
くお金持ちの個人の寄付者もいます。演劇やカンパニーの良き友に
なってくれます。
　ただ、色々な組織にとって、だんだん予算確保は難しくなってきて
います。

らいの人に、演劇に触れてもらうイントロダクションのワークショップ
や、先生やアーティストと一緒に教育的な手法を学ぶワークショップ
を行います。グループで一緒に行い、1週間ぐらいかけて新しい試作
品的作品をつくったりもします。
　そのとき何が題材になるかは、どういうグループと一緒に行うか、
本人たちがどういったテーマを扱いたいかによります。一連のヒアリ
ングがあり、その人たちがどういうアイデアを持っているのか、また、
世界にどういうことを訴えかけていきたいかなどを導き出す手掛か
りとして行っています。
　フランティックはまた、障害のある参加者と一緒に作品をつくる
ということも非常に重視しており、ウェールズにあるハイジンクス
（Hijinx	 Theatre）という障害のある方のアート・カンパニーと、
ずっとコラボレーションしています。
　2017年には、このカンパニーと一緒に、20人の障害を持った俳優
と、「スーパーヒューマン」についての作品『ハーダー、ベター、ファス
ター、ストロンガー（Harder,	 Better,	 Faster,	 Stronger）』を一緒
につくりました。このコラボレーションから、俳優たちは本当にたくさ
んのことを学びました。どちらのグループの俳優も得るものが大き
かったのです。
　この作品を通して行いたかったのは、私たちが一人ひとり持ってい
る自分だけの特殊な能力、私たちが全員持っているスーパーパワー
や才能を見たいということがありました。今またこのカンパニーと一
緒に、プロフェッショナルな演目をつくろうとしており、そこでは、障害
を持った人たちがソーシャルメディアとどういう関係を持っているか
ということを扱いたいと考えています。
　次は、「イグニション（Ignition）」という私たちの参加型のプロジェ
クトを紹介します。16歳から20歳ぐらいの若い男性が、演劇や芸術
に関わるようにデザインされているプログラムです。英国中の8カ所
の機関と連携し、参加者に呼び掛けて、500人以上の若い男性たちと
イベントやオーディションを行っています。スポーツ団体、ユース・セ
ンター、貧困地域に行き、普段の広報では届かない人まで、きちんと
情報が届いているかを確認しています。
　このプロセスの最後では12人を選んで、ロンドンで1週間かけて
作品をつくってもらいます。この作品は、若い人たちが自分たち独自
の声を聞いてもらうためのプラットフォームとして使われます。
　例えば今年のプロジェクトでは、参加者の1人にトランス・ジェン
ダーの男性がいました。彼はこの機会を使ってジェンダー・アイデン
ティティーや、他の人が彼をどのように受容しているかについての
モノローグを披露しました。皆、ムーブメントやドラマの訓練を受け
ていない人たちですが、1週間でここまでいくのかというすごいも
のがあったので、短いビデオをお見せします。[4分ほどの若者によ
る映像]
　この「イグニション」というプロジェクトが終わった後も、そのプロ
ジェクトの最初の段階で来てくれた男性たち全員との作業を続けて
います。何百人もいるのですが、彼らと提携している地域の施設で
ずっと活動を続けています。そして毎年夏には彼らにロンドンに来て
もらい、ワークショップや、どうしたら演劇の世界にもっと入っていけ
るかというトークセッションなどを含めた、2日間のアクティビティー
を行っています。この「イグニション」の卒業生の多くが、フランティッ
クに関わり続けてくれて、学校に行って作品を提供する側になってい
ます。来年の「イグニション」は、このプログラムを卒業した3人によっ

スチュワート　シャロンは、今まで一緒にやってきたカンパニーで、
個人の献金と政府助成のパーセンテージはそれぞれどれぐらいある
と思いますか。

シャロン　ヤング・ヴィックでは、3分の1の助成はアーツカウンシル
から来ていて、これは巨大なコミュニティ・プログラムがあるからで
す。また、未来のアーティストの育成をたくさん行っています。3分の
1がチケットセールスです。残りの3分の1が、企業や個人の寄付でま
かなわれています。

質問5　どうして英国ではこのように、社会と直接的に関わってい
くような劇が盛んなのでしょうか。日本ではまだあまり、そういう
ものになっているとは感じません。

シャロン　最初に、シアター・イン・エデュケーションという教育運動
の話がありました。学校の中に入っていき、色々な課題について演劇
をつくるカンパニーです。こういうふうに、小学生から一緒にやってい
るので、それによって生まれている効果があるのではないかと思い
ます。
　私が6歳のときにも、カンパニーが学校に入ってきて、世界を冒険
する人になるというワークショップをしました。皆、自分の双眼鏡を
作って、自分が色々な所を冒険していると想像して遊びました。この
ワークショップの影響もあり、本当に私が最初に抱いた将来の夢は、
プロの探検家になるというものでした。ですから、非常に若い、早い
段階から、演劇というものに触れる機会がありました。10代のときに
はカンパニーが来て、お酒を飲み過ぎると危ないということについて
劇をしました。
　もう１つ、人気があるのがパントマイムです。小学校の遠足で、毎年
パントマイムを見に行きます。そのため、非常に早い段階からこうい
うものに触れることが大事なのではないかと思います。もちろん、劇
場に実際にあまり行かないという人もたくさんいます。

スチュワート　少し補足すると、社会に直接的に訴えかけるような演
劇というのは、英国の演劇が今日の社会状況の中で、何らかの重要性
を持つということの１つの試みだと思います。
　劇場というのは、現実の表象の場所としての機能は少なくなってい
ます。現実の表象というのは、今はもう映画とテレビの役割だと思いま
す。そうではなく、アジテーターや活動家としての役割を、劇場や演劇
が見つけようとしているのではないかと思います。
　例えば、ナショナル・シアターの『ウィア・ヒア・ビコーズ・ウィア・ヒア』
のリアクションはどうでしたか。

シャロン　あれは衝撃的なプロジェクトでした。色々な所で同時に起
こったということと、本当に起こるまで、誰もプロジェクトが起こって
いることを知りませんでした。BBCのニュースでも取り上げられまし
た。参加者が、ずっと役に入りきっていたというのも効果的だったと
思います。例えば、突っついてみたり話し掛けたりしても、彼らはただ
じっとそこに立っているだけなのです。パブリックな場所で起こった
ことで、劇場などの特権的な場所ではなく、その辺の道でやっていた
ので、新宿駅でそういうことが起こる衝撃に近いと思います。

てディレクションされます。
　2018年で、このプロジェクトは10年目になります。それを記念し
て今年はプロフェッショナルによる演目を１つ、今までの参加者を集
めてつくることになっています。
　また、この参加型の実践から、私たち自身のアーティスティックな
プログラムも影響を受けています。１つの例は、最近の『ファザーラン
ド（Fatherland）』というショーです。これはマンチェスター国際演劇
祭の演目として、昨年7月にロイヤル･エクスチェンジで上映されまし
た。父親と息子の関係を題材にしていて、彼らがお互いにどういうこ
とを言えないと感じているかを扱っています。
　この創作のプロセスでは、スコットと劇作家のサイモン・ステ
ファンス（Simon	 Stephens）、そして作曲家で、アンダーワールド
（Underworld）というバンドのカール・ハイド（Karl	 Hyde）が、英
国中の父と息子に話を聞きに行きました。彼らの愛、責任、メンタル・
ヘルスについての様々な声や意見を取り入れた作品をつくりました。
英国がEUを出ることになったので、そういった状況の中で、多様な声
を取り入れた作品をつくることが重要だと感じています。
　この作品にはコーラス・グループも参加してくれて、これはマン
チェスターの地域住民で18歳から80歳までの男性80人で構成され
ています。彼らをリクルートするプロセスは「イグニション」と非常に
似ていて、無料のワークショップや、市内の色々な施設に出向いて行
くこともしました。上演の中で突然現れる集団なので、観客はとても
衝撃を受けます。彼らが2曲の歌とムーブメントを含む音楽的な部分
に参加してくれました。

質疑応答

質問1　日本に住んでいる私にとって、演劇とは見て楽しむもの
という感覚がとても強いです。なぜ英国では演劇を通して社会を
見直すという考え方が発展しているのだと思いますか。なぜ参加
型の活動が発達しているのですか。

スチュワート　とてもいい質問です。今、演劇は、色々なものが交差す
るところにきていると思っています。生のパフォーマンスを求める声も高
まっています。ただ、20世紀、21世紀のマスメディアの文化の中では、演
劇はその立場を見つけようともがき続けています。不思議なもので、主
に裕福な人たちが追求するものになってしまっています。少なくともそ
ういうふうに受け止められています。
　ヨーロッパの歴史を通して見て、演劇というのはマスメディアとしてポ
ピュラーなものだった歴史を考えると、とても残念なことです。参加型の
実践というのは、演劇に関わっている団体がこの受容のされ方を打破す
る１つのきっかけ、１つの方法としていると思います。特に、ライブ性を重
視して強調することが大事なのではないかと思っています。そこが映画
やインターネットと一番違うところだと思います。

シャロン　私もそう思います。

質問2　どうやって観客に舞台に出てきてもらうのですか。

シャロン　フォーラム・シアターでは、「ジョーカー」という進行役がいて、
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質問6　若者や子どもが中心になるプログラムで、大人がどれぐ
らいアドバイスなどをするのでしょうか。

シャロン　カンパニー・スリーのように、参加者にきちんと決定権や
権力を与える団体はたくさんあると思います。私が出会う若い人た
ちは、本当に自分がどんどんイニシアチブを取ろうとするので、劇を
書くだけとか、演出するだけ、出るだけではなく、皆が全部やってい
ます。そのアウトプットの場として、劇場だけではなく、YouTubeや
Facebookなど、色々なメディアがあります。
　私が一緒にやっている若者の1人は、ロンドン南部の治安の良くな
い地域から来ていますが、学校の中でする劇や、パントマイムなどの
パフォーマンスから始めました。そして、ヤング・ヴィックのプログラ
ムに色々参加してくれました。彼とその友達がiPhoneカメラでテレ
ビ番組をつくり始めたのです。それをYouTubeに載せると、それが
じわじわと評判になり、今は、BBCの番組で2本目をつくっています。
ですから、今までとたどる道のりが変わってきていると思います。
　しかし、同時に、色々なところで大人が子どもに、「あなたたちはこ
う思っているのでしょう」と押しつけているような演劇もあると思い
ます。すごく色々なものがあると思います。

質問7　最後に、関連した２つの質問です。英国では学校教育にお
いて、倫理教育がどの程度普及していますか。また、英国の学校
で演劇教育が導入され、サポートされている状況を日本でつくる
にはどうしたらよいでしょうか。

シャロン　とてもいい質問です。よくあることは、小学校などの英語
の授業で、演劇が導入されていることです。ただ、中等教育に行くと
少し問題があり、先ほども触れたように、もっとアカデミックな科目の
ほうにウエイトが多く占められているということがあります。昨年度
は一昨年より1,400人、ドラマの教師が減ってしまったのです。本当
に皆、そのドラマという科目の未来を心配しています。
　フランティック・アッセンブリーでは、大体のワークショップが14歳
以上という対象にされていますが、私は12歳以上にしたいのです。そ
うすると、高校受験でどの科目を使うかということを選ぶ前に、演劇
に触れてもらうことができます。来年、シンポジウムを企画していて、
こうした問題を教育や産業界の人たちと話すことにしています。面白
かったのは、色々な芸術団体を呼ぼうと話していたのですが、芸術団
体は、芸術はいいものだということを既に知っています。マラウイの
プロジェクトもそうですが、ポリシーをつくる人、決定をする人、そう
いう人たちを呼ばなければいけません。管理職クラスの教員や、政治
家などです。私たちのために、そういった考え方を広めて、ドラマや芸
術のプライオリティーを高くしてくれる人をそこに呼ぶ必要があると
いうパターンです。
　しかし、そのやり方として、もちろん参加している人たちに、「この
人たちに、私たちのプロジェクトがどれほど素晴らしいか話してくだ
さい」と言うこともできます。しかし、そういう人たちが納得するのは、
ソフトな事例ではなく、ハードな統計かもしれません。例えば、私のプ
ロジェクトに参加した人の70パーセントが、その後「雇用スキルがこ
れだけ上がりました」と言えないだろうかと考えます。そういうことを
言って数字を出せると、それが一番いいのです。それを混ぜていくと

いうことです。やはり統計を出すということと、力を持っている人に話
すということです。

※フォーラム・シアターについてのウェブサイト
・カードボード・シティズンズのウェブサイト　
https://www.cardboardcitizens.org.uk/
・シアター・フォー・ア・チェンジのウェブサイト　
https://www.tfacafrica.com/
・ロンドン・バブル・シアターのウェブサイト　
https://www.londonbubble.org.uk/
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Lecture 2

趣旨説明

司会　このワークショップは2016年に日本演出者協会と共催で始め
たものですが、そのフィードバックを踏まえまして、今回は特にファシ
リテーターとして活躍されている方、また演劇の経験を積んでいらっ
しゃったプロフェッショナル向けのコースを開いていく目的でプログラ
ムを組んでおります。公共劇場が社会とどのようにつながっていくか、
また社会のほうでも劇場に対する期待があるのではないかと思ってお
り、こうした機会を設けました。皆様にレクチャー、ワークショップを受
けていただき、共に発展をしていけたらいいと思っております。

講師紹介

　まず、シャロン・カノリックさんです。シャロンさんは英国のフラン
ティック・アッセンブリー（Frantic	Assembly）のラーニング・アンド・
パーティシペーション部門の代表をされております。それまではオー
ルド・ヴィック劇場（The	Old	 Vic）やヤング・ヴィック劇場（Young	
Vic）を中心に市民参加型のアートプロジェクトを中心に活躍されて
いました。主にメンタル面に問題を抱えている方、難民の方を対象に
したワークショップなどを開催されています。
　そして、スチュワート・メルトンさんです。スチュワートさんはワーク
ショップ・ファシリテーターをされていますが、劇作家、演出家、ドラマ
トゥルクとしても活躍されています。スチュワートさんの活動も青少
年や社会的弱者と呼ばれる方たちを対象としています。小学校へのア
ウトリーチもされていて、普通クラスだけではなく、読み方に難しさの
ある失読症、学習障害のある子を対象にしたワークショップも開催さ
れています。今回のレクチャーですが、主にスチュワートさんからスラ
イドを見ながら解説していただきます。

スチュワート・メルトン氏レクチャー
「英国の劇場における障害をもった人たちとの取り組みについて」

スチュワート　温かいご紹介をありがとうございます。これが初めて
のレクチャーですが、先に謝っておきます。皆さんに概要をお渡しして
なくてごめんなさい。そういうものがあると助けになるとわかってい
るのですが。

１　レクチャーの構成

　今日のトークは２部に分けて行います。最初の部分では、英国の舞台
において異なる能力をもった方、つまり障害を持った方というのがどの
ように表象されてきたかについて、少し文脈を加えていきたいと思って
います。そして第２部では、障害のある子どもや若い人たちと一緒に作
品を作っているカンパニーの事例を見ていきたいと思っています。
英国でどのような多様性を持つものが作られているかという感覚とか、
そういった活動に障害を持った方が直接的であったり間接的であっ
たり、どのように関わっているのかを知っていただけたらと思います。
そして、彼女／彼らがそういうところでどういう課題に向き合っている
のか、どのような可能性を提示してくれているのかということに触れた
いと思っています。

　ただ最初に、語彙の問題を検討しなくてはいけません。
　英語だと“Differently	Abled”つまり「異なった能力を持った人々」

という言葉をレクチャーのタイトルにつけています。ですが、英国で
も誰もが満足している表現というわけではありません。障害をもった
“Disabled”という表現を好まれる方もいらっしゃいます。いわゆる
普通の人というのはいなくて、すべての人が身体であったり精神で
あったり、違った働き方をするのだというのが私の理解です。「障害
者」という語句を攻撃的なものと捉える方もいらっしゃると思います。
例えば聴力のない方で、自身の状態を障害ではなくむしろ恵まれて
いると感じる方もいらっしゃるかもしれません。同様に、むしろ障害を
持っているというふうにみなされたいという人もいます。自身の身体
や精神に問題があるということではなく、周りの社会の想像力の欠如
とか柔軟性のなさによって障害を抱えているんだという人もいます。
そのように、ここで扱われる演劇的な実践が抱えている複雑さ、とい
うものが少しお分かりいただけるかと思います。使う言葉の１つ１つを
再検討していかなくてはならないと考えています。

２　英国における異なる能力をもつ人たちによる演劇

　今私の後ろに出ている写真を皆さんが知っていらっしゃるかわから
ないですが、すべて2012年のパラリンピックの開会式から撮られた
ものです。英国の文化の中では障害を持った人たちの表象において、
これは分かれ道と目された瞬間でした。ここでは彼女／彼らは表現の
場、世界的な規模の観客を与えられました。自分たちがどういう人であ
るか、それを見てもらえた。自信に満ちていて正確無比で無視するこ
とは不可能です。障害を持ったパフォーマーやジャーナリスト、プレゼ
ンターなどに新たな可能性を与えました。むしろ障害を持っていない
理事会の人であるとか、放送委員、編成委員といった人々が、障害を抱
えた人材の登用がどんなに高い能力をもたらすかということに目を向
けてこなかったのか明らかになったと思います。

① グレイアイ・シアター・カンパニー

　というのも、このスペクタクルを作り出した才能というのは、も
ちろん無から突然現れたわけではないのです。ジェニー・シーレイ
(Jenny	 Sealey)という人を紹介します。パラリンピックの開会式の
演出家でした。英国演劇界の重要人物です。1997年からジェニー・
シーレイはグレイアイ（Graeae	 Theatre	 Company）というカン
パニーの芸術監督をしています。開会式の15年前からですね。カン
パニー自体ももう設立から30年以上も経っています。これが重要な
のは、グレイアイが英国の障害を持った人によって構成されている
演劇団体の中で先進的なものの1つであるからです。1980年にナ
ビル・シャバン（Nabil	 Shaban）とリチャード・トムリンソン（Richard	
Tomlinson）によって設立されました。彼らは同じ理念を共有してい
ました。この人たちが無防備な弱い人たちだ、というイメージを取り
払いたい。偏見や一般的に言われている神話を取り除きたい。障害
を持った人たちを周縁化しているような神話を取り除きたい。それを
演劇、ワークショップ、トレーニングを通して払拭していきたいと考え
ました。
　カンパニーの名前「グレイアイ」は非常に珍しく、古い由来がある
名前です。ヨーロッパ文化の中に見られる、障害を持った人の表象と
して最も古いものの１つです。古代ギリシア神話に由来のあるキャラ
クターです。グレイアイというのは灰色の者たち、あるいは灰色の姉
妹、灰色の魔女と訳します。西洋文化における障害者の表象として、
障害者を他者として表現するためのある種のテンプレートとされて

「英国の劇場における
障害をもった人たちとの取り組みについて」

英国フランティック・アッセンブリーによる
社会の課題に向き合う演劇ワークショップ

日時：2 0 1 8 年 2月 1 3日（火）1 8 : 3 0 ～ 2 1 : 0 0

講 師
　　　 シャロン・カノリック Sharon Kanolik 
　　　　スチュワート・メルトン Stewart Melton
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を扱っていることがわかるにつれ、とてもパワフルになっていきます。
　2012年のオリンピックの文化プログラムの１つの企画として、シェ
イクスピア・グローブ座は「グローブ・トゥ・グローブ・フェスティバル
（Globe	 to	Globe	 Festival）」を開催しました。シェイクスピアの
36のすべての戯曲と対話編である『ビーナスとアドーニス』という詩
編が37の言語で上演されました。日本からは三浦基さん率いる地点
が参加し、『コリオレイナス』を上演しました。
　デフニトリー・シアターもこのフェスティバルに参加して、少し特異
な演目を上演しました。『恋の骨折り損』を上演しました。シェイクス
ピアの作品の中でもとりわけ言葉が豊富で、複雑で、密度が高いとさ
れているドラマです。しかし、彼女／彼らの手話による上演によって、
非常に斬新で身体的で誰にとってもアクセス可能な作品となりまし
た。非常にいい上演だったので、グローブ座はまたこの人たちと作り
たいということで、『夏の夜の夢』を共同制作しました。

③ 障害のあるアーティストの様々な作品

　障害のあるアーティストとコラボレーションする機会を見出してい
るいわゆるメインストリームの劇場はシェイクスピア・グローブ座だ
けではありません。比較的設立からの日の浅いナショナル・シアター・
スコットランドも、障害のあるアーティストの支援に意欲的です。
　[白いドレスを着てヘルメットをかぶり、両手にもった松葉杖
を上に向けている写真の]彼女はクレア・カニンガム（C l a i r e	
Cunningham）です。グラスゴーとベルリンを拠点に活動している、
領域横断的なパフォーマーです。彼女の持っている特定の身体性とい
うのを探求するために、松葉づえを使ったり、あるいは誤った使い方
をしたりというのが、パフォーマンスの重要な一部になっています。伝
統的なダンスは障害のない人のために発達したものだということで、
それも拒否します。[映像]彼女の『メナージュ・ア・トロワ（Menage	a	
trois）』という作品です。彼女は一見障害に見えるものをクリエイティ
ブな原動力として活用するという活動において、素晴らしい例を提示
していると思います。
　ロバート・ソフトリー・ゲール（Robert	 Softly	Gale）は、スコットラ
ンドの障害者人権活動家で演出家、劇作家です。『イフ・ジーズ・スパ
ズムズ・クッド・スピーク（If	These	Spasms	Could	Speak）』という
処女作で、非常に有名になりました。率直で不遜でものすごく笑える
彼の、障害を抱えて生きるということについての語りになっています。
同時に難しい問いも提示しています。たとえば彼の身体を所有してい
るのは何者なのか。彼の抱えている症状なのか、彼自身なのか、彼を
診ている医者たちなのか。
　ラグビーの選手がピッチで事故を起こして障害を抱えてしまった
というニュースを見たことがきっかけでこれを書きました。このラグ
ビー選手は自身が障害を抱えたと知って、自殺してしまいました。
当時、英国国内では自殺ほう助を社会が許容していくべきかもしれ
ないという意見もあったのですが、ロバートは「そうじゃなくて、自殺
を防がなくてはいけないんじゃないですか？」という問いを提示しま
した。これは非常に好評なショーで、クリエイティブ・スコットランド
(Creative	 Scotland)は2013年のスコットランドの作品のショー
ケースにこれを加えました。
　彼はバーズ・オブ・パラダイス・シアター・カンパニー（Birds	 of	
Paradise	Theatre	Company）という団体の芸術監督を務めてい
ます。今年で25周年を迎える集団です。障害に関するタブーを破って
きた、ということで非常によく知られています。たとえば最近の作品で

いました。しばしば恐怖、悪意、同情の対象として描かれています。
　メデューサやゴルゴンといった怪物たちの姉妹も身体障害を持っ
ているとされています。3人に対して１つの目と1本の歯しか持ってい
ません。そしてこれを共有していて順番に使います。古代ギリシャ神
話では、障害を持っていない半神であるペルセウスに騙されてしま
います。ペルセウスは彼女たちの目を盗むことによって、姉であるメ
デューサの場所を聞き出します。彼女たちは怪物であると同時に、被
害者としても描かれています。こういったイメージに私は恥ずかしい
なと感じると同時にちょっと感動もします。

　グレイアイ・シアター・カンパニーはこのメデューサやゴルゴンの
イメージを再検討しようとしています。つまり目と歯を共有している
という一見この人たちの弱点であるような部分、そここそが彼女た
ちの力の源なんだというふうに解釈しようとしています。つまり、彼女
たちは力と知識を共有し助け合っているというふうに考えるわけで
す。他の障害を持った方々がどのように生きているかということの表
象でもあります。ペルセウスがグレイアイをどのように扱ったかとい
うことに関しても、このカンパニーの設立者たちは障害を持った人々
が社会の中でいかに周縁化され、いかに不適切に扱われているかと
いうことの表象であるというようにしています。もしかしたら当時の
メインストリームな演劇に対して言及していたのかもしれません。
　グレイアイの本部はロンドン東部にあり、完全にバリアフリーに
なっています。古く歴史のある劇場の多い英国では、あまりバリアフ
リーの劇場というのはありません。段差がない床があって、エレベー
ターが完全に装備されていて、廊下も広く作られていますし、触視可
能な（目の見えない方が触ってわかるような）表示や点字の表記がつ
いています。異なった能力を持った人々が来ても、自分で建物の中で
道を見つけられるように設計されています。ここには稽古場とオフィ
スがあり、カンパニーの文芸部が障害を持った俳優たちを集めてパ
フォーマンスを作っています。
　グレイアイはツアー・カンパニーなので、この本部には劇場スペー
スはありません。パフォーマンス・スペースは、いわゆるメインスト
リームの劇場に頼っているというのが実情です。その代り、この拠点
はアーティストが成長していくために使う場所になっています。障害
を抱えた俳優や作家や演出家たちの訓練の場です。他の機関や団体
の組織のための、障害者支援の訓練の場としても提供しています。
　演劇界を変革していく中でリーダー的なポジションになっていま
す。１つの代表的な好例がアーツカウンシルの「ランプス・オン・ザ・
ムーン（Ramps	on	 the	Moon）」という運動へのかかわり方だと思
います。メインストリームの演劇界の中にも変革を及ぼすような事業
です。変革をちゃんとリードしていく人たちがいて、様々な劇場に彼
女／彼らが出向いて障害を抱えた俳優やアーティストにとって劇場
がアクセス可能な場所であるように、それを保証するという活動をし
ています。
　『ソリッド・ライフ・オブ・シュガー・ウォーター（The	 Sol id	 Li fe	
of 	 Sugar	Water）』は最近のグレイアイの作品です。英国で舞
台、映画、テレビの脚本を数多く書いているジャック・ソーン（Jack	
Thorne）という人の作品で、2015年のエジンバラ・フェスティバル
でヒットしました。ものすごく静かなんですが、とてもラディカルで
非常に破壊的な作品でした。ジェネビーヴ・バー（Genevieve	Barr）
とアーサー・ヒュー（Arthur	 Hughes）という障害を抱えた役者が二
人出ているのですが、作品自体は障害についてのものでは全くあり
ません。死産を経験してしまった二人の人物の関係をめぐるドラマ

『ウェンディー・フ―ス（Wendy	 Hoose）』という作品は、障害を抱
えた方の性生活が題材になっています。そして彼らの視点としては障
害を抱えた人物として舞台に立つということは、ある種の政治性を帯
びることは避けられないという視点に立っています。『タイム・フォー・
ザ・ティン・ソルジャー（Time	for	the	Tin	Soldier）』は子どものため
の初めての作品です。これまでの作品が非常に高評価を得てきたに
も関わらず、この団体も英国で今問題になっている予算削減の問題
は避けられません。つい数週間前ですけれども、2013年にロバート
をツアーに送り出したクリエイティブ・スコットランドが、彼らへの助成
を打ち切ってしまいました。ただ、幸いなことに一緒に仕事をしている
人や、観客、支援者から多くの呼びかけがあって、その機関は再び彼
らを助成のリストに加えることとなりました。
　カンドゥーコ・ダンス・カンパニー（Candoco	dance	 company）
という団体は、厳密には演劇の団体ではありません。ただ、障害を持っ
たアーティストがあらゆる人のために包含的な環境を作ることの好例
のため、どうしても入れたいと思いました。障害のあるダンサーとな
いダンサーと一緒に作品を作っています。そして、国際的に知られて
いる振付家やミュージシャンと一緒に仕事をしています。『舞踏会に
行きませんか』という作品は公設認定試験のようなものであるGSSE
のダンスの科目の問題にも登場しました。
　私はカンドゥーコのワークショップに以前参加したことがあったの
で、特別な思いがあります。私には身体障害はありませんが、その部
屋の中にいたダンサーの中では、動くことに対して最も障害がありま
した。ただカンドゥーコのやり方だと、私のようにまったく自分の身体
を使いこなせないような人でもそのダンスの作品に参加することが
できます。
　次にご紹介するのは、パフォーマーでプレイワーカー（児童支
援のスタッフ）のジェス・トーム(Jess	 Thom)です。ロンドン南部
に住んでいます。[ヒーローの格好をしてポーズを決める写真]こ
れも、ジェス・トームさんです。このキャラクターはトレッツヒーロー
（Touretteshero）といいます。カンパニーの名前でもあります。彼
女はトレット症候群という症状を抱えています。世界的にだと思いま
すが、少なくとも英国ではまだなかなか理解を得られていない神経
学的な症状です。自分の身体や声のチックを制御することができま
せん。彼女がこのカンパニーを設立した原動力の１つとなったのは、
彼女がロンドンの劇場で、他の観客の邪魔にならないように防音室に
入って作品を観てくれないかと頼まれたことがきっかけだそうです。
　彼女を有名にした作品の１つに『バックステージ・イン・ビスケット・
ランド（Backstage	 in	Biscuit	 Land）』があります。このタイトルの
由来になっているのが、彼女の声が出てしまうというチックの１つで、
自分では全くそのつもりがなくても1日に何百回も「ビスケット」と
言ってしまうのです。とても感動的で面白い作品で、例によって彼女
が抱えている症状を作品にしています。[映像]
　彼女が映像の中で話していたプロダクションは『ノット・アイ
（Not	 I）』という作品です。サミュエル・ベケットによる有名な作品
です。「口」と呼ばれるキャラクターの自意識が次々とこぼれだしてき
て、その人物が抱えていた孤立であったり、受けてきた暴行というの
が次々と流れ出てくるという内容になっています。上演のされ方が非
常に特徴的な作品なので、ある種、俳優の間では耐久テストとして機
能している側面もあって、一般的には障害のない俳優によって演じら
れるということを付け加えたほうがいいかもしれないですね。特殊な
ハーネスに固定されて、口の部分だけが明るく照明で照らされます。
ベケットの著作権管理団体はとても厳しいので、テキストに対する改

です。
　一方で、『リーズン・トゥ・ビー・チアフル（Reasons 	 To 	 Be	
Cheerful）』は、はっきりと障害に対する態度というものを扱って
います。イングランドの中西部のコヴェントリーにあるベルグレー
ド・シアター（Belgrade	 Theatre,	 Coventry）と先ほどの変革の
エージェントを受け入れたロイヤル・ストラットフォードイースト劇場
（Theatre	 Royal	 Stratford	 East）との共同事業でした。イアン・
デューリー（Ian	Dury）という人がやっていたブロックヘッズ（The	
Blockheads）というバンドの音楽にインスパイアされたジューク
ボックス・ミュージカルです。イアン・デューリーは子どものころにポ
リオにかかって、それで障害を抱えることになりました。彼が受けて
きた不適切な扱いに触発されて皮肉に満ちた歌『スパスティカス・
オーティスティカス（Spasticus	 Autisticus）』（「痙攣」と「自閉症」
をラテン語っぽく言っています。）は、1981年、障害者年になるはず
だった年に書かれた歌です。彼は障害者年というイニシアチブを偽
善だと感じました。このスパスティカス・オーティスティカスという単
語は非常に攻撃的であるとされて、BBCをはじめ様々なラジオ局に
放送を拒否されました。しかし彼が怒りを向けていたのはもちろん障
害を抱えた人ではなくて、障害者を父権的に扱おうとするような人々
です。約40年後になりましたが、2012年のパラリンピックの開会式
では彼の曲が使われました。英国の文化がどれだけその間に変わっ
たかということが見て取れると思います。

②　デフニトリー・シアター

　デフニトリ―・シアター（Deafinitely	Theatre）は聴力に障害のあ
る人たちのために、伝統的なそして現代的な演劇を作っています。聴
力に障害のある方もない方も楽しめるという内容になっています。す
べての作品が英国手話(British	 Sign	 Language)と口頭の英国英語
の両方で構成されています。豊かなビジュアル・デザインとパフォー
マンスの様式が特徴的な集団です。
　また障害を抱えた若者たちのためのユースシアターも運営してい
ます。ポーラ・ガーフィールド（Paula	Garfield）という女性が芸術監
督です。ジム・カートライト（Jim	Cartwright）という劇作家の作品で
比較的最近上演された『ツー（TWO）』という作品を紹介します。英国
北部のパブに舞台が設定されていて、そこを運営している男性と妻が
登場人物です。先ほどのグレイアイの作品と同じく、この作品も原動
力は障害ということではなく、２人が亡くしてしまった子どもについて
抱えている悲しみというものになっています。元々の『ツー』というタ
イトルからわかるように、2人の俳優のために書かれた作品でしたが、
デフニトリ―・シアターはこれを4人のパフォーマンスとして翻案しま
した。2人の手話の俳優と、声に出して英語を話す俳優の2人で上演
しました。この組み合わせを採用することによって、作品に新しいレイ
ヤーが加わりました。
　たとえばスライドの写真[男性が女性に詰め寄って何かを言い、女
性は肩をすぼめてそれを聞いている様子の写真]で扱われている場
面では、暴力的な関係に陥っている２人の関係が見て取れます。写真
の左側の男性は、耳が聞こえる俳優です。女性は耳が聞こえない、あ
るいは障害があるということです。ですので、ある意味この２人の関係
性というのは、歴史的に聴力のない人々がどのように扱われてきたの
か、社会との関係のメタファーと言えると思います。同様にそのコミュ
ニケーションが、英国手話の可視性によって表出されています。これ
は作品自体がちゃんとコミュニケーションをとらない２人、ということ
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アイデアが生まれます。
　ハリンゲイシェッド（Haringey	 Shed）と呼ばれる団体があり、ハ
リンゲイというロンドン北部の地域を拠点にしています。シェッド（小
屋）という名前がついているのは歴史的な問題で、農場は今は関係
ありません。そこではチキンシェッドのインクルーシブ・シアターの
手法を用いて作品を作っています。私はキャリアの始めに、このカ
ンパニーに参加させてもらいました。その頃私は特別支援学校で
働いていました。演劇の実践者としてのキャリアを作りたかったの
ですが、これは重要なことだと思ったので学校で働きました。チキン
シェッドやハリンゲイシェッドの作品は、おおむね40人か時にはそれ
以上の子どもたちが参加します。多くのパフォーマンスが4つのグ
ループを中心に構成されています。それぞれのグループがそれぞ
れ役を演じたり、物語の異なる部分を演じたりします。各グループの
中には障害を持った人も持っていない人もいます。またワークショッ
プ・リーダーとかワークショップ・ディレクターと呼ばれる人たちもそ
のグループの中にいます。そのグループの中に埋め込まれたような
かたちのファシリテーターといったところでしょうか。子どもたちと
一緒に演じることによって、彼らにある種の例を示しモデルになる役
割があります。もし自分のセリフややることを忘れてしまった人がい
たら、一番近くにファシリテーターがいると思い出すことができる。
この人たちは大人ですが、子どもの集団の中に隠れるのがとても上
手です。私はどの人たちか知っているので見分けられるだけです。
　ほかの劇場や演劇においてしばしばそうであるように、車椅子に
乗った人が隅に追いやられるといったことがないのが特徴です。ス
ライドの写真では車椅子に乗った青年が一番真ん中にいますね。チ
キンシェッドとハリンゲイシェッドを含むサテライト団体はマキトンと
いうある種の手話を用いたりもしています。マキトンは学習障害を
抱えた若者のコミュニケーションを手助けするために使われます。し
かし、チキンシェッド、ハリンゲイシェッドの手にかかると、これがある
種の振り付けとなって物語を語る役割を持ったり視覚的に面白い効
果を生み出したりします。
　やっていることは違うのですが、チキンシェッドの関連のカンパ
ニーと先ほどご紹介したカンドゥーコ・ダンス・カンパニーの間には
何か類似性を感じます。どちらも様々な種類の人々の能力をすべて
取り込むのが非常に上手な人たちです。ハリンゲイシェッドがロンド
ンの中でも最も貧しい地域の１つに拠点をおいているというのも偶
然ではありません。

② バンブーズル

　特別支援学校で働いている頃、そのクラスにバンブーズル
（bamboozle）というカンパニーがやってきました。バンブーズル
はナショナル・シアターの助成を受けて特別なプロジェクトにその頃
取組んでいました。ナショナル・シアターはちょうど、『ウォー・ホース
(War	Horse)』（戦火の馬）を上演した直後でした。頷いている方が
いらっしゃるので、観たことがある方もいるかもしれません。英国では
非常に成功した舞台で、10年以上上演され続けたと思います。ほか
の国にもたくさんツアーして、確か日本にも来ていましたよね。ただ、
先ほどの会議が開催されていたオリビエ劇場というのは、学習障害を
持った若い人たちにとってはアクセスが容易な場所ではありません。
ナショナル・シアターはその劇場に来ることのできない子どもたちや
若者にまでその作品を届けるということに関心を持っていました。そ
こでバンブーズルの登場です。

編というのを一切許可しません。しかし、ジェスのチックというのは意
識的にやっていることではないので、そうしたいと思わなくてもアドリ
ブで「ビスケット」や「ヘッジホッグ（はりねずみ）」という言葉を連呼し
てしまったり、違う言葉と動きが入ってきたりすることになります。
　さらに言えば、体もチックがあって勝手に動いてしまうので、ハー
ネスを着て体を固定されるというのは彼女にとっては不可能です。例
によって彼女の抱えている症状というのが、創造力の源になっていま
す。彼女は著作権管理団体と交渉して、障害のない俳優が得ることが
できない役に対する知見を、自分は持っているんだと主張しました。
彼女は勝手に言葉が出るということが日常的に起こりますし、自分の
言葉や身体をコントロールできないという状態がどういうことだか完
全に知っているのです。この作品に関して言えば、他の俳優よりもも
しかしたら先天的なアドバンテージを持っているかもしれない。こうい
う事例をみると、「こういう有名な役は、もしかしたらもっと障害を持っ
た人によって上演された方がいいのではないか」、「その方が障害の
ない俳優が演じるのでは見られない可能性が開けるのではないか」と
いう問いが提示されると思います。

④　「アクト・フォー・チェンジ」キャンペーンと今後に向けて

　しかしまだまだ「障害のある人によるアート」という文脈の外におい
ては、障害者の人の表現というのは多くはありません。日に日にこの
状況に対する怒りと我慢の限界が大きくなっています。2014年には
キャンペーン、「アクト・フォー・チェンジ（Act	 for	 Change）」という
ものが設立されました。女性とか白人以外の人、障害を持った人が十
分に表象されていないという問題を指摘するための、そしてその変
化が遅いということを問題視している団体です。2015年の夏には英
国のナショナル・シアターで「アクト・フォー・チェンジ」と一緒にテーブ
ルを囲んで会議をすることに同意しました。会場は元々予定されてい
たところから、英国でも最大規模の劇場の１つに変更されることにな
りました。
　このスライドの写真はナショナル・シアターのオリビエ劇場
(Olivier	 Theatre)の客席ですが、写真を見てもわかる通り、満席で
す。シャロンも私もこの会議に行ったのですが、劇場が混み過ぎてい
て席が取れず、結局通路に座ることになりました。この問題に対する
怒りと疲弊というのが部屋の中に満ちていました。ジェニー・シーレ
イは多くの人が感じていたことでもありましたが、「どうしてグレイア
イの芸術監督になってから20年近くも経つのに、私はまだこんな話
をしなくてはいけないの？」と問いかけました。彼女が映っているのが
右上の写真で、一緒に写っている男性は影の内閣文化担当、クリス・
ブライアント（Chris	 Bryant）です。右下の写真の右側の男性はルー
ファス・ノリス（Rufus	Norris）でナショナル・シアターの芸術監督で
す。「国立の機関であるのに、どうしてより多くの障害を持った人であ
るとか、女性とか、白人以外の人をキャスティングすることによって好
例を作り、模範とならないのか」というかなり厳しい質問に終始さら
されていました。
　3年前にこの会議が行われましたが、それから少しずつ状況はよ
くなってきています。たとえばナショナル・シアターは大きな演目の
中で障害のある俳優をキャスティングするという努力を続けていま
す。先ほど写真を見たグレイアイの作品『ソリッド・ライフ・オブ・シュ
ガー・ウォーター』も、このナショナル・シアターの舞台で上演するた
めに招待されました。とはいえ、『わたしじゃない』のジェス・トームの
ように、主役級の役を障害のある人が演じるというのはまだまだ珍し

　英国中西部の街、レスターに拠点をおくバンブーズルは、学習障害
を抱えたこどもや若い人たちと作品を作る専門家です。様々な戦略
をもって作品を作ることができます。舞台作品を観てもらう代わりに、
彼らは子どもたちを作品そのものの中へ招待しました。
　スライドの写真の画質が悪いので、どういう場所なのか分かりにく
いかもしれません。舞台前景には第一次世界大戦の塹壕のセットが見
えると思います。『ウォー・ホース』の舞台となる戦争ですね。しかし若
い人たちは客席に座っていません。その塹壕の中にいます。当初は生
徒たちのことを心配したりもしました。子どもたちがいるには、非常に
負担のある環境のように思えました。でも私よりもはるかに上手に子
どもたちはやってのけました。これは多分、１つ１つの要素が段階的に
紹介されていったからだと思います。
　１週間のレジデンスプログラムの中での5日目の写真ですが、ここ
は実は学校の講堂です。バンブーズルは照明やセットを使って、完全
に別の場所に変容させてしまったのです。右上の写真に写っているの
は生徒の一人です。巨大なダンボールなどで作った塹壕の迷路の中
にこれから入っていくところです。子どもたちはただワークショップに
参加していただけではなく、まったく新しい環境に足を踏み入れまし
た。バンブーズルは人形も使います。ナショナル・シアターの作品で
も同様ですね。子どもたちが自分のパペットを作るような機会もあり
ました。右下の写真に見えるのはそういうふうに作った影絵を出す人
形の１つです。一週間かけて最初はほとんど何もなかった学校の講堂
に、少しずついろんなものを導入して第一次世界大戦の塹壕を作り上
げました。
　また別の生徒の写真です。すごい写真だと思います。心臓のところ
をぐっとつかんでいるのが見えますね。死んでいくところを演じてい
るんです。このレジデンスの最初の段階では彼がこんなことをできる
ようになるとは到底思えませんでした。バンブーズルは本当に驚くよ
うなことをやってのけたのです。異なる能力を持った子たちだからと
いって、ちょっと水準を下げてあげるとか、やり方を変えるようなこと
をバンブーズルはしません。舞台作品でも戦争と暴力が扱われてい
るので、当然このワークショップでもそれが扱われました。ただ、段階
的にこの環境を作り、遊びの要素を用いながら作ったので、生徒たち
にとってもアクセス可能なレベルでこの作品の世界を紹介することが
できたのです。
　周りにあるものが普段の学校の環境と非常に違うということも、生
徒たちが集中し続けることの一助であったのだろうと思います。自分
で一生懸命想像して、がんばってその世界に浸かろうとしなくても、
もう戦争がそこら中にありました。その役を演じるのが非常に簡単
だっただろうと思います。一週間の最後にはある種のワークショップ・
パフォーマンスが行われました。バンブーズルのファシリテーターに
導かれて、物語の最後のシーンの中を歩いていくというものでした。
おもちゃの銃を子どもたちに渡された時には、ちょっと心配しました。
予測不可能な振る舞いをする子たちもその生徒の中にはいて、武器
みたいなものを渡すとすごく興奮してしまうかもしれなかったからで
す。ただバンブーズルのこのイマーシブ（没入型）な環境の中では、
まったくそんなことはありませんでした。ずっと役を演じ続けました
し、ずっとコントロールし続けていました。

③ 没入型の環境をつくる実践

　こういった没入型の環境を作るという実践は、オイリー・カート（Oily	　
こういった没入型の環境を作るという実践は、オイリー・カート（Oily	

いことです。
　一人大きな例外であるのが、ナディア・アルビナ（Nadia	Albina）
という人です。彼女はグレイアイの『リーズン・トゥ・ビー・チアフル』に
出演していました。そして、ロイヤル・シェイクスピア・カンパニーの作
品に出演しています。また彼女は「シークレット・シアター・プロジェクト
（Secret	 Theatre	project）」にも関わっています。これは若い俳優
や演出家たちのアンサンブルを通して英国の演劇界における障害の
ある人の表現とか、芸術への関わり方を変革しようとするもので、2年
間以上かけてフルタイムでコラボレーションしていくプロジェクトで
す。彼女は主演級の役を演じた障害のある女優として最初の少数者
で、『欲望という名の電車』のブランチ・デュボアを演じたりしました。
　またナディア・ナダラジャ（Nadia	Nadarajah）は、英国の代表的
な手話のパフォーマーです。『恋の骨折り損』や『夏の夜の夢』といっ
たデフニトリ―・シアターの上演の多くにも出演しています。たとえ
ば『夏の夜の夢』のティターニアといった有名な役を多く演じていま
す。ここ数年の英国の演劇界の中で非常に影響を持った、人気のある
作品であるジョージ・ブラント（George	Brant）という劇作家の『グラ
ンデッド（Grounded）』という作品では、彼女はドローンパイロットの
役を演じました。
　しかし、残念ながらこの２人のすばらしい例というのは業界全体で
はまだまだ例外的だといわざるを得ません。多くの人と異なる能力を
持った、あるいは障害のある俳優が、そうではない俳優と一緒に出て
いる舞台において、主役級の役を演じるというのはまだまだ珍しいで
す。そして学習障害のある俳優が先ほどから全然登場していないとい
うことにお気づきかもしれません。第１部の終わりとしてはちょっとビ
ター・スイートな感じになってしまいました。第２部では、障害があった
り、多くの人と違う能力をもったりしている子どもたちの人生を変え
るためにがんばっている様々なカンパニーの実践を紹介していきた
いと思います。

＜休憩＞

３　障害のある子どもや若い人たちと一緒に作品を実際に作って
いるカンパニーの事例

　みなさん戻ってきてくれてありがとうございます。ものによって、ど
れだけ関わったかということにはばらつきがあるのですが、3つか4
つ、私の関わったプロジェクトをご紹介します。私が良く知っているも
のを紹介しようと思いました。

① チキンシェッド

　最初に取り上げるのは、一緒に仕事をしたことがないカンパニー
です。チキンシェッド（Chickenshed）という人たちです。
　これが彼らのロゴです。チキンシェッド、鶏小屋という意味ですが、
鶏をかつて飼育していたところで演劇を始めたので、この名前です。
彼らはインクルーシブ・シアター（inclusive	 theatre）、どんな状
況を抱えた人でも参加することができるような演劇を作る、という
領域においての先駆者です。障害を持った人や多くの人とは異なる
能力を持った人、若い人をその作品の中に取り込むことが非常に上
手で、それで有名になりました。実際にとても成功した団体だったの
で、彼らのユースシアターに参加するには、キャンセル待ちの長いリ
ストができるほどでした。そこでサテライト団体を設立しようという
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たちにとってすぐに認識できる構造であり、やり方でした。普段の
私だったらどうするかということよりも、子どもたちが得意なことを
使って、できるだけパフォーマンスを作ろうと思いました。もっとメイ
ンストリームの学校のこれくらいの年齢のクラスであれば、ジグソー
パズルには興味をもたなかったかもしれません。ただ自閉症スペク
トラムに位置づけられる子どもたちのクラスという特殊な文脈があ
り、子どもたちはこういった作業がとても得意でした。このように、一
般的には弱点だと思われていることが、クリエイティビティや力の原
動力となります。

　ここまでお話してきたことが、簡単ですが、英国で障害のある人た
ちや子どもたちとの関わり中で行われている実践、そしてメインスト
リームの劇場がどういった実践をしているか、ということのご紹介で
す。何かご参考になれば嬉しいです。
ご清聴有難うございました。

質疑応答

質問1　障害のある人と障害のない人がともに作品を作るとき
には、プロセスで異なる部分がありますか。

スチュワート　もちろんあります。ただ付け加えると、どんなグ
ループとやっていてもそれぞれ違うものです。ニューロティピカル
（Nurotypical　健常者の意味）な人たちとやっていても、自分に障
害があると感じている人もいますし、一般化して考えたら、そういう人
とワークショップをするときも、すこしゆっくり仕事をするかな、どう
かな、わからないです。やっぱり状況とか症状とかによるんじゃないか
な。例えば学習障害のある子たちのグループだと、私があんまりゆっ
くり進めると我慢できなくなってくるということがあります。課題は少
し短めのもので簡単なものにしようかなとは思うかもしれません。す
ぐに理解可能なもの、もうすでに本人たちが知っているような遊びと
かゲームのような要素を使うとか。
　ただ、今、とても一般化しています。メインストリームの学校のクラ
スでやるのとはアプローチを変えなくてはいけないかもしれません。
例えば、非常に重度であるとか複数の学習障害のある子どもたちの
クラスとやっている場合では、自分たちがどういう用意をしていくの
かということを再検討する必要があるかもしれません。例えば、ほとん
ど目しか動かせない子と何かを一緒にやるといったときには、用意し
てきたものと違う参加の方法を用意しないといけません。
　その場合では、参加するということの意味は何かをやってみること
よりも、何かを経験するということになるかもしれません。学習障害の
グループでは、そのワークショップの中で使う言語の量を減らそうか
なと考えるかもしれません。言葉を豊富に使ったような説明よりジェ
スチャーに頼るとか。あるいは、非常に広くざっくり話をしている感じ
がしますが、やはり最良のアドバイスはもしかしたら「全く違うことを
する準備をしておく」ということなのかもしれません。ただ１つ強調し
ておきたいのは、障害のある子どももない子どもも、そして若い人も
大人も、異なっている点よりも共通点のほうが多いということです。
やっぱりみんな同じポップスターが大好きですし、同じゲームを遊ん
でいますし、本当は「見ちゃいけない」と大人に言われている映画をな
んとか見ようとします。

Cart）というカンパニーが先駆者となってやったことです。複数の学習
障害のあるような子どもたちと一緒に作品を作ることのスペシャリス
トです。舞台で上演するということに対する常識を全部破ってしまうこ
とに定評のある人たちです。ゆりかごのほうが舞台よりも適している
なら「それでいいじゃないか」とゆりかごで上演します。
　最近の作品の１つで『チューブ（Tube）』というものがあります。びっ
くりすると思いますが、完全にチューブのことが題材です。観客はみん
なハンモックに座らされ、その周囲でパフォーマンスが起こります。パ
フォーマーは不思議な衣装を身に纏っていて、ちょっと今まで見た事
がないような感じですね。オイリー・カートはそういった作品が代表的
な例です。
　こういう没入型の環境を用いる別の作品を紹介したいと思います。
ヤング・ヴィックのテイキング・パート（Taking	Part）が理事会にかけ
て実現した作品です。ナショナル・シアターと同様にテイキング・パート
も舞台の情報を届ける範囲を広げたいと考えていました。劇場の演目
のいくつかは、子どもには多少不適切な内容を含んでいました。それ
はテーマや、どういう形式でそれが提示されるのかといったことです。
例えば最近の例でいうと、フランツ・カフカの『審判』の翻案が上演さ
れました。劇場はコミュニティの誰でもアクセス可能になるように情報
発信することに努めており、この時はパロット・イン・ザ・タンク（Parrot	
In	The	Tank）という団体に委任しました。
　私の知る限り、これ以前にパロット・イン・ザ・タンクは障害を持った
子どもや若者と仕事をしたことはなかったと思います。専門分野は大
人のための遊びに満ちた参加型の演劇的な環境を作るということでし
た。ただその評価が非常に高いので、初めて子ども向け作品を作るた
めに依頼されました。最終的に『リマーカブル・ケース・オブ・ケイ（The	
Remarkable	Case	of	K）』という作品ができました。彼らはフランツ・
カフカの『審判』の舞台設定を、ある種の工場であると考えてそれを舞
台にしました。セット内にいる子どもたちは、観客であり俳優です。この
アクティビティをこれまでやったことがあるかないかにかかわらず、
この芝居のアクションというのはゲームを通して作られていきます。
そしてそのファシリテーターである俳優たちとセットと関わることから
行き来が生まれていきます。先生や大人たちのための席もありますが、
多くの席は子どもたちのためのものです。様々な場面で舞台上で起
こっているアクションに子どもに参加してもらいます。他の場面では
上にあるスクリーンで事前に収録されたビデオを見るという場面も
あります。
　こういう作品を作るのには様々なリソースが必要です。これだけの
リソースを１クラスのためだけに割けるというのが、ヤング・ヴィックの
すばらしいところだと思います。

④ 講師のファシリテーション事例

　ハリンゲイシェッドとの仕事の後、そしてバンブーズルの活動に触
れた後、私は自分の活動、ファシリテーションをし始めました。驚くべ
きことに、そして非常に幸いなことに、私もテイキング・パートと一緒
にプロジェクトをやらないかと誘ってもらいました。「アンダー・ロンド
ン（Under	 London）」というプロジェクトでした。始めた時は、まだ
このタイトルはありませんでした。その時のヤング・ヴィックのマネー
ジャーは、特別支援を必要とする子どもたちを対象としたフェスティ
バルに、ある学校にうまく参加してもらえなかったんじゃないかと心
配していました。残念ながら、計画していたことがあまりうまくいかな
かったのです。そのため、その学校を招待して、その学校を拠点にし

質問2　ADHDとかアスペルガーの人と一緒にワークショップを
やっている方からの質問です。若者や子どもたちと一緒にやるとき
に、過剰に説明をするということと、本人たちに自分のスペースを
与える、表現の場を与えるということのバランスをどうとりますか。
失敗をさせてはいけないとか、人前で何かをする、表現する恐怖と
かを経験させることも大事だということはわかっているですが、ど
うしても少しコントロールしすぎているような気がします。

スチュワート　経験している気持ちを率直に言ってくださって、それ
をみんなにシェアしてくださり、ありがとうございます。色々な場面
で、私も同じ気持ちになることがあります。残念ながらこれに対する
シンプルな戦略を持っていません。なので、ちょっとめちゃくちゃか
もしれませんが、よく考えるのは、成功というものの認識を私たちの
ほうが改めることが有効なんじゃないかなということです。
　やはりすべてのアクティビティが、期待したとおりにすべて行く
ようにというプレッシャーを感じることが私もあります。そのワーク
ショップを成功させたい、うまくいってほしいというのは自然な考え
だともちろん思います。ただ同時に保守的な衝動でもあると思い
ます。反復に陥ってしまいます。そして質問にもご指摘のあったよう
に、コントロールしすぎてしまうことがあると思います。
　学習障害のある人とワークショップをやっていてときどき思うの
ですが、もしかしたら、障害がないと言われている人たちのほうが単
に柔軟性がないだけなのではと思うことがあります。私が適応した
くなかっただけなんじゃないか。質問との関連で言うと、アクティビ
ティに複数の結果を持たせるということが可能です。もしくは、子ど
もたちから出てくる様々な反応にそれぞれ対応する。もちろん言う
は易しですけれど。でも私自身ずっと関心を持っている内容でもあり
ます。
　ある意味においては、よりクリエイティブになるということへの招
待だと思うのです。子どもたちは自分たちが作り出すいろんなもの
に対して、もっと適応してもっと柔軟に対応するということを、私た
ちに提議してくれている。繰り返しますが、やはり学校のカリキュラ
ムとかはどうしても柔軟ではないので、言うは易しだとはもちろん分
かっています。でも、私が今提案したことよりもいいアイデアが、今
言ったことに触発されて出てきたらいいなと思います。

質問3　英国では、障害を持った子どもたちはドラマの授業には
どういうふうに参加していますか。障害のない子どもたちと同じ
クラスを取れるのでしょうか。
　
スチュワート　シンプルな答えは「はい」です。より正確なそして複雑
な答えとしては、ドラマのクラスにもよるというのが正直なところです。
そういったことに専門的に特化している子どもたちや、ユースシアター
というのもいくつかあります。特定のドラマの試験とかある資格を得る
ということに特化しているところもあります。例えばそういう資格取得
に特化したようなところとは、私は一緒に仕事をしたことがないので分
かりませんが、想像するに多くの異なる言語を持った人にとっては、そ
んなに有効な環境ではないのかなと思います。
　ただ、私が今まで一緒に働いたことがあるユースシアターは、みんな
どんな人でも広く受け入れています。それは、異なる能力や発達がある
ということだけではなく、色々な国からきているということや、色々な英
語の習熟度の子たちがいるとか、ドラマの習熟度で様々なレベルの子
がいるとか、そういうことを含めてです。それはもしかしたら、私が暮ら

た別のプロジェクトに参加してもらいました。
　どういうプロジェクトなのかは、はじめはわかりませんでした。です
が最初に訪れた時に気付いたのが、子どもたちがギリシャ神話のこ
とを勉強していたということと、色々な乗り物の写真がたくさん壁に
貼ってあったということです。その学校は、自閉症スペクトラムの子ど
もたちのための施設でした。多分、男の子が多かったこともあると思
いますが、そのクラスの子どもたちは割と乗り物に興味を持っていま
した。例えばロンドンの地下鉄のような公共交通機関です。子どもた
ちの交通に関する関心を、先生のギリシャ神話を勉強してほしいとい
う希望とどうにかうまく混ぜ合わせることができないかと考えました。
そして地下鉄の路線図を眺めてみるとミノタウロス島の迷路のように
見えたんです。そこから物語の要素が生まれてきました。
　最初のセッションで子どもたちに、ロンドンの地下には、「地下鉄の
システムを使った別の地下世界があるんだよ」という話をしました。そ
して、「このロンドンの地下世界の地図を描いてみてくれない」とお願
いしました。子どもたちのデザインした地図には、明るく彩られた地下
鉄の路線の線が描かれていました。工場の横にサッカーのスタジアム
がありますね。チョコレート工場も複数あります。あと、グリフィンがた
くさん生息している地域もありました。これがその物語の設定になり
ました。私は子どもたちに、特殊能力を持っている想像上の動物をデ
ザインしてもらうようお願いしました。自分では絶対に思いつかない
生き物をデザインしてくれました。これもそのお芝居の中に入ってい
く要素となりました。
　数週間かけていくつかの物語を作っていきました。地図に準じた
別々の場所で起きる物語です。クライマックスはイカロスのような
キャラクターが翼をつけて、太陽に飛んでいくという場面でした。この
場面を上演するために、一人ひとりにイカロスの人形を作ってもらい
ました。デザイナーの提案でデッサン人形を使うことにしました。そこ
に子どもたちが翼や顔、さらに腕でもなんでも、これが必要だと思っ
たものを足してもらうようにしました。子どもによってはこの動きとい
うのをとても難しく感じる子もいました。自分の身体で空を飛ぶ瞬間
というのを演じるのは、そういう子にとっては非常に難しい。そこでこ
のデッサン人形をつかうことにしました。ものを動かすということを通
して演じることにしたんです。全員で一緒に演じる、その空を飛ぶとい
うシーンを振り付けしました。
　その参加者の手助けとなるように全員でユニゾンでの動き、コーラ
ス的な動きというのをたくさん取り入れました。ユニゾンでやると、例
えば集中力が途切れてしまったり、次何をやるのか忘れてしまったり
した子がいても、周りを見渡すと次に何をやるのか思い出すことがで
きます。
　同じ手法を使って、グリフィンが飛ぶシーンを作りました。例によっ
て小道具はすべて子どもたちが作りました。葉っぱも、テンプレートを
渡して自分が好きなように装飾を施してもらうようにお願いしました。
お芝居の最初のほうの場面で、私の一番好きなところをご紹介しま
す。お客さんが入ってくると、そこにあるのはダンボール箱でできた
街の中です。音楽が流れると、そのダンボールが子どもによってひっ
くり返されます。その箱の裏側にはデザインの一部分が描かれてい
て、ジグソーパズルみたいにそのデザインを組み合わせました。そう
すると、巨大なロンドンの地下鉄のロゴが出来上がり、物語の設定が
明らかになるのでした。
　このイメージを構築するプロセスというのは、ゲームの要素があ
りました。ジグソーパズルをやったことがある人なら誰でもわかる
遊びです。稽古しましたけれども、する必要はなかったです。子ども
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ラで『ソリッド・ライフ・オブ・シュガー・ウォーター』を観たときは完売
でした。フェスティバルの間ほとんど上演していたと思います。３週間
か４週間か上演して、それからツアーに出ました。徐々にそういうもの
がフォローされる下地というのができてきていると思います。
　同時に、演劇の文化の中に面白い変化を起こしていると思います。
過去には、もしかしたらグレイアイみたいなカンパニーはニッチなも
のとしてみられたかもしれない。障害の経験が直にある人じゃないと
関係のないような団体とみられたのかもしれないですが、英国のメイ
ンストリームの文化の中に自分たちの位置を見つけるということに
ついてどんどん自信をつけていますし、実際そうなっていると思いま
す。グレイアイの選んでいる題材からも、非常に普遍的なテーマに手
を伸ばしているということがおわかりいただけると思います。
　俳優たちも自分たちの抱える身体の状態に制限されないというの
と同じように、芸術家としても障害の話だけをするというように自分
たちの活動を制限しません。もちろんそれは最終的に提供する経験
の一部分にはなりますが、人間というものの他の部分についても対話
を開きたいと思っている。だから作品では関係に重点がおかれていた
し、子どもを失った彼らの悲しみというものが扱われている。
　『リーズン・トゥ・ビー・チアフル』という作品はアクティビィストの側
面が強いもので、障害のことを扱っていました、キャラクターの側面か
らも。ただ究極的には音楽ファンの人たちの物語で、「ライブに行きた
いけれどチケットが取れない」といった話でした。

質問7　日本の場合は費用対効果が基準の１つになっています
が、英国では具体的にはどうなっていますか。
（※「費用対効果」という語に関して：シャロンは、チケットセールス
などについてかと言ったが、助成金や資金獲得が継続的に行われ
るために満たさなければならない数値目標に関することと捉え、
「費用対効果」と訳された。）

シャロン　ファンディングは、どういうグループと一緒に仕事をしてい
るかにもよります。例えば、ある特定の条件をその作品、そのプロジェ
クトが満たさなければいけないということが参加者たちの要請だった
りします。また、何か特定のディスアドバンテージを抱えているのでそ
れをケアしなければならない、あとは、そのプロジェクトの終りに参加
者が何かスキルを身に着けることが目指されているということにもよ
ると思います。ソフトな意味でのスキルという場合もありますし、ハー
ドな、実際に計測可能なスキルの場合もあります。ソフトなスキルと
は自信とか自己肯定感とか、新しい人との出会いということです。ハー
ドなスキルは例でいうと、プロジェクト終了後、30パーセントの参加
者が就職に向かって動き始めたといったことです。
　その「費用対効果」というのも、何人にプロジェクトに関わってもら
えるのか、ということに最終的な数値が左右されることもあると思い
ます。それが、そのプロジェクトを長期的に見た時にその人たちにど
のような影響を及ぼすのか。何かしらプロジェクトのレガシー、受け継
いでいかなければいけないものがあるのかということも関わると思
います。例えば私が東京の障害のある人たちと一緒にプロジェクトを
やるために来たとしたら、そのプロジェクトが終わった後も、その参加
者たちが集まって演劇を作るということを続けてくれたら、このプロ
ジェクトにレガシーがあると言えるわけです。支援者もそういう継続
可能性を評価してそこを見ています。また、長いタームでの影響とい
うのをとても気にしています。

して仕事をしているのがロンドンで、そこでは多様性があらゆる瞬間も
逃れがたい問題としてあるから、ということもあるかもしれません。シャ
ロンも何か思うところありますか?

シャロン　英国では障害のある子どもや大人が参加する機会というの
は、比較的多いと思います。多くの特別支援学校が若い人たちと関わ
る方法としてドラマを採用していると思います。包摂的な活動をしてい
るユースシアターの機関というのもたくさんあります。ただ、アクセス
の問題というのがやはりあって、一定の人にとってはそもそもある場所
に入れるかどうかがまず問題になるような場合もあると思います。
　資金調達、助成の問題もあります。例えば、私が最近関わったプロ
ジェクトでは、参加者の一人にトゥレット症候群がありました。そのカン
パニーに彼が参加して本当に良かったのですが、そこにもっと他の、異
なる能力や障害のある人にも参加してもらえればよかったと思ってい
ます。でも、今振返ると予算の問題で、彼女／彼らのためにサポート・
ワーカーを入れるとかそういうことはできなかったと思います。そうす
ると当然その人たちと一緒にできることも制限されてきます。
　私の知り合いで車椅子利用者の演出家がいます。彼女はとても才能
豊かです。「一緒に仕事ができないカンパニーがたくさんある」と私に
話してくれました。というのは、その人たちが仕事している建物に物理
的に入ることができない。エレベーターがないとか、スロープや車椅子
が入れる場所がないと、彼女は単純に入れない。車椅子の参加者が入
ることができない稽古場はたくさんあるだろうと思います。今のは、と
ても具体的な例ですが、色々な人に参加してほしいと思っている団体
は、色々なことを先回りして考える必要があると思います。これは、私は
自分のことも含めて言っているんですけれども。例えば、どういう場所
設定をするのかということかもしれないし、プログラムで使うのとは別
に予算を確保しておいて、色々な方に参加してもらえるように整えると
いうのが必要なのかもしれない。

質問4　演劇のプロフェッショナルな学校や養成機関では、障害
のある候補者にどの程度寛容ですか。また、英国では障害のある
人はどのように演劇を勉強しますか。他の人と同じように大学で
学べるのでしょうか。

スチュワート　ドラマ教育がどの程度アクセス可能かということは、
機関にもよると思います。色々な障害や異なる能力を持った俳優を採
用することについて、有名なドラマ教育の学校がどの程度力を入れて
いるのか、そして実績があるのかを私は把握していません。私は２つ
の英国の大学で仕事をしたことがありますが、私の知る限り自らのこ
とを身体障害があると認識している生徒はそのどちらにも一人もい
ませんでした。ただ、なかには難読症を患っている学生もいました。こ
れは、特殊な教育的な配慮を要することだと、本人が思っていない場
合というのもあります。自分のプロセスを作り変えることができたの
で、誰がそういう症状を持っているのかということを知るのは非常に
有効でした。
　学習障害に関しては、そういう人を受けいれている有名なドラマ・ス
クールというのを私は知りません。間違っているといいです。実例が
見つかると本当にいいです。もちろん大学やコースによって、様々な
障害がある人や異なる能力を持った人を受け入れているところはあ
ります。
　ハリンゲイシェッドで働いていたときの同僚の一人に障害がありま
したが、彼女はそのとき修士課程に在席していて、今、確か博士号を

質問8　医療分野の人がこのドラマのプロジェクトに参加する
ような状況はありますか。

スチュワート　もちろんあります。私自身はそういう場面に関わった
ことは直接ないですが、医師をはじめとする医療関係者がリハーサル
のプロセスにおいてコンサルタントとして相談を受けるというケース
も知っています。
　私の関わった例で、少し関連する例を紹介しますと、それは障害の
ある人と関わった作品ではなくて、非常に幼い子どもたちのための作
品でした。ロイヤル・シェイクスピア・カンパニーと一緒にやったプロ
ジェクトです。５歳以下の子どもたちのために、悲しみというものを探
求するような作品を作りたいということでした。稽古の初日に、こうい
う題材について幼い子どもやその家族と一緒に仕事をした経験が豊
富なドラマセラピーの専門家と会いました。稽古が始まる前の段階で
演出家も児童心理学の専門家に相談をしに行っていました。これは予
算の問題もあるので、こういう配慮ができるプロジェクトというのは多
くないと思いますが、ただ可能な限り、どんどんしたほうがいいことだ
と思っています。

シャロン　このあたりにしないといけないですかね。

スチュワート　ご清聴ありがとうございました。

得たと思います。彼女は車椅子利用者で、話をするにも特殊な機械が
必要ですが、ただそれは彼女が演劇について思考し記述する上で何
の障害にもならなかったということです。
　１つ最後に思うのは、例えばチキンシェッドは若い人のためのプロ
グラムを用意していました。演技とファシリテーションの資格というか
認定プログラムです。その組織の他のすべての側面と同じようにイン
クルーシブに行われていました。

質問5　英国の公教育において、障害のある方たちと共生してい
くということについて、どの程度の研究や教育内容が提供されて
いますか。

シャロン　私の経験だと、私が学校に行っていたのはちょっと前です
が、そういう障害への啓発活動みたいなことはあまりやっていなかっ
たです。ただ、もしかしたら状況はちょっとよくなっているのかもしれ
ないなと思っているのは、カリキュラムの中に「パーソナル・ソーシャ
ル・アンド・ヘルス・エデュケーション（Personal,	Social	and	Health	
Education	 (PSHE)）」という科目が一般カリキュラムに入ったので、
もしかしたら、その授業で少しそういう内容が入っているかも知れな
いです。

スチュワート　私も学校に通っている子どもたちがどの程度障害の
ある人たちの生活とか、そういう人たちとのかかわりについて勉強す
るかというのはよく知りません。ただ、英国社会の中で、そういう人た
ちがどんどん目に見えるようになってきているということは知ってい
ます。さらに言えば、ぼくが特別支援学校で働き始めたころと比べる
と、政府の方針というのは常によりインクルーシブな方向に進んでい
ます。少し前だったら、特別な機関や学校に送られてそこで教育を受
けていたような子どもたちが、今では、障害がないとされる同じ年の
子どもたちと一緒に教育を受けられています。
　もちろん身体障害、あるいは学習障害をもった人の表象の問題と
いうのは別にあって、社会の中にそういう人たちのロール・モデルあ
るのか、という問題もあると思います。

シャロン　最近の英国で変化をもたらした出来事として、2012年の
パラリンピックは大きな影響をもったと思います。だから２年後、東京
でも楽しみですよね。
　ご存知かわからないですけれど、Xファクターという歌のコンテスト
のようなオーディション番組があります。一般の人が応募して、勝ち進
むとCDデビューできるという番組で、感動的な番組ですが、何年か前
の優勝者が40代の女性で、彼女は学習障害がありました。メディアが
彼女を公平に扱っていない瞬間はあったと思います。でも今や彼女は
メインストリームの中の存在となったので、それはとてもいいことだ
と思います。少しずつはよくなっているんだと思います。

質問6　今日、スチュワートが話したような劇団はどの程度人気
がありますか。多くのお客さんが見に来ますか。

スチュワート　人気があると思います。チキンシェッドの熱心な観客
はたくさんいます。舞台に出ているパフォーマーと何らかのつながり
があってきてくれる、という人もたくさんいるので。参加してくれてい
る若者の家族とか友達とかですね。
　一方で、グレイアイというのは著名な演劇団体です。私がエジンバ

Lecture 2
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Lecture 3

趣旨説明

司会　本日はお越しいただきまして、ありがとうございます。英国フ
ランティック・アッセンブリー（Frantic	 Assembly）による「社会の
課題に向き合う演劇ワークショップ」レクチャー3を開始させていた
だきます。今回のレクチャーですが、2016年度に日本演出者協会と
の共催で実施しました「社会の課題に向き合う演劇ワークショップ」
に続いて、シャロン・カノリックさんとスチュワート・メルトンさんを講
師にお招きし、英国の先駆的な事例に学びながら、社会的包摂のた
めの演劇ワークショップのあり方について皆さんと考えていければ
と思っております。

講師紹介

　それでは、講師を紹介させていただきます。シャロン・カノリックさ
んです。シャロンさんは英国のフランティック・アッセンブリーのラー
ニング・アンド・パーティシペーション部門の代表をしていらっしゃい
ます。それまではオールド・ヴィック劇場（The	Old	 Vic）やヤング・
ヴィック劇場（Young	Vic）で市民参加型のアートプロジェクトを中
心に活躍されていました。主にメンタル面に問題を抱えている方や、
難民の方を対象にしたワークショップなどを開催されています。
　そしてもうお一人は、スチュワート・メルトンさんです。スチュワー
トさんはファシリテーターをされていますが、劇作家、演出家、ドラ
マトゥルクもされています。スチュワートさんの活動も青少年や、社
会的弱者と呼ばれる方たちを対象としたストーリーテリングなどの
ワークショップを開催されています。小学校へのアウトリーチもされ
ていて、普通クラスだけではなく、読み方に難しさのある失読症、学
習障害のある子どもを対象にしたワークショップも開催されていま
す。そして本日通訳を務めていただくのは山田カイルさんです。そ
れでは、よろしくお願いいたします。

シャロン・カノリック氏レクチャー
「子ども、若者、コミュニティグループのためのクロスアートフォーム」

1　レクチャーの構成

シャロン　今日はまず英国の幾つかの事例をご紹介してから、私自
身がプロデュースに関わったプロジェクトを紹介して、そのときに
どのような課題があったか、そのようなお話をしていきたいと思い
ます。
　まず、こういったクロスアートな作品で非常に面白い実践をして
いる団体を幾つかご紹介しますと、マンチェスター・インターナショ
ナル・フェスティバル（Manchester	 International  Festival）
がその１つです。また、ロンドン・インターナショナル・フェスティ
バル（London	 International	 Festival	 of	 Theatre）があり
ます。私共フランティック・アッセンブリーと共同のオフィスで仕
事をしており、LIFTと訳されます。日本の作品もLIFTで上演さ
れています。他に２つの施設が挙げられます。一つはバービカン
（Barbican  Centre）、巨大なアートセンターです。もう一つ、非
常に実験的な演劇の実践家の多くが拠点にしているバタシー・アー
ツ・センター（Battersea	Arts	Centre）です。

2　ラウンドハウスの事例

　最初にお話しするのは、ラウンドハウス（The	 Roundhouse）と
いうアートセンターで行われている実践です。ここはロンドン北部に
ある、鉄道会社が所有していた倉庫でした。もともとは1846年にロ
ンドン鉄道のエンジン庫として作られた建物だったのですが、わず
か10年足らずで路面電車が発達して、そこに入らなくなってしまっ
たので、建物の別の使いみちを見つける必要がありました。そこで、
1960年代からはアートセンターとして活用されていて、伝説的な
ロックバンドなども多くここでパフォーマンスしています。ピンク・フ
ロイドやローリング・ストーンズ、デヴィッド・ボウイなどです。今では
ライブミュージックからパフォーマンス、演劇、サーカス、詩の朗読、
ビジュアルアートなど、様々なものを見せていて、観客も3,000人ま
で入ります。
　また、ラウンドハウスは11歳から25歳くらいの若者と一緒につく
る参加型のプロジェクトもたくさん行っています。演劇、サーカス、
詩、ビジュアルアート、音楽に関わる様々なプロジェクトを提供して
います。例えばバンドのリハーサルなどに、このようなスタジオが無
料もしくは非常に安価で借りられたり、若い人たちが自分のラジオ
番組やテレビ番組を収録するような設備もあります。私にとってラウ
ンドハウスは演劇というものの理解をまるっきり変えてくれた場所
でした。
　このラウンドハウスは、サーカスも色々やっているのですが、ここ
に行くまで私はサーカスというのはエンターテインメント、娯楽とし
て行われるもので、家族が皆で楽しむ、それだけのものだと思ってい
ました。このラウンドハウスの活動を目にして、サーカスと演劇を一
緒に使うことで非常に驚くような、力強い、意味のあるものつくれる
のだということを知りました。
　特にここで取り上げるのは、マーク・ストア（Mark	 Storor）という
アーティストがつくった『パフボール（Puffball）』という作品につい
てです。彼はこの作品を16歳から25歳の10人のLGBTの若者と一
緒につくりました。『パフボール』は、サーカスと演劇とライブミュー
ジックを組み合わせることで、ジェンダー・アイデンティティーやセ
クシャリティーの問題を探求しました。1年かけて行われたプロジェ
クトで、最初は英国中の80人のLGBTの若者たちから、愛、創造、喜
び、成功、そして失敗にまつわる様々な物語を集めるところから始ま
りました。ストアはしばしば、それまで全く演劇に関わったことのな
い若者と仕事をします。そのような若者たちに、ストアは、「自分が大
切にしているものを何か１つワークショップに持ってきてください」
と言います。この「大切なもの」を通して、若者たちは少しずつ自分
の日々の生活や人生のこと、ひいては自分のジェンダー・アイデン
ティティーといったことを語りだすようになっていきます。
　そしてストアは、このプロジェクトの中から特に8人、これはぜひ観
客と共有すべきだという物語を提示してくれた若者たちを選びまし
た。その後、それまでサーカスなど全くやったことがないこの8人の
若者は、同じく8人のプロのサーカス・アクター、サーカス・パフォー
マーたちと一緒に作品をつくりました。このサーカス・アーティスト
たちは、火を食べたり、驚異的な柔軟性をもっていたり、巨大な空中
ブランコを乗りこなしたり、そのような訓練を受けているプロのサー
カス・アーティストたちです。この中で、サーカスとストーリーテリン
グというメディアを使って、どのように孤独や誤解、恥辱、そして虚偽
の物語を観客に伝えるのか、ということが問題になりました。サーカ
スという形式と、日常的なものや個人にとって親密なものを混ぜ合

「子ども、若者、コミュニティグループのための
クロスアートフォーム」

英国フランティック・アッセンブリーによる
社会の課題に向き合う演劇ワークショップ

日時：2 0 1 8 年 2月 1 8日（日）1 6 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0

講 師
　　　 シャロン・カノリック Sharon Kanolik 
　　　　スチュワート・メルトン Stewart Melton
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に訪れるとき、ある種の習慣に従わないといけないと思っています。
それは美術館の中をどのように動くのか、どう作品に触れるのか、美
術館というものが総合的にどのような場所になるのかということに
関わってきます。美術館側としては、観客が「美術館疲労」のように
なってしまっているのではないかを心配していました。皆さんも美術
館に長くいすぎると疲れることがあるのではないかと思います。展
示によって引き起こされる身体や精神の疲労ということです。美術
館としては、このような感覚には抗えません。単純に美術館でダンス
を踊って、それを見てもらうということではなくて、美術館はそのダ
ンスと振り付けで、絵画に触れる新たな方法を探りました。
　ロンドンのナショナル・ギャラリーで行われた、このプロジェクト
の一部についてお話ししようと思います。非常に古い作品が中心に
なっている美術館で、最近の作品はあまり展示されていません。シ
ボーン・デイビス・ダンス（Siobhan	Davies	Dance）というカンパ
ニーのルーシー・サゲート（Lucy	 Suggate）というダンサーとの共
同制作でした。ルーシーは、人がギャラリーの中で身体的にどのよう
な感覚に陥るか、それがボディーランゲージとしてどう表れるか、そ
して鑑賞者と対峙する上でそれがどう関わるかということに興味が
ありました。これからビデオをお見せするのですが、その中で観客に
パフォーマーを支えてもらう部分があります。これはその作品を見
ている中で、観客がもっと安心していられるように、お互いに支え合
うという感覚を身体的につくるためにやっています。
　ルーシーはまた、パフォーマーとして展示されるというのはどの
ようなことか、パフォーマンスと展示会場のクロスオーバーというの
はどのようなことか、ということを探求しています。はたしてリラック
スにつながるかわかりませんが、人が真っすぐただ立って作品を見
ているだけという状況を反映した作品でした。多くの絵画作品は額
縁によって支えられていて、弱いものになっているという話をしてお
り、そのような脆弱さと思われているものを反映したダンスをして
います。別のシーンでは、人がギャラリーの中を歩き回る速度に対応
しようとしていたり、速度を実験しようとしています。少し見た人は
混乱したのではないかと思います。
　ルーシーは、パフォーマーが絵画付近で関わることで、その絵画に
どのような新しい解釈が生まれるのか、ということも検証しました。
展示されている絵画の女性がもし現代にいたら、どのような見た目
だろうという話をしています。その絵画は女性の権利を主張してい
る団体から攻撃対象になったことがあったようです。観客にその絵
の文脈を再配置して、異なる次元でその作品と関わるように促そう
としました。
　これは今も継続しているリサーチで、関わっている美術館もダン
サーもこれを終わったプロジェクトだとは思っていないということ
を付け加えておきます。私も過去に美術館で上演される演劇作品
をプロデュースしたことがありますけれども、誰でもアクセス可能
なそのようなパブリックな場での演劇は非常に面白い試みだと思っ
ています。
	
＜休憩＞

4　ヤング・ヴィックでの事例

　ヤング・ヴィックにいた頃、私は若者のための作品をつくる事業を
担当していました。伝統的に、そのとき劇場で上演されている演目に
インスパイアを受けたものを、若者のための企画でやるというのが

わせていきました。『パフボール』では、家具が着地のクッションとし
て使われたり、日常生活で使う物体をジャグリングに用いたりしまし
た。そして、観客が自分のアイデンティティーやセクシャリティーに
ついてオープンになれるように、楽しい瞬間、達成感のある瞬間をた
くさんつくりました。
　『パフボール』は、ラウンドハウスで行われたサーカスのフェスティ
バルで上演され、全国紙でも取り上げられました。このような参加型
の活動が全国紙で取り上げられることはほとんどないので、これが
非常に高く評価されることにつながりました。
　
　もう１つラウンドハウスで上演された別のプロジェクトについても
ご紹介します。2015年の8月に展示された『ユートピア	（Utopia)』
というインスタレーションです。私にとって、地域のコミュニティのつ
ながり方やつくられた後にどのように使われたのかという点で、とて
も重要なインスタレーションです。作品をつくったのは、映画作家、
オペラの演出家、そして作家でもあるペニー・ウールコック（Penny	
Woolcock）です。彼女は過去にもコミュニティと一緒に映画をつ
くった経験があります。ラウンドハウスはウールコックに頼んで、ラ
ウンドハウスの建物があるカムデンというロンドン北部の区域につ
いてのインスタレーションをつくっていました。観光客に非常に人気
があるエリアで、ロンドンの原宿という感じかもしれません。カムデ
ンはロンドンの多くの地域と同様に、貧富の差が非常に激しいエリ
アです。ペニー・ウールコックは、ハッサンという若者と一緒にこの地
域を散歩したことが『ユートピア』のインスピレーションだったという
ことです。
　ハッサンはラウンドハウスを通じてウールコックと出会いました。
映像の中でハッサンは、ティーンエイジャーの頃に色々なトラブルに
巻き込まれたという話をしています。[映像]若い頃にゆすりをやって
いたところや、そこで具体的に何をしているのかというのが映像の
中で確認できます。
　ハッサンは地域の公営住宅で育ちました。ただ、通りを１つ挟む
と、違う区画の入り口が現れます。ものすごく巨大な門を構えるよ
うな高級住宅のコミュニティが隣接しています。ハッサンの住む公
営住宅から歩いて2分のところです。ウールコックが映像の中で彼に
「あなたが育ったところでは、銃撃事件や死傷事件が頻繁に起こる
か」と聞いていました。ハッサンは、自分が11歳の頃から身近にその
ような暴力が起こっていることに気が付いていたと語っています。恐
らく、高級住宅に住んでいる人たちは、公営住宅のほうでどのような
ことが起こっているのか、どのような人生を送っているのか知らない
だろうと言っています。彼は、このようにカムデンという地区を見て
いるということを説明していました。
　ペニー・ウールコックは、カムデンで100人以上の人に会いまし
た。様々なバックグラウンドを持つ人たちです。その物語を記録して
いって、ロンドンの隠された語りを見つけようとしたのです。様々な
年齢の人と話をしました。生まれてからずっとカムデンに住んでいる
人たちとも話をしたし、最近越してきたばかりという人もいました。
前科を持った人たちのチャリティーをしている団体を通して、そのよ
うな人たちを紹介してもらったり、閉所恐怖症に苦しんでいる人がた
くさんいる老人ホームの人たちと会ったりしました。こういった活動
を通して、同じ地域の中で起こっている２つのパラレルな人生という
ものが見えてきました。その物語の中には、例えば夢破れたり、希望
を失ったりした人たちがいました。人生の選択を誤ってしまったかも
しれない人たちもいました。

慣例になっています。例えば、『ハムレット』が上演されているときは、
同じ戯曲を使って、若者バージョンをつくるというようなことです。
　バタシー・アーツ・センターで私が見た『リング（Ring）』という芝居
での体験を少しお話します。舞台上のキャラクターが観客に話しかけ
て、座ってくださいという席に誘導します。そして、観客は一人ずつバ
イノーラルのヘッドホンを渡されます。サラウンド・サウンドというの
でしょうか、非常に明確に、特定の方向から音を鳴らすことができる
ヘッドホンです。そうしたら、照明が消えて、劇場の中が完全に真っ暗
になります。ヘッドホンから音が色々聞こえてきて、まるでたくさんの
人が自分に向かって歩いてくるようだったり、自分の周りで何かが行
われているようだったり、そんなふうに聞こえてきます。完全に真っ暗
なので、何が起こっているかは想像するしかありません。これにちょっ
とインスピレーションを受けた私は、サウンド・インスタレーションを
つくりたいと思いました。そして、そのとき自分が一緒に活動してい
た14歳から18歳くらいの若者たちと作品をつくるのに、これを取り
入れたいと思いました。
　当時、ヤング・ヴィックで上映されていたのは『オー・マイ・スウィー
ト・ランド（Oh	My	 Sweet	 Land）』という作品で、シリア紛争が扱
われていました。非常に自然主義的な演劇というか、この台本をそ
のまま使って若者たちによる上演を行うことはちょっと難しいだろう
というものでした。ただ、若者たちと今の世界に関わりがある作品
を一緒につくって、この社会の中で活動家になっていくといった可
能性を持つ作品をつくることは、非常に楽しみにしていました。クリ
エイティブ・チームを編成することになり、カロライン・ウイリアムス
（Caroline	Williams）という非常に面白い作品をつくっている演
出家を招きました。彼女はこのプロジェクトに熱心に取り組んでくれ
て、作曲ではキア・バイン（Keir	Vine）という人を紹介してくれて、彼
とコラボレーションしたいと持ち掛けてきました。私も聞いたことが
あった、ポルティコ・カルテット（Portico	Quartet）というエレクトロ・
ジャズのグループのメンバーです。あと、ドキュメンタリー作品をつく
る上で、映画作家であるメイ・アブダラ（May	Abdalla）というロンド
ン在住の作家も招きました。そして、シリアで起こっている紛争のこ
とを扱ったサウンドと映像のインスタレーションをつくることにした
のです。
　ここに映っているのは、そのプロジェクトに参加してくれた若者で、
14歳から18歳ぐらいの若者です。オーディションをして、この作品に
参加する人を決めました。前もって、これはシリアに関する作品です
ということは伝えて、有名なミュージカルをやるのではないというこ
とはきちんとわかってもらうようにしました。オーディションでは、エ
クササイズを通して、１つは彼らが政治的な問題に関心を持っている
かと、もう１つ、グループで一緒に作業するときに、きちんと人の話を
聞けるかを見ていきました。
　最初にシリアの状況を説明し、そしてより全般的に「アラブの春」の
ことを説明するということをしました。タイムラインを見せて、「アラ
ブの春」についてたくさんの情報を見せました。また、特に若い人た
ちの複雑な状況について解説をしているBBCの映像があったので、
それを見せたりもしました。英国では、もうシリアの内戦について、少
し疲弊してしまっているという感覚があって、どこかもう、そのことを
気にするのをやめてしまったという感があります。そして、これこそ
が一番重要な問題であるということに気づきました。どうしたら観客
に、他の国で起こっている、自分の知らない人たちの身に起こってい
る戦争について関心を持ってもらえるかということです。観客が実際
に共感できる、何か主要な登場人物が映像作品にいたほうがいいと

　このプロジェクトを通して、幾つかのテーマが出現しました。不平
等、消費主義、住宅問題、ジェントリフィケーション（※）、教育、犯罪、
人がソーシャルメディアとどのような関係を結んだかということも問
題になりました。カムデンの人々は、英国の富が少数者に独占されて
いるのではないかと考えました。
　その後、ウールコックは、ブロックナイン（Block	 9）というイン
スタレーション・アーティストと一緒に作品をつくりました。英国で
最大の音楽フェスティバルであるグラストンベリー・フェスティバ
ル（Glastonbury	 Festival	 of	 Contemporary	 Performing	
Arts）のインスタレーションをデザインしていることで有名な人た
ちです。ブロックナインがつくったインスタレーションは、ウールコッ
クが集めた物語の録音を中心に組み立てられて、それがサウンド・ス
ケープとして活用されています。ウールコックたちがつくったインス
タレーションは２つのメインとなる空間と受付のエリアで構成されて
いて、中央には巨大なダンボールの塔がありました。
　これは私たちがある段階で欲する人生のゴールのパッケージで
す。例えば、格好良くなりたい、有名になりたい、精神的な充実感が
欲しい、そういったことです。ウールコックは、こうしたゴールという
のは、本当は私たちの人生の目的ではないはずだということを提示
しようとしています。そして、それを手に入れられないことを嘆くの
は間違っているのではないかと投げかけます。
　インスタレーションでは、色々なところから音がしていました。車
のスピーカーであったり、公衆電話のボックスであったり、図書館
の本であったりです。会場には3,155個のダンボール箱と、車2台、
297枚のパレット、ゴム15本と、11,000冊の本が使われました。ブ
ロックナインはハイパー・ソニック・スピーカーという、ある特定の場
所にだけ音が向けられるというスピーカーを使って、歩いていると
突然音が聞こえてくるようにしていました。また、背を低くしないと
聞こえない音もあったりしました。
　そのようにして、カムデンの住民たちの様々な物語を聞くことにな
ります。そこでは、薬物依存や売春のこと、ホームレスの問題などに
ついて語られていました。それぞれの部屋が非常に繊細につくられ
ていて、ほとんど映画のセットの中を歩いているようでした。どのよ
うな場所が描かれていたかというと、図書館や工場、破壊されつくし
た町並みなどです。
　このインスタレーションは、もちろん独立した作品としても素晴
らしいですが、この作品を使ってラウンドハウスが、その周囲に様々
な議論を起こそうと活用したのが素晴らしかったと思います。どの
ようなイベントかというと、例えばトークセッションや、音楽や詩やパ
フォーマンスが開催されました。このようなイベントを通して、この
プロジェクトのテーマが少しずつ明らかになっていき、地域の人たち
が再生や社会変革について語り合いました。

3　「ダンシング・ミュージアム」プロジェクト

　「ダンシング・ミュージアム（Dancing	Museums）」という別の
プロジェクトをご紹介します。これは、それが起こる場所が問題にな
るクロスアートのプロジェクトです。ヨーロッパのリサーチ・プロジェ
クトで、５つの国の８人の美術家が、色々なダンス団体とコラボレー
ションしました。コンテンポラリーダンスとビジュアルアートを融合
させることで、観客の能動的な参加の仕方を探るプロジェクトです。
参加した美術館の問題意識というのは、観客の作品への関わり方と
いうのがとても遠慮に満ちているということでした。観客は美術館
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　私が一番お話ししたかったことは以上です。ここで質問などを受け
たいと思います。

質疑応答

質問1　このようなプロジェクトはどのように始まるのですか。
アーティストが持ち掛けて始まるのか？

シャロン　ヤング・ヴィックでは、若者のプログラムについては、す
べてメインで上演されている演目との関連で決まるので、このプロ
ジェクトはそれで始まりました。そこにクリエイティブ・プロデュー
サーとして、私がどのような方向にこのプロジェクトを持っていきた
いかというアイデアがあったので、その方向に向かっていくこととな
りました。ただ、組織によってもちろんそのプロセスは違って、場合
によってはアーティストのほうから持ち掛けて提案をすることもある
と思います。また、そのとき、どのような出来事が起こっているかに
よって、このようなプロジェクトの内容が決まっていくことになりま
す。例えば、英国では、黒人歴史月間というものがあって、非常に重
要なイベントですが、その周辺で大きなイベントが行われます。です
から、やはり組織によります。

スチュワート　多分、過去には、アーティストはテイキング・パート
（Taking	 Part）のような企画にアプローチをするのは、自分の仕
事ではないというように、そのようなことはできないと感じていた人
は多かったのではないかと思います。プロフェッショナルの仕事より
も、子どもや地域の人と何かをやるというのは、少し劣った仕事であ
るという認識があったのではないかと思います。ただ、最近は著名な
アーティストでも、プロフェッショナルな訓練を受けていない人と何
かをつくるということの価値や意義を見出していると思います。
　１つの例は、私がプレイハウスという劇場で働いていたとき、そこ
の劇場の若者とコミュニティとの事業のディレクターをしていて、そ
の劇場附属の若者のカンパニーの運営をするというのが仕事でし
た。これは14歳から25歳の若者が参加している劇団で、俳優訓練は
受けていません。あるとき、自分の作品を劇場に持ってきている作
家、演出家が、その作品の前兆となる作品を一緒につくらないかと
持ち掛けてきました。自分の作品の登場人物を彼はとても気に入っ
ていて、描かれているお芝居の20年前、この登場人物たちは何をし
ていたのだろう、ということを映画化したいと思っていました。つま
り、その作品の過去編といいますか、そこに当たる部分を、その若い
カンパニーと一緒につくらせてくれないかと提案されました。20分
ぐらいの短編だったのですが、プロフェッショナルによる上演の少し
前に観客に見せるということが想定されてつくられました。ですか
ら、その夜に来たお客さんは、おまけで20分余計に見られました。
DVDの追加特典のような感じです。
　作品名は秘密です。なぜなら若者たちがつくったものが、メインよ
りもはるかに良かったからです。私たちにアプローチして、若者たち
と一緒につくりたい、一緒にこのプロセスを共有したいと思ってくれ
たことにとても感謝しています。これは領域横断的なプロジェクトの
例ではないですけれども、色々なアーティストが興味を持ち始めて
くれている例だと思います。色々な領域の間の境界を壊していくと
いうことに対する興味があると同時に、訓練を受けている人と受け
ていない人という間の境界も壊したい、という発想が高まってきて
いるのではないかと思います。

いうことになりました。
　メイの知り合いで、ダマスカスを拠点にしている映像作家のリー
ム・カースリー（Reem	Karssli）という人がいます。リームは『エブリ
デイ・エブリデイ(Every	Day,	Every	Day)』という作品をつくって、
自分と家族がどのように戦争の中で生き延びているかということを
作品にしています。リームの家族は、誰でも共感できるような、普通
の中流家庭で、その映画の中で、日々少しずつ、少しずつ、ダマスカ
スで暮らすのが難しくなっていくという話をしていました。劇中、リー
ムの妹が涙ながらに、もう学校に行くなんて無理と話をするところが
あります。雪が降って、ダマスカスの戦闘が止んで、家族が久しぶり
に外に出られるという場面あります。家族で外に出て、雪の中で遊び
ます。この作品をみて、私たちの作品の主人公はリームに決まりまし
た。そして、私たちはこのプロジェクトで一緒にコラボレーションして
くれないかと彼女に頼みました。そのために、まず私たちがリームの
ことをよく知る必要があったし、どうしたら観客にリームのことを知っ
てもらえるか、考える必要がありました。そこで、参加してくれている
若者たちが、スカイプでリームと話すところの映像を撮りました。非
常に楽しいやりとりで、色々な質問を彼女にしたり、スカイプで彼女
の家庭を見せてもらったりしました。猫の話をずっとしていました。
リームの3歳の姪もスカイプに登場してくれて、とてもかわいかった
です。この様子を収録して、最終的に映像作品にも使用しました。
　若者たちを、ロンドンのハイドパークにあるスピーカーズ・コーナー
（Speakers' Corner）というところに連れていきました。ここは、誰
でもそこに行って、そこにいる人たちに、自分の思っていることを何
でも話すことができる、そのような場所です。若者たちは、シリアの
平和について扱った巨大なバナーを撮影しました。そして、政府にシ
リア内戦を終結させるように働きかけるように、署名運動をして、街
ゆく人に署名してもらいました。署名してくれた人も、関わりたくない
と言って断る人もいました。この署名を人にお願いする様子も映像
に撮りました。このようなちょっとした主張を行うことに、若者たちが
挑戦する様子を見るのはとても面白いことです。
　このような活動を通して、リームの元の映画と、ロンドンの若者た
ちがシリアでの生活を観客に伝えるにはどうしたらいいのかというこ
とに取り組んでいる、２つの映像の話のマッシュアップが出来上がり
ました。若者たちが、この映画にナレーションしているのを収録する
中で、観客にどうしたらシリアの人に共感してもらえるかということを
相談するセッションが行われ、その様子も収録しました。そして、イン
スタレーションはどのように見えるべきか、どのように感じられるも
のにするべきか、ということを話しました。
　ヤング・ヴィックには60人の観客を収容できるスタジオがありま
す。ただ、このインスタレーションには、もっと親密な空間が必要だ
ろうということになりました。そこで、一度に14人だけ経験できるよ
うにしました。一人ひとりの観客のために、肘掛け椅子とバイノーラ
ルのヘッドホンと、旧型のテレビが用意されています。椅子はチャリ
ティーのお店を通して買い、テレビはスーパーから寄付してもらいま
した。音楽がその作品を通してずっと流れており、ヘッドホンから聞
くことができます。ある場面では、サウンド・デザイナーが心臓の音
と爆撃の音を組み合わせて、部屋のスピーカーを使って流し、スピー
カーはその部屋に組み込まれているベース部分を使って、部屋を実
際に揺らしたりもしました。
　インスタレーションは約40分の長さです。ただ、この中で観客が一
緒に何かを体験する時間をつくるのが必要だという話になりました。
そうでないと、この間ずっと一人で体験することになります。最初テレ

質問2　演劇と他分野の芸術との交流は、もとから盛んなので
しょうか。

シャロン　答えはノーだと思います。非常に新しい現象だと思います。
過去10年15年ぐらいで起こっていることだと思います。比較的新しい
現象ですが、それをもっとやりたいという欲求が様々あるのではないか
と思います。
	
スチュワート　少なくとも、私のキャリアを通しては、他の芸術的な
領域の面白さを取り入れたいという欲求を持っている人は多いと思
います。そのことで、演劇というのは、比較的伝統的で慣習化してい
て、もしかしたら少し高めの年齢層向けのものかもしれない、そのよ
うな先入観を取り払いたいという人は多いと思います。特に私たち
の世代の演劇実践家は、ギグ・シアター（gig	theatre）と呼ばれるも
のに特に関心を持っています。ギグというのはライブのことですが、
演劇を上演するけれども、通常は音楽の公演をするようなところや
ライブハウスで上演するという方法です。そのようにすることで作品
に、ロックのライブにあるようなある種の興奮や高揚感を導入でき
ないかということです。私個人の意見として、成功の度合いはまちま
ちだと思います。ただ、英国の演劇文化に大きな影響を与えている
と思います。例えば、シャロンがコラボレーションしたようなことも、
どんどん一般的になってきていると思います。
　また、ナショナル・シアターは、非常に世界的に有名なポップ・
ミュージックのミュージシャンとのコラボレーションをどんどんし
ています。ブラー（Blur）やゴリラズ（Gori l laz）のデーモン・アル
バーン（Damon	 Albarn）、アリソン・ゴールドフラップ(Al ison	
Elizabeth	Margaret	 Goldfrapp)など、そのような人たちとコ
ラボしています。さらに、ダンスと演劇を融合させるということに対
する興味もあると思います。シャロンのシェイクスピアのセッション
にいらっしゃった方は、『マクベス』の物語をムーブメントだけで伝え
る、そのような試みもご紹介したので覚えていると思います。詳しい
話はもちろんシャロンがしてくれたらいいと思いますが、私から１つ
補足すると、これはコンテンポラリーダンスから強い影響を受けた
作品との関連で出てきたプロジェクトだということです。

シャロン　あの作品が非常に面白い例だと思うのは、演劇的な要
素、コンテンポラリーダンスの部分というのが十分に混ぜられてい
なかったということです。２つの作品を並べて上演しているような感
じがしました。このような様々な領域をどうやって混ぜられるかとい
うことは、実験が始まったばかりだと思います。演劇も、ものすごい
速さで変わっていく時代と、同じ速度で変わっていかないといけない
と思います。スチュワートと一緒にこの間BBCのニュースで、池袋に
あるVRのレストランのことを見たのですが、どうやらこのレストラン
に行くと、飛行機に乗っているような体験ができるようです。色々な
食べ物のメニューを渡されます。それから、どの国に旅行したいか、
そのメニューもあります。例えば、フルコースのご飯を食べてから、
バーチャルでパリを旅行したりします。新宿にVRゾーンというものが
あると聞いて、それも時間があればぜひ行きたいです。
　私たちが世界とどのように関わるかということが、今ものすごい速
さで変わっていると思います。本当にパリに行く人がいなくならない
といいと思うのですが、未来はどうなるかわからないから、もしかした
ら皆ただ自分がいるところにいて、VR機器だけ買って、それでパリに
行った気になれるのかもしれません。そうならないとは思いますが、

ビにこういった指示が出るようにしました。座ってヘッドホンをしてく
ださい。このような指示が画面に表れて、観客にその都度どうしてほ
しいかということを伝えます。あるところでは、観客に立って、椅子の
真ん中の部分に集まるよう指示しました。アラブ世界でとても人気の
あるシリアの有名な歌手の曲を流しました。観客の半分ずつに、それ
ぞれ違った指示が与えられました。半分の観客は、左足、右足という
順に足を動かすように指示されて、踊っているようにこれを繰り返す
という指示でした。もう半分の観客は片方の腕を伸ばして回るように
指示されました。舞台の上に雪が降る瞬間もつくりました。この雪は、
映画の中に登場する、ダマスカスに雪が降って停戦状態になって、家
族がその中で久々に外に出られるという、あの瞬間を彷彿とさせる、
そういう意図でつくりました。観客はずっとヘッドホンはしています
けれども、雪によってそれまで個別に映像を見ていたという体験が
ちょっと崩されて、一緒にこの雪を楽しむ時間になったのではないか
と思います。
　また、観客がリームとコンタクトを取る瞬間ができたら面白いとい
うことになりました。ある段階では、リームに生でお客さんとSkype
で話してほしいということを考えていました。ただ、これは2つの理由
があって実現できませんでした。１つはテクノロジーの問題で、英国
とダマスカスの間のインターネット回線が、それほど信頼できるもの
ではないこと、それからその出会いがリームのほうに与える感情的
な影響ということにも考慮しました。ある種の共感を持っていたり、
彼女に適切な言葉をかけたり、質問をしたり、そのような人ばかりが
やってくるとは限りません。そこで、その代わりに、リームがカメラに
直接語りかける映像を収録して、それを部屋の壁に投影しました。テ
レビではなく、ここはプロジェクターで行いました。部屋の中に大き
く映しだしました。
　このプロジェクトはとてもうまくいったので、1年後に2つ目のバー
ジョンをつくりました。また同じ若者のグループと一緒に、映像のアッ
プデート版をつくりました。そして、その期間で、残念なことにシリア
はほとんど状況が変わっていないということを取り入れました。この
プロジェクトはヤング・ヴィックの主なアーティスティックプログラム
の一部になりました。大体においてこのような取り組みは、主に友達
や家族などだけが見に来てくれるものですが、誰でも見に来られる
ことになりました。そしてロンドンで開催されたアラブ芸術のフェス
ティバルでも行われました。エジンバラ・フェスティバルにも持って行
きました。ドイツのドレスデンで行われたカンファレンスでも、実施し
ました。そこで初めて私はリームに実際に会うことができました。リー
ムは確か2015年の秋にダマスカスを離れ、今はお兄さんと一緒に
ベルギーに住んでいます。
　これは大変うまくいったプロジェクトで、今まで私が取り組んでき
たプロジェクトの中で、最も私が誇りに思っているものと言ってもい
いかもしれません。ただ、それでも様々な芸術の形式を融合させると
きに生じた問題というのはありました。演出家はいたのですが、演劇
的な慣習にあまりなじみがない映像作家や音楽家とも一緒に仕事を
していたので、それが難しいという瞬間がありました。部屋の真ん中
で雪を皆で体験してもらうという瞬間は、このインスタレーションに
何かしらの演劇性を持たせたいと思っていたので、非常に重要な瞬
間になりました。シリアについて、若い人たちに学んでもらうために、
実直に話をするというのも難しかったです。ただ、このプロセスの終
わりまでには、若者がとても関心を持つようになりました。そして、参
加者の多くが個人的にリームにメールを送って、連絡を取り続けてく
れています。

Lecture 3



38 39

ます。あるグループにとっては、フォーラム・シアターが非常に有効な
テクニックかもしれません。別のグループでは、もっとメタファーを通
して、ある問題と向き合うというような形のほうが有効かもしれませ
ん。例えば、非常に傷ついた人たちのグループとやっているときなど
は、自分のしてきた経験を直接観客に話すということは非常に怖い経
験であるという場合があります。例えば、何か有名な、シェイクスピア
なりチェーホフなどでもいいのですが、お芝居やおとぎ話の中など、
そのような並行するような、パラレルな物語を見つけます。
　社会的な問題と向き合うようなプロジェクトであれば、そのオー
ディエンスが誰なのかということを考えます。例えば劇場でやるだけ
ではなくて、色々な人が見に来てくれる公営住宅の真ん中でやる必
要があるかもしれません。

スチュワート　シャロンの話はかなり包括的だったのではないかと
思います。

質問6　演劇は何の役に立つのですかと、首相に聞かれた場合と
10歳の子どもに聞かれた場合、それぞれどう答えますか。

シャロン　例えば10歳の子だったら、超楽しいし、特別にどこかへ行
かなくても、他の人になれますと答えます。首相は難しいですね。

スチュワート　何の役に立つかという側面から演劇のことを考える
のは難しいです。多分、首相はそこに一番関心があるでしょうから。
ただ、人間が相互に関わりあって表現するということの重要性自体
は議論の必要はない、それは間違いないと思います。例えば、英国
の首相と話をすることがあれば、この文化芸術というのは、国のため
の一大産業ですということを強調するかもしれません。
　ただ、個人的には、ある部分では、演劇が経済政策の一翼を担う
という発想には異議を唱えたいです。少し質問からずれるかもしれ
ませんが、ただ10歳の子にも首相にも作品を見てほしいです。例え
ば、特に若い人に向けられた作品を見てもらいたいです。10歳の子
は、自分がした経験が舞台上で反映されていると受け取るかもしれ
ないし、首相も10歳のときの自分の何かがその舞台上にあるという
ことを見ることができるかもしれません。2人の間に座りますね。首
相には、お芝居を見ながら観客も見てくださいというように話すと思
います。もちろん、私は一番いいお芝居に連れていきます。他の人が
楽しんでいる様子を見せることが、首相に芸術や演劇の重要性を伝
えることになればいいと思います。そして10歳の子どもは、自分で
演劇が好きかどうか決めてもらえたらいいと思います。

※ジェントリフィケーションとは「芸術家の集積が引き起こす都市空
間変動」(笹島秀晃(2014)「SOHOにおける芸術家街の形成とジェ
ントリフィケーション」『日本都市社会学会年報』第35号、pp.65-
80,	p.66)。

ただ人が演劇とどのように関わるかも大きく変わると思います。例
えば、劇場という建物が残るといいですが、自分たちの周りで起こっ
ている変化とも向き合わないといけないと思います。私が今非常に
やりたいと思っているのは、VRではなくAR、仮想現実の要素を取り
入れたプロジェクトをやりたいと思っています。ポケモンゴーは私は
やっていませんが、とても人気があったのを見ていて、例えば劇場の
外で起動すると、アプリが劇場の中で行われているパフォーマンス
で観客を誘導してくれるとか、どのように演劇やテクノロジーを取り
入れれば、色々な観客に魅力的なものとして映り続けることができる
か、もちろん答えはわかったわけではありませんが、この先考えてい
かなければいけないことだと思います。

質問3　英国の芸術や演劇活動にまつわる経済的な状況、特に政
府の助成について教えてください。首相が代わったことによる影
響はあるのですか。

スチュワート　あるといいですが、あまり期待しないほうがいいかも
しれません。端的に言うと、英国の芸術にまつわる経済状況というの
は、直近でももっといい時期はありました。英国の芸術に対する助成
というのは、非常に今混ざりあった状況です。公的あるいは私的な団
体は、アーツカウンシルであったり地域行政であったり、個人の投資
家や財団の助成に応募することができます。英国は今8年連続で、行
政の予算が削減されています。特に地域行政ではこれを感じている
人が多いと思います。学校や老人の社会保障という非常に重要な要
素を残すために、予算を削減されたものの１つに芸術があります。
　アーツカウンシルも圧力を受けていると思います。アーツカウン
シルの予算の多くは、政府の分配金と、多くの部分が宝くじの売り上
げからなっています。誕生してからほとんどの間、国営の宝くじ事業
は１つの企業によって運営されています。ただ、今の政権が、競合す
る他の会社を認可しました。その会社は芸術に出資する義務を負っ
ていません。消費習慣の変化も、この宝くじの問題に影響を与えてい
ると思います。ギャンブルから英国の文化芸術の予算が出ていると
いうことの倫理に関する議論がずっとあります。ただ、どのような意
見を持っているにせよ、実際にこのようなところから得られる収入は
減っています。もちろん、他の国に比べて、芸術に当てられる予算は
比較的ふんだんであるとは思っています。ただ、ブレクジットがあっ
て、この先どうなるかというと、あまり良くなさそうです。ヨーロッパ
から来ているお金というのは全部なくなってしまうと思います。

質問4　日本で何かプロジェクトを始めるとしたら、何をやりますか。

シャロン　多分まず、先ほどのプロジェクトの紹介にあったように、
実際日本で暮らしている人に話を聞きに行って、どのような問題が
あるのか、日本にいるとはどのようなことなのかを聞いていく時間
が必要だと思います。その社会と社会に対して人がどう思っている
かということについて、もっと理解しないといけないと思います。私
は英国から来ていて、その文脈があるので、そのレンズを通して見る
ということを一回やめられるところまで、それをしないといけないと
思います。それをやらずに、私の文化的なレンズをプロジェクトに反
映させるのは、不公平だと思います。ただ、もちろん色々なことが出
てくると思うので、参加型のものを日本でもつくれたらとても面白そ
うです。

スチュワート　どこから始めたらいいかわかりませんが、色々なも
の、すごいものがつくれると思います。お菓子屋さんへ連れて行か
れた子どものような気持ちです。シャロンが今言ってくれたようなヒ
アリングのプロセスは非常に助けになるだろうと思います。自分の
理論を押し付けたくないというのは、私も全くそのとおりです。むし
ろ可能な限り手放したいです。可能な限り透明になりたいです。参
加者のように日本を知ることは、私はできないのは明らかなので、
参加者は常に自分の人生のエキスパートですけれども、この場合は
特にそうです。そのような状況で、私たちの外国から来ているとい
うステータスが、何か有効活用できるかもしれません。皆さんには
当たり前のことでも、私たちには非常に新しい、面白いものとして映
るということもあるかもしれません。とても曖昧に答えている気が
しますね。

シャロン　私はどちらかというと、皆さんが、どのような参加型のプロ
ジェクトをつくるかということのほうに興味があります。皆さんがどの
ようなことを考えたり思ったりしているのか知りたいです。

質問5　社会のある課題に対して、作品あるいはプロジェクトを
つくるときに、どのようなプロセスをたどるのか教えてください。

シャロン　大きい質問です。私にとって、もしかしたら最初の質問は、
このプロジェクトにとってのニーズは何かということだと思います。
社会の中で私が変えないといけない問題、そして私がそれに対して
何か力を持つことができると感じる問題、それが何かです。何人かの
人にお話ししたこともあると思いますが、私の仕事の大きな部分が、
英国にいる移民、難民の人たちとの仕事です。これは、社会の中に
ニーズがあることですし、私の個人的な家族の歴史のこともあるの
で、個人的にもここにつながるような気がしているからです。そのよ
うな個人的なつながりというか、どのような社会的な問題を取り扱う
ときにも、それは必要だと思います。
　このようなグループ、このような問題が扱えないかが見えたら、そ
のグループの仕事を手助けしてくれる団体を見つけることをお薦め
します。例えばホームレスの人と何かをしたいと思っているのであ
れば、ホームレス支援の団体を見つける。彼らはそこのホームレスの
人たちとはネットワークを持っています。そうしたら、今度はそのチャ
リティーをやっている人と仲良くなる。やらなければいけないことは
何でもする。メールして、電話して、またメールを書いて、また電話し
て、ランチをおごって、その人たちの仕事の愚痴も聞いて、「シャロ
ン、信頼できるじゃないの」とその人たちが思い始めていたら一緒に
仕事ができると思います。自分の他の仕事を見に来てもらったりもし
ます。
　その参加者と一緒にやっていく上で一番いい手法は何かというこ
とを考えます。例えば1週間の間、その1週間は毎日とても集中して
やるということが有効なグループもあるかもしれません。でも別のグ
ループにとっては、半年間かけて週に1回だけやるというのが一番い
いかもしれません。その参加者の人たちの人生で、今何が起こってい
るかということを考えて、タイミングはそれを中心に考えるべきだと
思います。例えば若者とやっているのであれば、放課後や週末、あと
は特定の参加者が参加しやすくなるために、工夫しなければいけな
いことは何かなどを考えます。その子たちの交通費やお昼、そのよう
なものを提供するための予算を確保しないといけないなどです。
　その物語を観客に伝える方法についても考える必要があると思い

Lecture 3
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概要

先駆的なドラマ教育の第一線で活躍する英国のファシリテーター

を講師に迎え、ワークショップ（入門編・上級編）とレクチャーを

交えながら、ファシリテーションについて学ぶ機会となりました。

英国のドラマ教育ワークショップで実際に行われているエクササイズ

などを体験することにより、ワークショップが教育や福祉、地域

社会にもたらす効果などを経験的に学び、ファシリテーターに

対する理解や考察を深めました。

英国のドラマ教育の現場より

ファシリテーターのためのワークショップ

ワークショップ概要

実施期間：2019 年 2 月 12 日（火）～ 2 月 24 日（日）

会場：東京芸術劇場、豊島区立中高生センタージャンプ東池袋
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日程

講 師
スチュワート・メルトン　Stewart Melton
デイヴィッド・ギルバート　David Gilbert

通 訳
鈴木 なお（ワークショップ）

角田 美知代（ワークショップ）
山田 カイル（ワークショップ・レクチャー）

主催：東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団）
助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）｜独立行政法人日本芸術文化振興会

協力：豊島区立中高生センタージャンプ東池袋　みらい館大明
後援：豊島区

受講者は前半に講師によるワークショップを体験・考察し、後半には実際にファシリ

テーションを行いました。このワークショップには中高生センタージャンプ東池袋

の協力のもと、小学生や中高生が参加し、最終日には東京芸術劇場に保護者や友人

を招いて、エクササイズやゲームを披露しました。

2月12日	(火) 	～2月23日(土)

〇12日	(火)、16日	(土)、23日	(土)	10:30～18:00

〇13日	(水)、20日	(水)、22日	(金)	13:00～19:00

〇14日	(木)、21日	(木)	13:00～20:00

＊15日	(金)、17日	(日)、18日	(月)、19日	(火) 	は休み

①2月17日	(日)	15:30～18:30
「ファシリテーションについて①～ゲームやエクササイズの紹介～」

②2月24日	(日)	15:30～18:30
「ファシリテーションについて②～アウトリーチに向けて～」

2月17日	(日)	11:00～13:00
「英国の劇場における教育普及プログラムの紹介」

2月24日	(日)	11:00～13:00
「劇場に来ない（来られない）人たちに向けたアウトリーチの紹介」

ワークショップ（上級編）

ワークショップ（入門編）

レクチャー
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Lecture

趣旨説明

司会　本日は日曜日の朝からお越しいただきましてありがとうござい
ます。
　「英国のドラマ教育の現場より	ファシリテーターのためのワーク
ショップ」のシリーズは、３年前から開始しております。毎年英国から講
師をお迎えし、「社会の課題に向けた演劇ワークショップ」ということで、
子どもたちや障害のある方、外国につながる方や社会的に課題を持つ
人たちに向けて演劇のワークショップがどのような役目を果たせるの
か、ワークショップのあり方を考えると共に実践の現場で活躍していけ
るファシリテーターを育てていくことを目的にしております。
　今回３年目については、実践の現場に行って活躍していただける方
を育てたいということで、「上級編」を設けました。2月12日から開始し
まして、8日間というハードなスケジュールに取り組んでいます。その
一方で、やはり裾野をもっと広げてワークショップを知っていただき、実
際に使っていただく方をもっともっと増やしていきたいということで、
このようなレクチャーですとか、本日午後に行います「入門編」のワーク
ショップなどを行っております。

講師紹介

　講師の紹介をします。１年目からずっとお越しいただいているス
チュワート・メルトンさんです。スチュワートさんはヤング・ヴィッ
ク劇場（Young 	 V ic）やサザーク・プレイハウス（Southwark	
Playhouse）、ユニコーン・シアター（Unicorn	 Theatre）といっ
た英国の錚々たるエデュケーション部門を持つ劇場のファシリテー
ターとして色々な現場に赴いて活躍されています。3年目になるの
で、もうご存知の方もいらっしゃるかもしれません。
　今回初めてお越しいただいたデイヴィッド・ギルバートさんも同じ
くファシリテーターや演出家として活躍されていまして、ナショナル・
シアター、ユニコーン・シアターなど、エデュケーション事業でとても
活躍をしている劇場で多くのプロジェクトに関わっています。
	本日のレクチャーですけれども、「英国の劇場における教育普及プ
ログラムの紹介」ということで、最初にデイヴィッドさんからお話しい
ただきます。途中休憩を挟みまして、後半はスチュワートさんを交え
て質問に答えていただくようにしたいと思います。今日通訳を務
めていただくのは山田カイルさんです。それではデイヴィッドさん、
よろしくお願いします。

デイヴィッド・ギルバート氏レクチャー
「英国の劇場における教育普及プログラムの紹介」     

講師自身のバックグラウンドについて

デイヴィッド　ご紹介、ありがとうございます。このレクチャーに来
ていただいた皆さん、本当にありがとうございます。今日ここでお話
ができて非常に光栄です。私はデイヴィッド・ギルバートといいます。
若手の演出家、ファシリテーターです。ジンバブエ出身です。現在、
私が暮らし、働き、そして愛しているのは英国です。英国から、ここ東
京に呼んでいただいて、非常に恵まれていると思います。一緒に来
ているのは同僚であるスチュワート・メルトンです。スチュワートは先

ほどもお話があったように、東京芸術劇場と一緒にこういったワーク
ショップやパフォーマンス、講義をすることを、親密な関係を持って
続けています。彼はどういうふうに地域住民や青少年と一緒に演劇
を作っていくかということを考えています。そしてファシリテーション
という技法や、関係性を構築するエンゲージメントの形をそこにどう
活用することができるかを考えています。
　このコラボレーションは今年３年目ですが、今年は私も加わって欲
しいと頼まれました。このことを通して、英国で若い人と行っている
ファシリテーションの仕事を皆さんとシェアし、探求し、解きほぐして
いけたらと思っています。今年はこうしたファシリテーション、ワーク
ショップのトレーニングのコースをやると共に、東京に住んでいる青
少年と実際に一緒にワークショップをするという上級編もやっていま
す。私にとっては非常に素晴らしい、豊かな経験になっていますし、
スチュワートにとってもきっとそうだと思います。
　今日の狙いとしては、今英国で行われているアウトリーチや、エン
ゲージメントプロジェクトを見ていき、その総評をしたいと考えてい
ます。実は、私にとってこれが人生で始めての講義です。その分野で
経験が浅いということをご了承ください。ただ、今週とてもいい言葉
に出会い、少し勇気を持ってここにいることができています。それは
「ただ、もっと自分でいなさい。それが結論、それが答え。」という言
葉です。
　本日のレクチャーは、２つの領域を見ていきたいと思っています。
１つ目の領域は、劇場がこのアウトリーチやエンゲージメントという
領域でどのような活動をしているのか。２つ目は、劇場とは別の劇
団、カンパニーがどのように仕事をしているかです。どちらの領域で
お話することも、私自身の個人的な経験に基づいています。その方
が明確な視点をもって誠実に語ることができると思うからです。この
新しい視点が皆さんのお仕事や、この分野に関して持たれている関
心に役立つことを祈っています。また、私の拠点はロンドンです。そ
のためこれからお話しする事例のほとんどは地理的にはその範囲の
ものになってしまうことも、あらかじめお詫びさせてください。ただ、
ここで多様な例を皆さんにお見せすることで、英国のカンパニーや
組織、アーティストがどういうことを今考えているのかといったこと
をお伝えできればと思っております。

　この２つの領域に入る前に一つお話したいことがあります。私、デ
イヴィッド・ギルバートという人間は、英国のアウトリーチ、エンゲー
ジメントの領域の産物であるということです。もう10年ほど前にな
りますが、私はロンドン中央部の劇場にある、青少年向けの劇団に
参加しました。このプロジェクトでは３ヶ月かけて演劇作品を作り、皆
その作品のことを誇りに思っていました。ですが、それだけでは終わ
りませんでした。大きなインスピレーションを受けたので、劇場に許
可を貰いに行き、ロンドン中の若者に向けて毎月「オープン・マイク」
という飛び入り方式のイベントをやりたいと申し出ました。
　スライドの右側にでている写真は私たちが作った舞台、『イース
ト・エンド・テイルズ（East	 End	 Tales）』のチラシです。その経験か
ら、ただお芝居だけで終わる必要はないのでは、また何か新しいも
のをつくることができるのではないかと、私たちが考えた「オー
プン・マイク・ナイト（Open	Mic	 Night）」のチラシが、この右側
の写真になります。

「英国の劇場における
教育普及プログラムの紹介」

	

英国のドラマ教育の現場より
ファシリテーターのためのワークショップ

日時：2 0 1 9 年 2月 1 7日（日）1 1 : 0 0 ～ 1 3 : 0 0

講 師
        スチュワート・メルトン Stewart Melton
        デイヴィッド・ギルバート David Gilbert

Lecture 4
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ことは明確でした。パフォーマンスの能力だけでなく、個性やチー
ムワークをみるためのオーディションです。
　ヤング・ヴィックはこれまでの経験から大勢の若者のメーリング
リストがあります。また、普段招待を送っている若者向けの支援を
している機関のリストもあります。70人の応募があり、１日で50人
オーディションしました。１時間に8人から12人見るという計算で
す。本当にたくさんの人たちに会いましたが、ジンバブエに連れて
行けるのは6人だけです。最終的にはとてもフレンドリーで楽しく、
色々な変化や、チャレンジを前向きに受け止めてくれる、そんな6
人を選びました。ここで１つ、これが例になればいいなと思ったの
は、こうしたプログラムでは常にたくさんの人を巻き込めばいいと
いうことではない、ということです。小さくても、よく考え抜かれて
いるというのも、良いプロジェクトを生む場合があります。

② キルン劇場の「マッピング・ブレント」プロジェクト

　次にご紹介したい劇場は、キルン劇場（Kiln	 Theatre）です。キル
ン劇場はロンドン北部に位置していて、非常に忙しい地域です。ロン
ドンの中でも最も文化的に多様な地域の１つと考えられています。
キルンは、自分たちがそのコミュニティのために働く劇場であると自
負しています。ここもまた、ロンドンの代表的な劇場の１つです。劇
場の中にある会場は１つです。ここで作られる作品が素晴らしいのは
もちろんのこと、提携している英国国内のほかの劇場から迎え入れ
る作品が素晴らしいことでもよく知られた劇場です。ヤング・ヴィッ
ク同様、アウトリーチに重点を置いています。アウトリーチ部門はク
リエイティブ・ラーニングと呼ばれています。
　このクリエイティブ・ラーニング部門は、地域コミュニティを劇
場に巻き込み、色々なプロジェクトや計画を実行しています。その
色々あるプロジェクトの中でも最も重要で大きく、また冒険心に満
ちているのが毎年開催しているフェスティバル「マッピング・ブレン
ト（Mapping	 Brent）」です。私は、このフェスティバルの2018年
シーズンを一緒にディレクションをさせてもらいました。
　「マッピング・ブレント」というのは、一週間かけて行われるコミュ
ニティ全体を巻き込んだフェスティバルです。このフェスティバルの
主要な演目というのは、劇場が年間に渡り運営している５つの若者
の劇団が作る演目で構成されています。ただ、この５つの劇団という
のは、いずれも普段劇場を拠点に運営されているものではありませ
ん。それぞれが住んでいるところに近い建物や教会などを拠点に活
動しています。
　先ほどの「パラレル・プロダクションズ」と同様に、キルンはこのプ
ログラムをとても重視しています。最高のファシリテーター、演出
家、劇作家やデザイナーが一緒にこのプロジェクトを運営していま
す。フェスティバルは通常春先、4月に開催されます。若い人たちの
試験期間を外すためです。ここで私が去年一緒に活動した劇団をご
紹介したいと思います。
　2018年のこのフェスティバルで、それまで４つだった若者劇団に、
５つ目の新しい劇団が加わりました。オーケー・クラブ（OK	Club）と
いう劇団です。オーケー・クラブは5歳から18歳の子どもと若者で構
成されているグループで、キルン劇場の南側の地域の子どもたちで
構成されています。
　もちろんキルン劇場がこれだけリソースを割いて、紙の上ではこ

　「オープン・マイク」というのは、演劇に限らずダンスや音楽、詩を
通して、青少年が制限なく自分のこと表現できる場です。当時この
プロセスに関わっていた若者であった私たちにとっては、こうしたプ
ラットフォームを作って他の人をそこに招くというのは自然なことで
した。
　これは劇場にとっても非常に良い結果を生みました。劇場は普段
の自分たちのプログラムに、どうしたら青少年にもっと関わってもら
えるかと悩んでいたのです。「オープン・マイク」が新しい、若い観客
を呼び込んできました。劇場からすれば、週に一度私のような若者数
人に場所を貸して、機会を提供するだけで、これだけ大きな結果を得
られたわけですから、非常に良いことだったと思います。
　今私が青少年や地域に関わるようになって思うのは、このプロセ
スが非常に大胆で新鮮なものであったということです。劇場は有意
義な活動のためにその門を青少年に開き、青少年は自分たちの答え
を持って応答した。当時は知りませんでしたが、今振り返るとこれは
アウトリーチやエンゲージメントが最もうまくいった形であったと思
います。
　では、この例から何を学ぶことができるか。私自身としては本当に
色々な方への感謝の念が強くあります。こうした機会がなければ、今
東京にいることは絶対になかったと思います。劇場のスタッフや、そ
このファシリテーター、参加していたアシスタントの人たちに感謝し
ていますし、一緒に仕事をすることができたその劇場の演出家、照明
家、音響、舞台監督の方たち、スタッフの皆さんにも感謝しています。
　さらに、隠れたリーダーのような人たちもこのプロジェクトに関
わっていて、そもそも「こういうものがあるよ」と私たちに教えてくれ
た学校の先生や、地域の中で協力してくれる人たち、資金を出して
いる団体、そういったたくさんの人たちの協力があって実現したプ
ロジェクトです。プロの人たちが、時間とエネルギーと技術をつぎ込
んで、私のような若者に想像力とエネルギーを演劇に向けるよう促
してくれました。それがたった週に一度のことだとしても、です。もう
毎週土曜日の朝10時に劇場に行って、稽古をするのが楽しみでなり
ませんでした。
　こうした経験をする人ばかりではないと思います。若者でも大人
でも、アウトリーチやエンゲージメントのプロジェクトに関わる中で、
様々な経験があると思います。ただ、今日ご紹介する例を通して、ア
ウトリーチやエンゲージメントが最良のステップの中で実行される
とどのようなポジティブな結果が得られるのか、ということをお見せ
できればと思っています。
　まず、とても重要で進歩的な考え方で活動している２つの劇場に
ついて触れたいと思います。

1　劇場のアウトリーチやエンゲージメントの事例

① ヤング・ヴィックの「テイキング・パート」

　最初にお話したいのが、ロンドン南部の劇場、ヤング・ヴィックで
す。ヤング・ヴィックはロンドン中の劇場の中で最も代表的な劇場の
１つです。ヤング・ヴィックは若手の演出家を育てる劇場というブラ
ンドを掲げています。そのため、ロンドンで今面白い演出家の作品
を観るなら是非ヤング・ヴィックに、というような劇場です。古典の
作品をコンテンポラリーに置き換えて上演することに非常に定評

れだけのことをやっているのだからプロジェクトはうまくいくに違
いない、と考えることはできません。私は他の演出家に、この若者た
ちと一緒に作品を作ろうと呼んでもらい、「マッピング・ブレント」で
上演されるオーケー・クラブの作品を作りました。このような場面で
はオーディションをやるべきでないことは明らかでした。先ほどとは
違って、今度は彼女／彼らの暮らす場所に私たちが入って行くから
です。非常にオープンなアプローチをとりました。興味を持ってくれ
る人には私たちは誰でも興味がありますよ、というスタンスをとっ
て、セッションやリハーサル、最終的な上演も全部この建物の中で行
いました。このオーケー・クラブに参加している子どもたちやスタッ
フとの間でさえ、信頼関係を作るのが大変ということもありました。
ただ私たちが熱意を見せたので、最終的にはそれを返してもらえ
た、と思っています。
　ここで一番重要なのは、どうしてキルンがこのオーケー・クラブに
関わるようになったのかです。残念ながら過去には、オーケー・クラ
ブはキルン劇場からの「コラボレーションしませんか」という申し出
を何度も断っているのです。メールを返してもらえなかったり、電話
に出てもらえなかったり、コラボレーションを始めようという話をな
かなかすることができませんでした。
　では何が変わったのか？このスライドの写真は、稽古の後の写真
ですが、私がとても楽しそうにこのクラブの若い人たちと混ざって
いる様子を見てもらえると思います。キルンの過去の職員たちに欠
けていた能力というのは、単純に人同士のつながりを作る、それだけ
でした。「マッピング・ブレント2018」が近づいて、みんなプログラム
を考えている中で、クリエイティブ・ラーニング部門のコーディネー
ターたちは、何故こんなにこのプロジェクトにとって最高の立地に
ある施設が、こんなにも非協力的なのかが理解できずにいました。
コーディネーターの彼女自身、このオーケー・クラブに出向いて何度
も門を叩きました。オーケー・クラブは抵抗しました。ただ、彼女はし
つこかった。最終的には彼女があまりしょっちゅう行くので、クラブの
活動の片付けや手伝いを任されるようになっていきました。これが
オーケー・クラブの管理職の人たちの警戒を解いてくれて、「本当に
若者たちの為に何かをやりたいんだな。情熱を持って取組んでいる
んだな」という劇場の姿勢をわかってもらえたのです。この執念が容
易に真似できるものであるとも、望ましいものであるとも私は必ず
しも思わないのですが、これが一気に流れを変えた出来事であった
ことは間違いありません。

2　演劇のカンパニー（劇団）のアウトリーチやエンゲージメント
の事例

　２つ目の領域をお話しますが、それは演劇のカンパニーです。ここ
で言うカンパニーというのは、自分たちの建物や、拠点を持っていな
いカンパニーです。ですので、ある特定の地域に活動が結びついて
いたり、自分たちのアイデンティティを何か特定の場所に持っていた
り、ということはありません。今ご紹介した２つの事例と比べると、特
定の地域からは少し外れたところに位置づけされる活動です。
　特にロンドンでは、２つの劇団がとても良いプログラムをやってい
るので、ご紹介したいと思います。１つはフランティック・アッセンブ
リー（Frantic	 Assembly）という団体です。この団体の哲学は、勇
敢で大胆な演劇を作り続けよう、ということです。しばしば身体的に

があります。
　劇場内には３つの会場があって、そこで年間通して多様なプ
ログラムを実施しています。また、「テイキング・パート（Taking	
Part）」、「参加する」という意味のアウトリーチとエンゲージメント
の部署があります。今日お話したいのはこの人たちのことです。
　テイキング・パートは多様なプロジェクトを行っているのです
が、今日は特にその中でも「パラレル・プロダクションズ（Parallel	
Productions）」についてお話したいと思います。「パラレル・プロ
ダクションズ」は、ロンドン南部に住んでいる13歳から25歳ぐらい
までの青少年を集め、その時劇場で上演されている演目の独自の
バージョンを作るプロジェクトです。そのメインの作品の弟であっ
たり妹であったり、という印象です。非常にシンプルな狙いを持っ
たプロジェクトです。ヤング・ヴィックの舞台でパフォーマンスをす
る機会を与え、ヤング・ヴィックで上演される作品を作るにはどうい
う経験が関わっているのかを体感してもらいます。
　ヤング・ヴィックにとっては、周囲のコミュニティに対してその門
を積極的に開いていく方法の１つです。コミュニティが、劇場から
持っていくのではなくて、コミュニティの持つ豊かなポテンシャル
を劇場に寄与できる機会です。
　このプロジェクトの何が素晴らしいかというと、劇場がこのプロ
ジェクトに費やしている価値です。この「パラレル・プロダクション
ズ」には、ちゃんと予算がついて、トップレベルの演出家や美術家、
テクニカルスタッフを雇うことができます。この人たちは皆、副業
や空いた時間でやるのではなく、自分の創作活動を前に進めるも
のとして、このプロダクションを捉えています。専任のスタッフが１
人か２人必ずつきます。劇場内のスペースを自由に使って、最良の
作品を作ることができるようにし、その演目にも観客が来るように
劇場が保証しています。こうした努力があるので、この制作はとて
も特別な雰囲気の中で行われます。
　今年私は、この作品の１つを演出させてもらう幸運に恵まれ
ました。ヤング・ヴィックで上演していた『ザ・コンバート（The	
Convert）』という作品があったのですが、これは19世紀に差し掛
かる、ジンバブエにおけるキリスト教と植民地主義の負の側面に焦
点を当てた作品です。テイキング・パート部門は、以前からジンバブ
エの若手を支援するアートチャリティでニンベ財団というところと
つながりがありました。両組織が協力して一緒に資金の問題などを
検討して、このコラボレーションを元に連携の形を探ることができ
ました。
　テイキング・パート部門のメンバーたちが考えたのは、演出家、
劇作家と６人の若者を英国からジンバブエに送り込んで、ニンベ財
団からは５人の若者をジンバブエから英国に送り込んでもらって、
一緒に２週間で作品を作るということでした。そこで短い作品を２
つ作って、ジンバブエの主要な都市で上演できるようにする計画で
す。その時上演されているプロダクションの戯曲を使って何かをす
るというよりも、芸術祭におけるテーマを使って、ジンバブエで何
か新しいものを作ろうと考えていました。これはテイキング・パート
部門の視点からも、財団の視点からも青少年に特別な経験をして
もらう非常に良い機会です。
　これは企画として紙面上では魅力的でしたが、実際に輝いてい
ける若者をどういうふうに見つけるのかが難しい点でした。新しい
国、新しい言語、新しい文化。オーディションをやらないといけない
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必要としているのはどの子かな、ということも考えています。ここ
に来る子たちは、このイベントの後に継続的なことがあるというこ
とは特に知りません。ただ芸術監督がその学校に戻って、カンパ
ニーに参加してもらえるかもしれない子をまた誘ったりしてつな
げていきます。

3　英国の演劇を用いたアウトリーチやエンゲージメントの意味
と課題

　英国ではとにかく選択肢がたくさんあります。問題は選択肢が無
いということではなくて、その選択肢の中に一定のクオリティが保た
れていないということです。その選択をすることで、受け取られる質
が伴わないのです。ここで今日紹介したプロジェクトは、その問題を
理解しているプロジェクトだと思っています。時間というのは重要で
す。ちょっとお互いのことを知らないといけない。ちゃんとつながり
があるだろうか。どれだけつながれるか。今お見せした団体はどれも
この点に焦点を置いています。
　また、ユニークであること。どうしたら参加してくれている若者た
ちに最も驚くような経験をしてもらうことができるか。リソースとし
て何が実際に提供可能かということに関わらずです。
　こうした問題提起をして、私の話はここまでにしたいと思います。
後半皆さんと一緒にこうしたことをお話できればと思います。今日は
ご清聴いただきありがとうございました。何かはっきりしないことが
あればどんどん聞いていただいて、思ったことを是非共有してくだ
さい。

質疑応答

質問1　まず、前提としてアウトリーチという言葉の意味するとこ
ろを説明してほしい。

デイヴィッド　私はアウトリーチというのは、本当は触れてもらった
ら非常に有意義と思われる場にアクセスの機会がないようなコミュ
ニティの人たちと一緒に何かをする、と理解しています。あるいは、
何かクリエイティブな活動に関わることで何かよい影響があると考
えられる個人、あるいはグループと一緒に何かをやるということで
す。アウトリーチは色々なレイヤーで使われる言葉で、例えば英国
の劇場ではプロダクションのスタッフを集めるとか、雇用していく段
階、人を決めていく段階のこともアウトリーチという言葉を使います。
「アウトリーチしないといけないね」というのはこのプロダクション
を一緒に作る人を探さなければならないね、という意味でも使われ
ます。アウトリーチして、その人たちに届いて一緒に関わることがで
きたので、その人たちと何を作るかということです。

スチュワート　今のデイヴィッドの言ったことを、アウトリーチという
プロセスの要約としていいと思います。よりシンプルに定義すると
したら、演劇を通してそのコミュニティの人々と出会い、彼女／彼ら
の話を聞き、何かをシェアして、劇場に招いたり、あるいは一緒に何
か新しいものを作ったりするような機会全般というように理解して
います。

もダイナミックで大胆なものであったりします。ただ、同時に非常に
繊細で優しくもあります。作品を作って世界中でそれを上演するプ
ロフェッショナルの劇団です。
　もう１つはカンパニー・スリー（Company	Three）です。この団体
は、若者と大人が話せる場所、そこで大人が本当に若者の話を聞く、
という活動をしています。

① フランティック・アッセンブリーの「イグニション」プロジェクト

　フランティック・アッセンブリーは自分たちが非常にオープンで、
そのリソースもオープンにしていることを自負しています。自分たち
の持っている情報や専門性を積極的に共有して、アーティストや学
生、若い人たちに自分たちがやっていることに興味を持ってもらい
たいと考えています。こうした哲学を持っているので、フランティッ
ク・アッセンブリーはアウトリーチの要素をもつプロジェクトをたく
さん運営しています。
　フランティック・アセンブリーがやっている素晴らしいプロジェクト
「イグニション（Ignit ion）」、着火という意味ですが、このプロジェ
クトをご紹介したいと思います。私自身も11年ぐらい前でしょうか、
この「イグニション」に参加していました。フランティック・アッセンブ
リー自身、これが自分たちの基盤となるプロジェクトであると言って
います。「イグニション」は、完全に無料で行われているプロジェクト
で、16歳から20歳の若い男性を見つけてきて、それもスポーツ団体
やユース・センターといった、普段演劇をやっているとあまり見ない
ようなところから予想外の才能を見つけてくるということに注力して
います。彼らが自分たちのそれぞれの、あるいは集合的な新たな強
みを見つけていくようなプログラムを目指しています。英国中から
異なるバックグラウンドやスキル、物語をもった人たちが集まって、
一緒にダイナミックに何かを作ってもらうというプロジェクトです。
フランティック・アッセンブリーは英国中でオーディションをしてい
ます。このプロセスだけで何ヶ月かかかります。小さいファシリテー
ターのチームが英国中を旅しながらワークショップを開いて、そこか
ら選考のプロセスとして、二段階目のワークショップに進んでいくと
いうのを英国中で行っています。このプロジェクトに合う若者を見つ
けるまで、とにかくやるという姿勢です。
　2018年に関して言えば、このワークショップの期間中、400人以
上の若い人たちと一緒に活動しました。そこから12人の少年たちが
選ばれて、ロンドンで一週間、フランティック・アッセンブリーの芸術
チームと一緒に作品を創り上げました。この12人は一週間毎日一緒
に過ごして10時から18時まで創作を続けて、最後の日にパフォー
マンスをしました。過去にプログラムに関わった人たちが、メンター
として稽古のプロセスに親密に関わっています。フランティックはこ
の12人をプロとして扱うようにしています。去年私もその場に立ち
会ったのですが、そのように扱われることで彼らの自身に対する認
識が上向きになっていく様子がよく分かりました。
　先ほども言いましたが、2008年に私もこの「イグニション」に参加
していました。学校で先生が「こういうワークショップがあるよ」と教
えてくれて、フィジカル・シアターに興味があったのでワークショッ
プを受けたら、幸運なことに最後の12人に選んでもらうことができ
ました。ただ、もっと素晴らしいことに昨年私はその反対側に関わる
ことができたのです。演出助手というか、共同演出家としてプロジェ

実践家の間では、劇場から出て色々なコミュニティのグループの中
に入っていって、その参加者を集うというプロセスの部分を強調す
る人が多いかなという気がします。ただ、私はそのアウトリーチの一
番重要なところは「話を聞く」というところだということを忘れないよ
うにしています。オーケー・クラブとの創作活動を先ほどデイヴィッ
ドが紹介してくれましたけれども、そこの活動に如実にその良さが
表れていると思います。そのコーディネーターが話を聞いて、そこに
責任を持って自分が常にいられるという状態を作って、片付けでも
何でもやりますよという関係を作ったからこそ、あのプロジェクトが
実現しました。すると、もっと簡単に短く要約することもできるかも
しれないですね。つまり、アウトリーチとは「何か演劇の機関と、その
機関が属さんとしているコミュニティとの間の対話」であると言える
と思います。

質問2　演劇の経験を若者の将来によいものにしていくためのテ
クニックがあれば教えてください。

デイヴィッド　カンパニー・スリーの実例をまたお話しようかなと思
うのですが、彼らが素晴らしいのは、関わってくれた若者たちに自分
自身について色々なことを気付かせるということだと思います。こ
れをどうやるかというと、本当に友達になるということなのです。今
スチュワートも「聞く」ことが重要だと、とても良い言葉を言ってくれ
ましたが、その子たちがどういう言葉を使っているのか、その子と他
のメンバーの中でどういう会話が起こっているのか、そういうことを
ちゃんと見て聞いています。テクニックではなくて申し訳ないのです
が、関わっている若者たちとちゃんとつながりを作ることが大事だと
思います。
　あと、良い方法としては、質問するけれど、直接聞かないという方
法です。アクティビティなどを通して、感じているかもしれないプレッ
シャーなどを色々ほぐしていく。もしかしたら半分くらい過ぎたとこ
ろで、何か質問を投げかけてみて、それで「あれ？」ってちょっと考え
てもらうとか。

スチュワート　これで全部のアプローチに当てはまるというような
ことを言いたくないので、具体的なものを例として挙げられるかわ
からないのですが、ただデイヴィッドが言った、その参加者とちゃん
とつながりを作るというのは本当にその通りだと思います。それで
プロジェクトを通してちゃんと本人たちを認識して、認めて、成長に
つながるプロジェクトにするということ。
　テクニックというよりも自分で常に心がけていることになりますけ
れど、それは何かというと、アウトリーチで特定のグループと関わる
ファシリテーター、あるいは演劇の実践者として、自分が推し進めて
いるアジェンダについて素直になること。例えばプロジェクトの目的
が青少年のキャリアに対する意識を高めよう、だとしたら、それは正
直にそれを言わなければいけない。若者たちと話す中で、そういった
ことについてフランクに話をする。ただ同時に、実際の若者一人ひと
りにとっていい結果というのは、様々な種類のものがありえるという
ことにもオープンでいかなければならない。先ほどの話にもあった
ように、それは必ずしもこれからキャリアが始まるというわけではな
いかもしれない。進学するのかしないのかを決めるのかもしれない
し、ちょっと一回旅に出ようと決めるかもしれないし。結局、私がファ

クトに関わることができました。去年１つ気付いたことがあるのです
が、このワークショップは、時間で言えば参加者の人生の中の一瞬か
もしれません。ただ本当にすさまじいインパクトを持っています。私
がここにいるということが、その証明だと言いたいと思います。こう
いったプロジェクトには本当に価値があります。

② カンパニー・スリーの活動

　最後にお話したいのがカンパニー・スリーという劇団です。カン
パニー・スリーは、11歳から19歳の75人で構成されていて、それ
に対して10人くらいの小さいスタッフチームが運営に携わってい
ます。カンパニー・スリーはアウトリーチだけをやっています。メン
バーの若者たちと、その都度紹介されるプロの演劇の作り手たち
との間で長期に渡って、とても親密な関係の中で演劇を作ってい
きます。
　週に一度活動する、ということが基本になっていて、とにかく一
年中やっている。最終的にお客さんに見せるまで約丸一年かかる
ものもあります。その作品はすべて、ティーンエイジャーであると
いうことはどういうことなんだろう、という対話に基づいた、常に
進み続けている作品です。ここで関わっている若者たちは演劇の
作り手として訓練をして、その演劇を通して自分や周りの世界を
理解する、ということを手助けしますし、自分たちが何者なのかを
表現する場を提供しています。
　個人的には、私が今まで見たアウトリーチのプログラムの中で
もカンパニー・スリーは最良のものをやっていると言えます。カン
パニーとしては、可能であればメンバーに11歳か12歳のときく
らいに出会って、彼女／彼らが大学に行ったり働き始めたりする
まで一緒にいたいと考えています。そのプロセスの中で「大学に
行かなくていいや、もう働こう」と決める人がいました。その若者
たちを見ていると、大学に行くという人もいれば、仕事を始める人
もいれば、「ちょっとまず世界を旅してみたい」と旅に出る人もい
ます。この若者たちへのコミットメントというのは、英国全土でも
ここまでやっているところは見たことがないです。
　「ビッグ・ウィークエンド(Big	Weekend)」というプロジェクト
があります。このプロジェクトは私も関わらせてもらいました。こ
れは、カンパニー・スリーが子どもたちに出会って、できればこの
先5年、6年の関係を築いていきたいな、という出会いの瞬間のプ
ロジェクトです。土日の２日間でやるプロジェクトで、両日とも10
時から16時までやります。50人から70人くらいの若い人たちが
招待されて参加するのですが、特にこのイベントに参加して欲し
いと選ばれた子どもたちです。芸術監督が学校に出向いて行っ
て、先生たちとどういう生徒がいるのかをよく話しています。出会
う方法として、その学校で芸術監督がワークショップをやったりし
ます。拠点としている地域の中のすべての学校に行きます。　
　ここでカンパニー・スリーが行っている実践は、本当に若い人た
ちと深いつながりを持っています。それはこの「ビッグ・ウィークエ
ンド」ですべてが始まります。この２日間、たくさん友達を作って、
色々な作品を作ったり、演劇や照明のアクティビティをやったり、
建物を探検したり、とにかく色々なことをやります。この週末を人
生で最高に楽しい時間にしたい。同時に、本当にこの機会を必要
としているのはどの子かな、私たちと一緒にお芝居を作ることを
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とを要件に出資を行っているのは国の文化政策であると言えると
思います。例えば、アーツカウンシル・イングランド(Arts	 Council	
England)から助成を受けている団体は、アーティストではない地域
の人たちに向けて何かをやっているか、ということを必ず証明する
必要があります。すべてのプロジェクトがこういうことだけをやって
いるわけではないですが、アクセスを高めるような取り組みが行わ
れているとか、作品自体に、普段とは違う人々を取り込む工夫がなさ
れていると受けとられるものが出資者に好まれる傾向というのは間
違いないです。
　ただ、劇場がアウトリーチを行うのはもっと実存的な問題だと思
います。英国の演劇界は今とても理想的な形になっていると思いま
すし、才能がある若い人たちがたくさん関わっていて、今まで以上
に多様な声が聞かれる下地ができていると思います。ただ、観客は
高齢化しています。観客が減り始める時というのが間違いなく迫っ
てきています。そのため、若い人にとって意味のあること、若い人た
ちに興味を持ってもらえるようなことをすることは劇場にとっても
有意義なのです。普段自分たちのことを観劇通と認識している人だ
けでなく、そうでない人たちにも意味のあることをする必要がある
わけです。
　演劇は概してその英国の文化的な状況の中では優遇されている
と思います。シェイクスピアや、過去の代表的な作家がいることで、
英国の文化について議論をする上で、演劇が中心的な議題に常に
なっていると思います。ただ、19世紀末には、演劇というのはたった
１つの一番人気のあるエンターテイメントだったかもしれませんが、
今は映画、インターネット、ラジオ、テレビなどたくさんの競合相手
がいます。演劇以外の媒体の方が若い人、あるいはもっと多様な人
の人生を反映したものを作るということが得意である、ということが
歴史をみるとわかると思います。
　ここ３、4年だと思いますけれども、非常にオープンに、演劇界全体
で今どのように英国の演劇を、英国の国の現状をきちんと反映した
形にするか、という議論が行われているように思います。例えば、実
践者と運営者の中でも白人でない人の率はどうしたらもっと高くな
るのかということや、家族背景が労働者階級の人がどう関わってく
るか、あとショッキングなことに女性がどう関わってくるかなど。歴史
的にみて英国の演劇はこの３つのグループの表象に、舞台の上でも
舞台の裏でも失敗してきました。アウトリーチを通して、本来その演
劇を所有しているはずの人々と対話を始めることができると思いま
す。それはつまり、今日までの演劇によって軽視されてきた人々とい
うことだと思います。

質問5　キルン劇場がそこまでオーケー・クラブに執拗にアプ
ローチした理由は何だったのでしょうか？他の劇団やコミュニティ
よりもオーケー・クラブが持っていた特色があったのでしょうか？

デイヴィッド　立地がとても重要でした。というのも、オーケー・クラ
ブがある地域は都市浄化政策の標的になったところだからです。そ
のあたりは住宅密集地域になっています。そういう地域に特有の社
会問題がその周辺でもあります。たとえばオーケー・クラブも、ナイ
フの犯罪でそこに通っていた子どもが１人亡くなってしまった。組織
としてのオーケー・クラブというのはあまり資源がないので、リソー
スを持っているキルンがそのクラブに提供するというのは意味があ

シリテーターとして実現したいと思っている答え、こうなって欲しい
と思っていることと、参加者が何を経験しているかということは関係
がないので。

質問3　紹介いただいた劇場やカンパニーは、発達障害のある若
者や外国籍の若者と英語が母語でない若者にはどのようなアプ
ローチをしていますか？

デイヴィッド　今日ご紹介したカンパニーも含め、私が一緒にやる多
くのカンパニーは本当に色々なバックグラウンドを持つ人たちと一
緒に活動しているので、英語が第一言語ではないというケースが相
当あります。今日取り上げた劇団は特に障害をもっている人たちと
意識的に何かを、ということはあまりやっていないです。ただ、ヤン
グ・ヴィックは特別支援学校と提携して、プロジェクトを一緒にやった
りはしています。
　キルン劇場では、参加している子どものマジョリティが難民である
というグループが確か２つあったと思います。「マインディング・ザ・
ギャップ（Minding	 the	Gap）」というプロジェクトです。私自身は
関わっていないので、包括的にお話しするのは難しいですが、例えば
キルンについて言えば、どう子どもたちと一緒にやっているかという
と、学校とやはり緊密に話をして、どういう子たちが今度うちの国に
くるらしいという情報を常に持っておく、ということです。そうすると
その子たちがその学校に行った後、課外活動として劇場に関わりや
すくなる。
　以前「スピーチ・バブル（Speech	 Bubbles）」という5歳から7歳
の子どもに向けられたプロジェクトに関わっていたのですが、これ
は10人の参加者たちが１週間学校の中で一緒に活動するというも
ので、学校の環境の中で色々な子どもたちに混じって何かをやって
もらう非常に良いプロジェクトです。ストーリーテリングをやるプロ
ジェクトで毎週違う子が何かお話をして、それを全員で劇にするとい
うことを毎週行うプロジェクトです。
　このプロジェクトが、例えば英語が第一言語でない子にとってとて
もいいなと思うのが、アクティビティが毎週一緒なのです。繰り返し
来ることで、アクティビティを通して学ぶことができる。また、このプ
ロジェクトを通して学校と協力をして、メンターと出会わせて学校生
活をサポートしています。例えば毎週学校に、その言語に特化したセ
ラピストが来るというようなことです。これは言語がまだ流暢でない
子たちが色々な言葉を練習し、ゲームを通して友達を作っていくこ
とができる良いプロジェクトだと思っています。

スチュワート　あと１つ言えるのは、その多様性のことを取り上げる
ことが、特に都心部ではメインストリームということです。例えばロ
ンドンの学校で活動するときに、英語が第二、あるいは第三言語だと
いう子どもたちとやることは、特に何も新しくない、平凡なことです。
そのため、このことは意識的に取組むレベルのものではなくて、平均
的なワークショップの前提条件の１つになっています。
　その上で、デイヴィッドが今紹介してくれた「マインディング・ザ・
ギャップ」のように、英語を習い始めている青少年に向けられた個
別のプロジェクトももちろん存在しています。「マインディング・ザ・
ギャップ」は、私の理解では特にその言語能力の発達とか、そのスキ
ルも身につけることが重視されているプロジェクトです。

ることだし、自然なことなのです。
　あと、オーケー・クラブは演劇に関連した活動を子どもたちに提供
する、ということを一切やっていなかったというのもありました。そ
の地域とキルンが関係を持っていた色々なクラブの中で、オーケー・
クラブが一番資源を割かなければいけない、労力を割かなければい
けない対象に見えたのだと思います。だからキルンは、執念深くそこ
と関わりをつくろうとしたのだと思います。
　もう１つスチュワートがさっき言っていたことに関連して言うと、
その担当していた女性が、「自分自身がそこのクラブに通っていたよ
うな子どもだった」ということがあったようなのです。それで、この子
たちに何かしたいという強い想いがあったようです。うまくいってよ
かった、本当に。

質問6　関係を築くべき地域の協力者というのはどのような人
たちでしょうか?

デイヴィッド　まず教師です。時には親よりもその子どもたちと多く
時間を過ごし、常に子どもたちのために仕事している人たちですか
らね。子どもたちとのプロジェクトを考えている人たちは、やはり先
生といい関係をつくった方が良いと思います。あと、もう少し難しく
なりますが、親。親も何か機会があるときに、その子どもたちを連れ
てきてくれるという面で重要な役割を果たしてくれています。あと
は、こういう問題に関心を持っている私たち自身、お互いが協力して
前に進めていくことが大事だと思います。

スチュワート　アウトリーチのプロジェクトを始めるときは、自分たち
が関わろうとしているコミュニティの文化的なリーダーは誰なのか、
ということを判断する必要があると思います。今デイヴィッドが言っ
てくれたみたいに、ある法的なリーダーであるかもしれないですし、
先生や、時と場合によっては聖職者の人たち、あとはソーシャル・ワー
カーたちです。
　ただ、そういう人たちでなければならないわけではもちろんなく、
協力者となってくれる地域の人に何が一番必要かというと、私たちが
持っている情熱と同じ情熱を持っていてもらうこと。その事業に関し
て自分と同じくらい情熱的になってくれる人が必要です。それは先生
でもありえます。実際先生が協力してくれることはとても多いです。
また、デイヴィッドが言ったみたいに誰か特定の子どもの親の場合も
あるかもしれないです。
　例えば、英国には伝統的な教会の鐘を鳴らすグループというのが
あって、そういう人たちと一緒にプロジェクトをやったことがありま
す。そのとき、中心的に一緒に活動してくれたのが、また別の地域史
研究会から来てくれた人でした。学校でのプロジェクトだったのです
が、その方は、このプロジェクトを何が何でも実現させるということ
に燃えていたので、非常に心強い味方でした。彼女は、このプロジェ
クトを実施するために、関連する学校全部に出向いてくれました。
　一方で、私が思う地域の協力者の中で、最もよい協力者とは、プロ
ジェクトの過去の参加者たちです。デイヴィッドの話でもありました
が、まさにここにもそういう人が一人いますね。私が実践者として「こ
のプロジェクトに是非来てください、非常に有意義になると思います
よ」と言うこともできますが、実際に近くにいる若い人や大人が若者
に「こういうの去年やったんだけど、こうこうこういう理由でとてもよ

　ただ、多様な背景から来ている子たちとつくっていても、演劇をつ
くること自体に焦点が置かれているプロジェクトはもちろんありま
すし、それを通してその交流が重視されているものもあります。今思
い浮かべているのは、例えばヤング・ヴィックで行った先ほどの「パラ
レル・プロダクションズ」の１つで、難民の青少年とやったものがあり
ました。シェイクスピアの『マクベス』が元だったのですが、英国では
今でも人気があるシェイクスピア作品の１つで、有名なシーンもたく
さん含まれています。そのパラレルの上演では台詞をすべてカット
しました。ムーブメントと視覚的効果を通してその物語を語り直す、
というふうに再演出しました。その時に演出家たちが参考にしたの
は漫画です。新聞の漫画を読むようにストーリーボードを使って、そ
の参加者に「こういう物語だよ」ということを話しました。そして、そ
のストーリーボードを、参加者たちが今度は自分たちの体で再現す
る。そこに動きが伴っていって、演出家たちとともにその全体の劇が
構成されたということでした。
　障害をもった子どもたちのアプローチに関しては、クリエイティ
ブ・ラーニングをやっている人の多くがこうした問題に関心を寄せ
ています。これはすべてのグループに本当は言えることだと思いま
すが、特に障害を持ったグループと何か一緒にやるときは、最大のリ
ソースは時間であると思います。例えばデイヴィッドが「オープン・マ
イク」を自分たちで運営していたとき、私もその劇場で働いていまし
た。学習障害がある子どもたちが通う特別支援学校でも働いていま
した。それでその地域の学校で実施されるプロジェクトの運営に携
わることになりました。
　英国でアウトリーチと言ったときに、非常に幅が大きくて、ワーク
ショップ１回だけというのもあれば、もっと長い期間やるものもあり
ます。ただ、学校と関わる場合は、一学期を１つの単位として実施す
るのが一般的です。この特別支援学校のプロジェクトの例で言え
ば、通年の事業でした。ですので、子どもたちだけでなくて教職員の
人たちとも長い時間を過ごすことができました。その人たちがどの
ようなアプローチを取っているのか、すでにその学校で行われてい
るドラマ活動はあるのか、そこに付け加えることで有意義な効果が
あるだろうか、ということを考えるためです。
　「時間」が最重要なリソースだとすれば、その次に重要なのは「柔
軟性」でしょう。そのプロジェクトを始めた当初の狙いは、子どもた
ちと一緒に短いパフォーマンスをつくることでした。ただ、子どもた
ちはそれぞれ違ったニーズを必要としているので、全く違ったアプ
ローチを取る必要が出てきました。いわゆるお芝居の空想の設定と
いうのは、彼らにはちょっと抽象度が高すぎました。他の人を演じる
ということが混乱を招き、それに抵抗を示す子もいました。子どもた
ちの立場からすると、架空の物語は美学的に意味が有るものではな
いし、やっても仕方がない。むしろその演劇というスキルを使って子
どもたちにとって興味深い、美的な経験をしてもらうというようにシ
フトしていきました。例えば、舞台美術を設計するという考えに基づ
いて、彼女／彼らが安心していられる環境をつくったりしました。

質問4　劇場や劇団で若者向けのプログラムが盛んに行われて
いるのは、国の文化政策として決まっているのか、それとも別の
理由があるのでしょうか？

スチュワート　国が若者向けプログラムを重視して、そうであるこ
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かったから、やってみたほうがいいんじゃない？」と言うと、これは全く
違う効果がある。
　デイヴィッドが組織した青少年の劇団のアウトリーチ活動を私も
以前一緒にやっていたのですが、その時に私と一緒に他の学校に周
る人として、その劇団員の若者を一人雇ったのです。一緒にワーク
ショップをやって、同世代の参加者からのカンパニーに関しての質問
をその若者が答えてくれた。これは先ほどもあった、演劇を通してそ
の表象の問題をクリアするということにもつながると思います。若者
が自分たちにも通ずるようなところのある他の若者と演劇を楽しん
でいる様子を目の当たりにすることができたということです。
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Lecture 5

趣旨説明

司会　本日は、「英国のドラマ教育の現場より、ファシリテーターのた
めのワークショップ」のレクチャー編です。今回のワークショップは、2
月12日から23日まで実施いたしました。上級編の受講者が８日間に
渡って地域の青少年放課後支援センターに出向き、ワークショップを
実施し、最終日に子どもたちに劇場に来てもらって発表会を行ったと
ころでございます。
　今日のレクチャーのタイトルは、「劇場に来ない（来られない）人た
ちに向けたアウトリーチの紹介」です。まず、支援センターの子どもた
ちの中には劇場に来たことがないとか、演劇やったことがない、もし
くは演劇なんか恥ずかしくてやれない、興味ない、というような子ど
もたちがいました。そのような子たちにいかに演劇や芸術、劇場とい
うものを意識させないでワークショップに巻き込んでいって、最後の
発表会まで結びつけるかということで、受講者の方々はもちろんです
けれども、ベテランの講師勢も、子どもたちがいつ来るのか、誰が来
るのかわからないような状況で、それを発表会にもっていくという大
変な苦労をしながら、昨日、とてもすてきな発表会を実現してくれま
した。
　英国は、日常的にドラマ教育が取り入れられています。今回の講師
たちが行っているのは移民や難民、低所得層の子どもたちといった、
普段は芸術になじみのない子どもたちに、いかに表現活動や自尊心
の回復などにつなげてもらうかということで、様々な取り組みをして
いますので、レクチャーで紹介していただければと思います。

講師紹介

　それでは講師を紹介させていただきます。スチュワート・メルトン
さんです。ファシリテーター、劇作家、演出家であって、東京芸術劇場
でのこれまでのエデュケーション・ワークショップを３年に渡り、スチュ
ワートさんが中心にやってくださっています。デイヴィッド・ギルバート
さんです。ファシリテーターであり、演出家であり、ご自身がジンバブ
エにルーツを持っていらして、今回参加した外国につながる子どもた
ちの背景にも、通じるところを感じとってくださっていると思います。
そして本日通訳を務めていただくのは、山田カイルさんです。では
スチュワートさん、デイヴィッドさんよろしくお願い致します。

スチュワート・メルトン氏レクチャー
「劇場に来ない（来られない）人たちに向けたアウトリーチの紹介」

スチュワート　ご紹介ありがとうございます。通常のレクチャーを始
める前に、ちょっとおかしなことを皆さんにお願いしたいです。いい
ですか？そんなに長くはかからないと思いますので、お付き合いくだ
さい。

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

　私たちは今ここではない別の場所にいると想像してください。ここ
がどこで私たちがなぜここにいるのか。私たちは誰なのか、それを一
瞬忘れましょう。ソーシャルな場所、学校かもしれないし、信仰の場、あ
るいは、コミュニティ・センターかもしれません。どこかみなさんがよ
く知っている場所です。
　でも、私のことは良く知らない。皆さんは私のことは今まで見たこ

とがない。私を招待したのが誰なのか。皆さんが招待したのではな
い。それでも私は皆さんのこの見知った場所にゲストとして立ってい
る。私はどうやら皆さんより年齢が高い。みなさんとは服装が違う。
アクセントも違う。ここにいる誰とも知り合いではなさそうだ。このス
ペースを運営している偉い人たちとしか知り合いではない。私は自己
紹介をして、どこから来たのか皆さんに話します。その場所の名前は
東京芸術劇場。皆さんは東京芸術劇場に行ったことがありません。劇
場に行ったことすら、もしかしたらないかもしれません。「劇場」という
ものがどういうものなのか、あまり確かではないかもしれません。こ
の変な人は、なんで「劇場」なんかの話をしているのだろう？
　でも「演技」というものは知っている。映画でみたことがある。自分
ではない誰かを演じる。でもそういうことをするのは子どもや有名人
だけであって、皆さん自身ではない。この変な人は、何で私たちの時
間を無駄にしているのだろう。他に心配事はいくらでもあるのに。も
しかしたら皆さんは、引っ越してきたばかりかもしれない。物事の仕組
みが完全にわからないかもしれない。もしかしたら教育を十分に受け
られていないかもしれない。そのせいで職を得るのに苦労をしている
かもしれない。ジェンダーのせいで不当な扱いを受けているかもしれ
ない。もしくは、肌の色のせいで不当な扱いを受けているかもしれな
い。権威を持った人とのこれまでの交渉の中で嫌な思いを受けている
かもしれない。見知らぬ人を信用しないほうがいい、という合理的な
理由を皆さんは持っているかもしれない。誰といてもどこにいても孤
独を感じているのかもしれない。子どもたちに食事を与えるために、
自分が食事を抜くことがあるかもしれない。今夜の寝床がどこになる
のか知らないかもしれない。生き延びるために、次に何をするのかわ
からないかもしれない。
　そんな状況なのに、なぜ劇場に来たいと思うのでしょう。なぜアウト
リーチのプロジェクトなんかに参加しなくてはいけないのでしょう。こ
の安泰で見知ったあなたたちのソーシャルな場所を、なぜ離れないと
いけないのか。私は何を言ったり、したりすればその気持ちを変えて
もらえるのか。

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

　「共感」という冒険について来て頂き、ありがとうございます。こうい
う始め方をしたのは、参加者の視点ではなく、ファシリテーターや主
催者の視点、組織の視点からワークショップを考えるというのは非常
に簡単なことだと思うからです。私が参加するすべてのプロジェクト
で、それは昨日一緒にやった子どもたちでも、移民や難民のグループ
とお芝居をつくるときでも、学習障害のある子どもたちでも同じなの
ですが、いつも参加者の勇気にすごく驚きます。ここに至るまでにそ
の人たちが乗り越えてこなければならなかった障害というものに驚愕
するのです。
　そのため、今日はそのような人たちを手助けするために私たちに
何ができるかということを考えたいと思っています。こうした障害を
明らかにし、より効果的に彼女／彼らに関わっていく方法というのを
探りたいと思っています。デイヴィッドも先週彼のレクチャーで劇場に
来ない、リーチするのが難しいグループとの関わり方についての好例
を紹介してくれたかと思います。特にカンパニー・スリー（Company	
Three）という劇団の実践や、キルン劇場（Kiln	Theatre）のマッピン
グ・ブレント・フェスティバル（Mapping	Brent）などがそうだったと思
います。彼が選んでくれた先週の内容と今週の内容を重複しないよう
にしたいと思っています。　

「劇場に来ない（来られない）人たちに向けた
アウトリーチの紹介」

	

英国のドラマ教育の現場より
ファシリテーターのためのワークショップ

日時：2 0 1 9 年 2月 2 4日（日）1 1 : 0 0 ～ 1 3 : 0 0

講 師
        スチュワート・メルトン Stewart Melton
        デイヴィッド・ギルバート David Gilbert
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　同じ街にあるブリストル・オールド・ヴィック（Bristol	Old	Vic）、こ
ちらは1766年に建ちましたが、ギリシャの神殿あるいは宮廷を模し
た建築です。こちらの劇場は改築工事が終わって間もないです。モダ
ンなガラス壁面の部分が大きく足され、中にはカフェや座席があり、
パフォーマンスがある時だけでなく、一日を通して訪問者を迎え入れ
ることができます。もとの建物の左側のところがそうです。
　昨年、この劇場の芸術監督は、ブリストル・オールド・ヴィックを建て
た初期の投資家たちが奴隷産業、あるいはその関連する産業で財を
成した可能性が非常に高いということを認めました。正面のガラス玄
関のシャッターには詩が引用されています。地元のアフロ・カリブ系の
詩人、マイルズ・チェンバーズ（Miles	Chambers）の「ブリストル、ブ
リストル（Bristol,	 Bristol）」という詩です。その詩ではブリストルの
歴史的二日酔いというのが語られています。奴隷産業、奴隷制によっ
てつくり出された社会的ヒエラルキーとして、それが今日に至っても
英国に住む黒人に影響を与えているということが書かれた詩です。こ
の劇場はその暗い過去を消し去るのではなく、クリエイティビティを
もってそれに対することを選びました。
　1945年以降、過去の建築様式に対するバックラッシュというのが
発生しました。戦後の劇場の多くはブルータリズム様式で作られてい
ます。この様式は進歩的で階級性を伴わないと考えられていたから
です。有名な例として、バービカン・センター（Barbican	Centre）、
ロンドンのナショナル・シアター(Royal	 National	 Theatre)があ
ります。イングランド北部のニュー・キャッスルのノーザン・ステージ
（Northern	 Stage）という地域劇場や、イングランド中西部のコベン
トリーのベルグレード・シアター（Belgrade	Theatre）のような、もう
少し小規模な劇場もミニマリストの建築様式を採用しました。
　今日の英国では、ブルータリズムというのは議論の対象となる建築
様式です。建築家や階級の高い観客の中では未だに人気が高いので
すが、多くの人にとっては安く作られて、メンテナンスがあまりされて
いない公共住宅を連想させるのです。何よりもバービカン・センター
のような巨大な建築物に威圧感を覚える人も少なくありません。この
むき出しのレンガやコンクリートを素晴らしいと思う人もいるかもし
れないけれども、特徴がないものだと感じる人も多くいます。こうした
建物の中で何が起きているのかわかりません。行ったことがない人が
一目でここが劇場だということがわかるでしょうか。
　この写真は、かつてのリバプール・エブリマン劇場（Everyman	
Theatre）というところです。2011年に工事を行ったのですが、その
直前に撮られた写真です。ご覧のように、正面玄関の様子からこれは
何のための建物かというのが分かりません。窓も無く、入り口は奥の
ほうに隠されています。この四角形の部分が通りのほうに押し出して
いるので、入り口のところに影がかかってしまいます。通り過ぎる人
は中で何が起こっているのか、誰がいるのか目にすることができませ
ん。色は制服のような茶色とグレー。まるで劇場が隠れようとしてい
るようですね。
　次の写真が今日のリバプール・エブリマン劇場です。深く閉ざされ
た扉や檻のような入り口の柱が新しくされました。光にあふれたガラ
ス扉と自動ドアで、ロビーが通りにそのまま続いているような印象で
す。無表情な突き出し部分はなくなりました。代わりに設置されたの
が、人気の「ポートレートの壁」です。リバプールに住むすべての人々、
あらゆる人々の105の白黒写真です。街中で行われた撮影会で撮ら
れた何千枚の写真の中から選ばれました。この劇場の「人民による人
民のための劇場であろう」というコミットメントを反映した作品です。
　舞台も客席もロビーも、障害のあるパフォーマーや観客がアクセス

　そして今日、この後にワークショップが予定されていますが、そこで
はより具体的なファシリテーションのテクニックの部分からこういうこ
とを考えたいと思っています。ただ今日は私たち自身の体験や、私た
ちが普段とっているアプローチ、演劇の実践者として私たちが持って
いる傾向のようなものに焦点をあてたいと思っております。

1．劇場に来ない（来られない）人たち、届けるのが困難な人たち
とは

　まず劇場に来るのが困難、あるいはこちらから届けるのが困難、と
いうことをもう少し細かく説明したいと思っています。インターネット
で見つけた定義は次の通りです：

　アウトリーチグループ、演劇を届けるのが難しいグループというの
は、プランニングのプロセスの中で、意思が十分に代表されていない
グループ、あるいは参加のプロセスの中で、その参加の度合いが限ら
れているグループのことです。

　これは民族性や言語の問題かもしれないですし、障害のある方や、
若者、高齢者、読み書きに問題を抱える人、あるいは単に自分が参加
することに意味を見出せない方などが含まれます。もちろんこういっ
た要素を複数持っている方もいらっしゃるかと思います。ですので、こ
れが今日お話しする劇場に関わるのが難しいグループの主な定義に
なります。お気づきのように非常に広い定義です。
　そして安易に使われがちな定義でもあります。私たちの社会の直
面している大きな課題を強く反映する集団です。あまりに大きな課
題なので、参加する方一人や、演劇のワークショップだけでは立ち向
かっていくことはできません。
　ですが、ちょっとこの単語をひっくり返してみたいと思います。最初
のストーリーでしたように、自分たちの向き合い方を振り返ってみた
い。最初のストーリーでしたように。参加者の視点から物事を考えた
いと思います。「演劇を届けるのが難しい人たち」と考えるのではな
く、もしかしたら私たちが関わっている組織、あるいは私たち自身が
アプローチするのが難しい実践者なのではないか。

2．建築という観点からみる劇場

　このスライドの一番大きな写真は、英国の国立の劇場、オールド・
ヴィック（The	Old	Vic）のかつての拠点です。1818年に設立され
て、築200年を迎えました。オールド･ヴィックを初めとする英国の多
くの劇場は18世紀、19世紀に作られました。こういった劇場は街中の
目立つところにあり、その都市のランドマークとして機能しています。
どの時代でもそうだと思いますが、その建築には建てられた時代の手
法ですとか、政治、あるいは偏見というものが反映されています。皆さ
んご存知にように1818年というと、英国は世界をまたにかける大帝
国でした。南太平洋オーストラリアから北アメリカ、カナダまでその領
地を伸ばしていました。
　この劇場建築は当時の多くの建築がそうであったように、大英帝国
の地位を称揚するものでした。その方法として採用されたのが、ヨー
ロッパの歴史のなかで最も偉大な帝国、ローマ帝国の建築様式を真
似ることでした。こうした荘厳な柱や壁面があると、劇場がより壮大で
権威があり、歴史があるように見え、芸術にとってのローマの再現の

できるようにバリアフリーになりました。ここで特徴的なのが、その建
築家、ハワース・トンプキンス（Haworth	 Tompkins）が誠実な素材
を選んだということです。地塗りの木の板やコンクリートが内装に選
ばれました。そのため、比較的一般的で、安価な素材が用いられてい
ます。こういった素材を使うことによって、気取っていない感じを出そ
うとしたのです。
　なぜこんなに建築にフォーカスしているのか？私は決してモダニス
トな建築をすべて破壊して高いお金をかけて全部取り替えるべきだ
と主張しているわけではありません。ただ、見た目も大事だと思いま
す。自分たちの持っている価値観を世界に発信するわけですから。自
分の劇場の名前の由来が奴隷商人だとしたら、それは自分たちが人
の命をどういうふうに考えているかについて、どのようなメッセージを
発していることになるのか。本当は自分たちのスペースに来て欲しい
と思っている人たちに、どんなことを発信してしまっているのか。
　私は演劇の実践者として、私たちは劇場建築を自分たちの実践の
メタファーとして使えると思っています。自分たちの服装あるいは態
度から私たちがどのようなシグナルを発信しているか。中には自分で
どうしようもないこともあります。ですが、大帝国の暗い過去、そして
太平洋圏の奴隷売買の過去というのは忘れられるべきではありませ
ん。そのように、私が若者や色々な参加者の人と一緒に演劇をしてい
るときに、私が享受してきた特権を見逃すことはできません。
　ただ、私はこうした過去、あるいは不平等をどのように認めるか。ど
のように認識して前に進むかということに関心を持っています。クリエ
イティブな介入をもって、例えば選び抜かれた詩を引用すること、ある
いは地域の人の写真を飾ることで、暴力的なスペースを、人を迎え入
れる場所に演出させることができる、そういうことに非常に興味を持っ
ています。私たちは、自分たちに対してもっとアプローチしやすい存在
に自身を変えるためにどういう選択をすることができるでしょうか。

4．多様な目的をもって訪れる場所にしている劇場

　インクルーシブな雰囲気をつくるというのは見た目の問題だけで
はありません。建物の中で何が行われているかが、もちろん一番大事
です。イングランドとウェールズとの境界に近いチェスターにストー
リーハウス（Storyhouse）という劇場があります。映画館でもあり、レ
ストランでもあり、図書館でもあります。オープンしてから１年で100
万人以上の方が訪れました。
　この会場がオープンする１年前、2017年の段階では、このチェス
ターの街には劇場も映画館もなくなってしまい、図書館も閉鎖の危
機となっておりました。このストーリーハウスの背景にあったアイデア
というのは、この３つの効果的なリソースを合体させることでお互い
の観客層を拡張することができるだろうということでした。劇場と映
画館のロビーとなっている部分は、その公共の図書館、そしてカフェ
の役割も同時に果たします。図書館の営業時間は劇場と映画館にな
らいます。日によっては夜の11時に空いていることもあって、英国で
もっとも営業時間の長い図書館です。観客は公演の始まる前、終わっ
た後、あるいは休憩の間に図書館に本を見ることができます。同様
に、図書館を訪れた人も演劇のプログラムの情報を得ることができま
すし、時にはロビーでパフォーマンスが定期的に行われています。
　ある意味では、ストーリーハウスのそれぞれの要素は、アウトリーチ
のプログラムとして機能しています。演劇が図書館を支え、逆もまた
然り。こうした公共の手の差し伸べ方というのは色々な形があるだろ
うと思います。

ような素晴らしいものだと思うのかもしれません。
　ですが、かつて英国の植民地とされた国から来た人にとっては、別
の感覚を持つことでしょう。その植民地主義や、植民地での搾取を肯
定しているのだと受け取る人もいるかもしれません。英国は、今でも
人種差別や人種の経済的な不平等が社会の中に深く根付いていま
す。そのような環境の中で、こうした帝国的なイメージはかつての植
民地から来たコミュニティの方を遠ざけるのではないでしょうか。
　スライドの右上の写真はシアター・ロイヤル・バース（Theatre	
Royal	 Bath）の建物です。建築されたのは1805年、オールド・ヴィッ
クよりもさらに古いです。この外観をみると、その建築様式が英国の
貴族階級がかつて住んでいた屋敷に非常に似ていると思います。ひ
いては、英国が今日でも非常に階級を重視するヒエラルキー重視の
社会だということを実感します。この建築様式は、私たちに「ここは貴
族だけ来るところだ」、と言っているのではないでしょうか。私のよう
な平民は「お呼びでない」、というふうに言っているのではないでしょ
うか。
　最後の写真は、ヒズ・マジェスティーズ（His	Majesty’s	Theatre）
という劇場です。私はスコットランド東北部のアバディーンというとこ
ろで育ったのですが、その私の地元にある劇場です。オールド・ヴィッ
ク同様、古典的な建築様式も使われていますし、隣の教会と同じよう
なドームがあります。つまり、この中にいるときは非常にまじめで神妙
な態度でなくてはいけない、ということでしょうか。教会で何かを崇拝
している時のように。「劇場に行くのって楽しいことだ」と私は思って
いたのですが。
　こうした建物が発しているサインはさておき、英国の劇場というの
は、そもそも様々な観客が参加するのに物理的に容易なところでは
ありません。例えば車椅子の方はオールド･ヴィックの正面玄関から入
ることができません。横にある別の入り口から劇場職員の補助を得な
いと劇場に入ることができません。多くの劇場は高齢者のためのエレ
ベーターを設置しておらず、女性のトイレが少ないことも珍しくありま
せん。こうしたことの積み重ねが、劇場とは広く万人を受け入れる場所
ではないのだ、というイメージをつくることに貢献してしまいます。

3．新しい劇場のあり方を求める取り組み

　今、こうした建築やその建築にまつわるパブリックイメージの中に
潜む歴史的な難題に真っ向から挑戦しているアーティストのグループ
や組織が存在しています。
　スライドの写真にあるコルストン・ホール（Colston	Hall）というの
は、イングランド西部のブリストルにあるコンサートホールですが、ビ
ザンチン様式で立てられています。例によって、ヨーロッパのかつて
の大帝国の建築様式を用いているわけです。劇場の名前となってい
るのは17世紀のビジネスマンであり、投資家のエドワード・コルストン
（Edward	Colston）です。コルストンはブリストルの人々には非常
に寛大でしたが、他国の人とは大分違った関係を持っていました。コ
ルストンは奴隷の売買で財を成しました。そして奴隷を用いる産業、
例えば砂糖産業で財を成しました。
　近年ではマッシヴ・アタック（Massive	Attack）といったアーティス
トたちが、こんな人の名前のついた会場ではパフォーマンスができな
いと言って公演を拒否するということがありました。このキャンペーン
は成功に終わったようです。コルストン･ホールは今改修のために休
業中で、運営している団体の発表によると、再開の時に名前は変わる
そうです。
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のは、国の教育プログラムによって再強化されます。彼らの作品が学
校で学ばれることで、得られる収益というのが劇場にも保障されま
す。歴史的な劇作家を取り入れないプログラムをつくると、収益が無
くなるのではないかと考えている劇場の運営者も多くいます。チケッ
トの売り上げが彼らの手にかかっているのです。しかし、こう感じる運
営者は、観客ではなくて自分の文化的なバイアスを映しだしているよ
うに思います。英国の劇場を運営している人の多くは、今でも白人、
男性、金持ちです。彼らが大好きな劇作家とまったく同じです。舞台
の上で多くの人をより多く表象する演劇というものを考える前に、舞
台裏でそれを実践しないといけないのではないでしょうか。劇場のコ
ントロールを新しい人に渡さないといけないのではないでしょうか。
　ホースクロス（Horsecross）という団体が運営しているパース・シ
アター（Perth	 Theatre）は、「テイク・オーバー（Take	Over）」、支
配という名のプロジェクトを実施しています。子どもや若者が一日劇
場の運営を任されます。この「テイク・オーバー」のプロジェクトチー
ムは、ワークショップやパフォーマンスを一日かけて行い、そのすべ
てが若者によって実施されました。地元のバンドに舞台を渡したり、
障害のある子どもたちのためのダンス・ワークショップ、スコットラン
ドの管弦楽団とワークショップなどが開催されたりしました。さらに、
18歳未満しか参加できないパーティもありました。
　若者に支配権を明け渡すという劇場は、このパース・シアター
だけではありません。ヤング・ヴィックや、バターシー・アーツ・セン
ター（Battersea	Arts	 Centre）もこのテイク・オーバー・プロジェ
クトをやると発表しています。ヨーク・シアター・ロイヤル（York	
Theatre	 Royal）も、こうした形で行われるフェスティバルを長く運
営しています。フェスティバル自体はひとつの週末だけで行われま
すが、プロジェクト自体は何ヶ月もかけて準備されます。若者が劇場
に招かれて、芸術監督も含めて、劇場スタッフについて学ぶ機会が
得られます。
　皆さんの予想どおり、若い人たちが作成したプログラムというの
は大人たちがつくるものとはずいぶん違っています。例えば先ほど
言った障害のある人のためのダンス・ワークショップは、若者が大人
たちに方向を示しているように思います。
　非常に短く、また選択したものだけですが、このケース・スタディが
皆さんの役に立っていると嬉しいです。私がここまで取り上げてきた
課題というのは、英国に特有なものが多くあっただろうと思います。
ただ皆さんにも、自分が働いている建物はどんな政治思想を反映さ
せているのか、ということを問いかけたいと思います。皆さん自身が
実践者としてどのようなシグナルを発信しているのか。皆さんには見
えないかもしれないけれども、市民にとっては見える、そういう歴史
性が皆さんの働いている組織に付随していないか。英国の過ちとそ
の過ちを正そうとする努力から、皆さんに学んで頂けると嬉しいで
す。まだまだやらないといけないことはたくさんあります。デイヴィッ
ドと私もこの後のワークショップで実践的なアプローチをしたいと
思っています。ありがとうございました。

質疑応答

質問1　劇場に来ない人、来られない人にどのような告知をして
いますか？

デイヴィッド　普段劇場に来ないグループに情報を届けるには、やは
り直接関係を作るというのが一番早道だと思います。そういうグルー

　東京芸術劇場がコンサートホール、演劇専用劇場、展示施設等、複
数のスペースを抱えた場所であることに私は非常に興味を持ってい
ます。一番興味を持ったのは郵便局が入っていることです。それは
ちょっと英国では見たことがない。さらにすごいなと思ったのが、アー
トにまつわる施設が休館日で閉まっていても、郵便局は空いているこ
とです。
　他にも、穂の国とよはし芸術劇場では、ロビーに放課後などに高校
生がやってきて会ったり、勉強したり、そういうスペースとして使うこと
ができていた。これは劇場には一銭も入りませんが、その訪れる若い
人たちにとってはとても大きいことです。同様に私とデイヴィッドが働
いていた劇場、サザーク・プレイハウス（Southwark	Playhouse）で
は、カフェで無料の読書感想会をしていました。こうした取り組みはい
ずれもそういった機会がなければ劇場に来ることがないかもしれない
人を取り込む方法です。劇場に入ってもらうことができればプロジェク
トに参加したり、お芝居を観てもらう可能性はずっと広がります。

5．様々な人に観客になってもらうための取り組み

　演劇を観るというのは、英国は今でも高価な趣味です。ナショナ
ル・シアターの一番高いチケットというのは、72ポンド、これは日本円
でいうと、１万円以上です。ウエスト・エンドに行って、例えば『ハリー・
ポッターと呪いの子』を観ようと思ったら、もっとかかることがありま
す。100ポンド以上かかったりします。フリンジのチケット価格の平均
は25ポンド、大体3,600円程度です。これは一財産というわけではな
いですけれども、無駄にできる金額でもありません。特に収入に限度
がある人、例えば生活保護や失業保険といったものに依存している人
であればなおさらです。
　演劇というのは高価でエリート主義の芸術なのだというイメージ
は、このチケット価格のためと言えます。パフォーマンスが高価である
がゆえに、興味を持ってくれるかもしれない人の足が遠のいてしまう。
楽しめるかどうかもわからない経験に、なぜお金を、高いリスクを払う
のか。
　こちらのスライドに映っている会場はヤング・ヴィック（Young	
Vic）という劇場です。こちらはそういった層に対して新しい試みを
取っています。すべてのチケットの３分の１を無料で配ってしまうので
す。「テイキング・パート（Taking	 Part）」という教育普及部門がある
のですが、ここを通してヤング・ヴィック劇場は学校、コミュニティグ
ループ、あるいは若いアーティストにチケットを配布して招待します。
　条件はただ一つ「予約をしたら、チケットを取りに来てお芝居を観て
くださいね」ということ。コミュニティにチケットを差し出すことで個人
がその劇場と関係をつくり、そこで作られている作品をよく知っても
らうきっかけになると発信しているのです。最初は招待で無料だから
という理由で来た人も、そこでポジティブな経験をすれば、次は自分
でチケットを買ってみようかなという気持ちになってくれるかもしれま
せん。そしてこの説はどうやら正しいようです。ヤング・ヴィックの作品
は常にソールド・アウトです。
　ネイバーフッド・シアター（Neighbourhood	Theatre）という取り
組みもあります。教育普及部門のプロジェクトに参加している人も、
チケットを無料で受け取ることができます。ですが、チケットは観客に
とって無料である一方で、劇場にとっては当然コストが発生していま
す。ヤング・ヴィックは企業のスポンサーシップを得たり、個別のパト
ロンにアプローチしたりすることで財源を確保しています。イングラ
ンドの法的な助成団体あるアーツカウンシルからも多大な助成を受

プあるいはコミュニティがどこにいるのかを知り、実際にそこに出向
いてその人たちのことをよりよく知って、関係を作っていくというの
が最善の道だろうと思います。特に若い人に関しては、学校・教育を通
して情報を届けるというのが一番です。学校に行って、その学校、ある
いは先生たちと親密な関係を築くというところから生まれたいいプロ
ジェクトをたくさん見てきました。

スチュワート　私もデイヴィッドと同じ意見で、やはり直接会いに行っ
て、リサーチをする、どういうグループと関わりたいのか、そのグルー
プについてよく知るしかないと思います。普段のPRの仕方を踏襲し
てもいいと思いますけれども、例えばチラシであるとか、ポスター貼
りとか。わかりませんが、自分が関わりたいと思っているその特定の
グループに向けてそういった媒体をつくることが重要だと思います。	
例えば英国の場合は若い人と関わる時に、チラシはあまり効果的で
はありません。失くすし、読まないです。ソーシャル・メディアはとて
もいい方法です。ターゲットとする人たちが、どのプラットフォームを
使っているかを知らないといけない。英国ではフェイスブックは私の
ような古い人間に使われるツールです。若い人たちは、前だったらス
ナップチャット、今だったらインスタグラムです。また新しいものがで
きれば、そちらに移行するでしょう。ただ反対にソーシャル・メディア
から高齢者は排除されていくかもしれない。私の両親もそうですけ
れども、実際に手に取れる物理的なものがあったほうがいいという人
はいます。
　ただ強調したいのは、実際に会いに行って、そのグループと話をす
ること無しに得られるものはないということです。顔を突き合わせて
会話をするというのは、やはりどんなツイートよりもどんなポスター
よりも効果的ではないかと思います。

デイヴィッド　２つ付け加えたくて。１つ目は逆に皆さんに質問を返し
たいのですが、みなさんは劇場の情報をどこで得ましたか？あと大事
と思うのが、どういう風にその情報を得てほしいかを考えること。例え
ば、口コミでそのコミュニティの中で広がって欲しい、ということもお
もしろいかもしれないし、オンラインにかっこいいビデオを作って、そ
れを見てもらいたいということかもしれない。その情報を得るという
経験を、その人たちにとってどういうものにしたいかを考えることも
大事かなと思います。
　最後に、私が最初に劇場に行ったきっかけは、友達が行っていたか
らなのですけれども、「スマホのカメラで１分の映画を作っている」と
言われて、それがおもしろそうだなと思って私は初めて行ったのです。
なので、演劇をつくりに行くことでは全然なかったのです。だから、
そこもいろいろな関わり方があるということも付け加えたいと思い
ます。

スチュワート　その映画祭は覚えています。すごく昔にやった企画で
すけど。私の記憶が正しければ、私たち２人の共通の友人がキュレー
ションをしていた企画だったのですが。あれが、彼女がやった初めて
の「テイク・オーバー」的な企画だったかもしれません。彼女がそのス
マホの映画祭以前に演劇に関わっていたかわかりませんが、今は演
劇の演出家として成功しています。彼女には子どもがいて、白人では
ありません。英国の演劇界の中では、正当に評価されていないと言え
る人です。これ先に思い出していたらレクチャーの中に入れられたの
ですけど・・。

けています。
　トビィ・キエレマタング(Tobi	Kyeremateng)とダミロラ・オデロラ
（Damilola	Odelola）は、観客の中に黒人があまりにも少ないとい
うことにうんざりしていました。黒人、あるいはユダヤ系アーティスト
が英国の舞台で発表の場を少しずつ得てきています。ただ、観客構成
がそれぞれのアーティストのコミュニティのあり方を表しているかと
いえば、そうではありません。劇場の観客の多くは白人です。
　彼らはあまりにもうんざりしたので、この問題をどうにかしよう
と決心しました。「ブラック・チケット・プロジェクト	 (Black	 Ticket	
Project)	」というものを始めて、クラウドファンディングを立ち上げま
した。イヌア・エラムス（Inua	Ellams）という作家の『バーバー・ショッ
プ・クロニクルズ（Barber	 Shop	Chronicles）』という作品を若い黒
人の観客に見せるために、30枚のチケットを購入しようというクラウ
ドファンディングです。最初のクラウドファンディングは当初の目標金
額を数日間で達成させて、最終的に2,000ポンド以上のお金が集まり
ました。ナショナル・シアターと提携して、彼らは黒人の若者やティー
ンエイジャーのために、250枚以上の劇場のチケットを購入しました。
そうでなければ、劇場に来ることがないかもしれない人たちです。
　２回目のクラウドファンディングでは、3,000ポンド（約42万円）以
上集まりました。この資金を使って、２人の黒人の演劇実践者の舞台
のチケットが170枚以上集まりました。若者や劇場から非常に大きな
レスポンスがあったので、キエレマタングもオデロラも、これを国中
のプロジェクトにしようと動いています。このスキームを長期的にサ
ポートするような、財源を確保するすべを探しています。

6．多様な人の生き方が舞台上で表象されるには

　「ブラック・チケット・プロジェクト」のようなイニシアティブを通し
て、黒人あるいは移民の作家の声が届きはじめているとはいえ、英国
の演劇界はその社会を正当に表象できているとは言いがたい状況で
す。演劇のシーンというのは未だ一握りの劇作家にほとんど握られて
いると言えます。
　強調しておきますけれども、彼らの個別の作品を、私はとても敬愛
しています。時々彼らの芝居を観るのはとてもいい経験です。ただ、
他の劇作家の誰よりも彼らの作品が多く上演されているように思う
のです。「大体みんな同じだなぁ」と思われると思います。全員白人、
男性、金持ちで、何世紀も前に死んでいます。自分の人生が反映され
たようなものを舞台上で見ることはないというのは非常に残念なも
のだと思います。そして芸術の様式も、同じ狭い視点を繰り返すのは
不健全だろうと思います。
　その意味において、私たちのアウトリーチも難しくなっていくわけ
です。業界がずっと前に死んでいる、金持ちの白人にこだわってばか
りいる時に、劇場にただでさえ疑念をもっている人たちにどうやって
関わっていくかというのは大変難しいことです。
　別の芝居をプログラムに盛り込むという手があるかもしれません。
シェイクスピアも時々はいいですが。現代に設定された劇をやる、多
様な登場人物がその中に登場する、生きている劇作家が書いた作品
を上演する、その作品を通して今日の社会の状況を表象する、こう
いったことが重要です。
　簡単なように聞こえますが、「これは難しいことだ」と主張するディ
レクターも少なくありません。シェイクスピア、チェーホフ、イプセン、
あるいは古代ギリシャのようなブランド、そのような認識が与えられ
ている劇作家は多くありません。こうした作家の特権的な位置という
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いった目的で行われているかにも関わってくると思います。
　演劇とかアートそのものについてフォーカスが当てられているよ
うなプロジェクトもありますし、さっき見た例のように若い人たち、そ
のテイク・オーバーする人たちが「いや演劇じゃなくて別のことをやろ
う」と、今必要な問題を考えるには別の方法があるのではと言って、違
う形が採用されることもあります。その内容について、やはり劇場側
と参加者の側でお互い何を成し遂げたいのか、お互い何が必要だと
思っているのかについて、ベストなところを探る話し合いが必要なの
かと思います。正解はないと思うのですけれども、お互い誠意を持っ
て、お互いのベストを探す話し合いを続けていく必要があるだろうと
思います。

スチュワート　あと、そのテイク・オーバーの規模、どのくらいそれを
行うのかということも、大人と子どもの関係に関わってくると思いま
す。例えば、ヨーク・シアター・ロイヤルの場合、テイク・オーバーの芸
術監督はプロフェッショナルの芸術監督の仕事に何ヶ月もついてまわ
りました。できる限り色々な状況で、その芸術監督について行ったと
思います。中には稽古のように面白いものもあれば、だいぶつまらな
いものもあっただろうと思います。会議ですとか。そして、時が経つに
つれて、徐々にそのテイク・オーバーの芸術監督に色々な権限と責任
が渡されていった。ついて、まわって、見て、聞いて、というところから
自分たちで何かを実際する、というところに移行していきました。
　さっき例にあった、デイヴィッドも参加したスマホの映画祭でいえ
ば、これはまた少し規模感の違うプロジェクトだったと思います。運営
していた若い人たち、参加者たちが、最初からもっとずっと自由を与
えられていた。コーディネートしているプロフェッショナルはある種
のメンターとして彼女／彼らと向き合っていきました。彼女／彼らに
色々問いかけ、彼女／彼らの問いに答えながら、「達成されなければ
いけない」というポイントはちゃんと達成されるように確かめていっ
た。「広報はやっていますか？」、「プレスリリースは出しましたか？」、「テ
クニカルディレクターに話をしに行きましたか？」、「舞台監督がちゃん
とやりたいことを把握していますか？」といったように、非常にファシリ
テーターと参加者の関係に近かったと思います。
　英国ではこういう「テイク・オーバー・プロジェクト」には、色々な形
のものがあります。表面だけというものもあれば、とても深いレベル
でその経験を果たすのもあります。それはその時々で、その劇場が提
供可能なものは何なのか、ということによるだろうと思います。

司会　ありがとうございます。それでは時間になってしまったので、
もう一問だけご紹介させていただきたいと思います。昨日の地域の
青少年支援センターとの発表会を見に来てくださった方からの質問
です。

質問5　昨日、子どもたちは楽しそうでした。ジャンプの子たちと
やっていた最後のアクティビティは、あの後どのように展開して
いくのでしょうか？社会的なテーマを、ドラマを通して考えるよう
なものに展開していくのでしょうか？

司会　補足させていただくと、「中高生センタージャンプ」という、主
な利用対象者を中高生とした放課後支援施設が豊島区にあり、そこ
に来ていた子どもたちのことを指しています。最初にご案内したよう
に、演劇などに興味がない子たちで、４回のワークショップを設定して
いましたが、来たり来なかったり、途中で抜けたり、「来る」といっても

質問2　青少年に対するアウトリーチの有効性はよくわかりまし
たが、大人たちの無関心さにどのように立ち向かうべきですか？

スチュワート　ちょっとすぐには答えられないですね。ただ自分でこ
の問題を解決しようとするなら、何がその大人たちを無関心にして
いるのか？ということに目を向けなければいけないと思います。それ
は、もしかしたら「自分たちの声が聞かれていない」という感覚がある
のか。だとすれば、非常に簡単な答えがあるわけですよね。その人た
ちの話に耳を傾ければいい。「希望がない」と感じているのでしょうか。
だとすれば話をして、なぜそういうふうに感じるのかを聞かなければ
いけない。
　なので簡単な答えは残念ながらありません。もっとリサーチが必
要かなと思います。ただ、１つ、是非皆さんに促したいものとして、こ
うした参加者になりうる人をエキスパートとしてみてほしいです。彼
女／彼らは自身の経験、人生の経験においてのエキスパートです。そ
して、私たちはエキスパートから常に学ぶべきだ、と。

質問3　高齢者のコミュニティが増えていますが、高齢者向けの
取り組みがあれば紹介してください。

デイヴィッド　２つ例を挙げたいと思います。１つは実践的な例で、
ロンドン・バブル（London	 Bubble	 Theatre	 Company）という
劇団が「ティー・ブレイク・シアター（Tea	 Break	 Theatre）」という
プロジェクトを運営しています。その取り組みは高齢者のケア施設
に出向いて、そこに暮らす高齢者の人たちとお話しをして、色々ア
クティビティをします。そして会話を通して自分の物語を語ってくれ
るようになったり、最終的にこういうテーブル越しに上演される小さ
なパフォーマンスができることがあります。ウェブページ（※）にビ
デオなども載っていたかと思うので、是非見ていただければと思い
ます。
　そのプロジェクトの本質としては、やはりそういう高齢者が集まっ
て暮らしている施設の共有スペースに出向いて、皆さんそこに暮ら
しているのですが、部屋から出てきた人と一緒にいろんなアクティ
ビティをやって関わっていくということです。今紹介したロンドン・バ
ブルは劇団なので、自分たちのスペースではなく、すでにある色々
な所に入っていってそういう活動をします。
　すばらしい取り組みをしている劇場として、オーバルハウス・シア
ター（Ovalhouse	 Theatre）があります。何をやっているかとい
うと、「テイク・オーバー」と少し似ているのですけれども、その地域
の高齢者のコミュニティが毎週月曜日にその劇場に行って、そのカ
フェを乗っ取ってしまう。カフェを自由に使ってもらうのですね。月
曜日の午後にその劇場に行くと、カフェはおじいさんたちとおばあ
さんたちがクイズをやっているのでカフェに入れません。ファシリ
テーターみたいな人が来て、椅子に座ったままできるエアロビクス
かピラティス、そういうのをやったりしています。だから毎週月曜12
時から18時くらいはカフェは使えません。	
　残念ながら私はそのプロジェクトがどうやって始まったかよく知
らないのですが、その地域にはカリブ系の人とかアフリカ系の人が
すごく多いので、そういう人たちが劇場に仕掛けたという感じです。
女性が多いのですけれど、男性もちらほら参加しています。もしか
したら例えばアーティストがクラスを持っていたところから発展し
たとか、そういうところから始まったのかと思います。
　これが素晴らしいと思うのは、やはりコミュニティの人たちが、自

来なかったりで、最後までこのワークショップが発表会にたどり着く
のかわからない、という状況でした。小学生のほうはかなりパフォー
マンスとして形になっていたのですが、高校生はエクササイズのよう
なものを発表しました。それがその後どのように展開していくのか、
というご質問です。

スチュワート　あの個別のアクティビティに関して言えば、このプロ
セスを確証するということもできたと思いますし、それを発展させて
いわゆる「劇」のようなものにすることもできただろうと思います。終
わった後ファシリテーターの間で議論していたのは、あのエクササイ
ズにどのように感情の振り幅を持たせることができるだろうか、という
ことです。その輪の中にもう少しコメディの瞬間というか、楽しさを構
造的に組み込むにはどういう方法があるだろう、とファシリテーター
は皆関心を持っていました。
　昨日の参加者たちとのプロセスは、非常に短い時間で行われたも
のです。あのアクティビティを皆に紹介したのはパフォーマンスのわ
ずか１時間前です。もっと時間があれば、例えばそこにその喜劇的な
側面を加えるようなレイヤーを足したり、台詞を足したり、それを場面
に発展させたりということができたかもしれないと思います。同様に、
社会的な問題や課題を探求するエクササイズとして活用する方向に
使い続けることもできたと思います。
　今回の例で言えば、そのエクササイズが全員にとって安全な空間を
つくるためのメタファーとして機能することが重要だというふうに感
じています。私が一緒にやったファシリテーターの皆さんは、あのアク
ティビティにすごく責任感をもって用いてくれていました。参加してく
れている子どもたちの個別の経験にとって、具体的になり過ぎないよ
うに気をつけてくれていました。
　ただ、参加者がその具体的な自分の経験と結びつけて、それにつ
いて本人たちが心地よく話せるというのであれば、参加者の抱えて
いる具体的な問題と結びつけて話を進めていくこともできただろう
と思います。私の今の実感ですと、社会の中の排除とかそういう問題
を探るのであれば、違ったアクティビティや考慮でそれを続けていく
方がよかっただろうと思います。ただそれは私の想像力の欠如かもし
れません。

※ロンドン・バブルのウェブサイト
https://www.londonbubble.org.uk/

分たちが使えるように劇場のスペースを使っているというところで
す。毎週来てくれるので、そこから劇場のプログラムの情報を得て
もらうこともあるかもしれないですし、好きに使ってもらっていると
いうのはすごくいい取り組みだと思いました。

スチュワート　デイヴィッドがまだ10代だった頃、彼はカンパニーを
作ったのです。私が以前働いていた劇場を拠点にした若い人たちの
ための劇団です。グループが集まるのは週２回、水曜の夜と土曜の
朝です。毎回ここで自分たちに関心のあることを探求したり、その劇
場のプロの使う舞台で上演される作品を稽古したりしていました。
今同じ劇場が高齢者の劇団をやっています。確か60歳以上の人の
ための劇団です。若い人向けのカンパニーと同じように運営されて
います。自分たちの上演作品を作っています。若い人たちのカンパ
ニーは放課後・夕方・夜にそのセッションを行うのですが、高齢者劇
団は朝にセッションをやっています。個別の参加者のニーズに合わ
せてやっているわけです。若者の劇団は戯曲のあるものを取り上げ
て、そこから作品をつくることが多いですが、高齢者の劇団は台詞を
覚えるのが難しいのですね。なので、ディバイジングを用いて自分た
ちで内容をつくり上げたり、即興を用いたりする場合が多いです。
　１年くらい前に、若い人向けの劇団と高齢者劇団のコラボをしまし
た。この２つのカンパニーが一週間共同作業をして、お互いいい経
験になったのではないかと思います。若者たちはその高齢者の人た
ちが語る経験、物語にすごく感心していましたし、若い人たちのポジ
ティブさやエネルギーが、目に見えて高齢者の人たちにいい効果を
与えていました。
　先ほど出た「無関心な大人」という話に少し立ち戻りたいのです。
先ほどの回答が不完全だと思ったので。これもやはり皆さんに参加
者の身になって考えてみてほしいと思います。今日のレクチャーの
始めに皆さんにお願いしたのと同様です。
　「無関心」というのは、こうした特定のグループを見る時に役に立
つ視点ではないかもしれない。例えば私の母国では、貧困の人が無
関心であるとか、活力がないというふうに言われてきた経緯があり
ます。選挙に行くとか、そういう市民活動に参加しないことを長らく
批判されてきました。ただ、よく見てみると、この人たちはそうした
市民活動に深く関わっているどころではなくて、ものすごく怒ってい
るのだということが分かりました。英国のブレクジットの状況を追っ
ている方もいらっしゃるかもしれませんが、離脱投票というのは、こ
うした怒りを抱えた人たちが、そのいわゆる表現するための必須の
手段だったのだと思います。そして今皆がその結果を背負って生き
ているのです。

質問4　「テイク・オーバー・プロジェクト」で、子どもたちが企画
を立てるとき、大人はどのように関わっていたのか教えてくださ
い。アドバイスなどしたのでしょうか。

デイヴィッド　やはりその若者たちが何をやりたいのか、それをどう
実現できるかについての話し合いになるだろうと思います。そういう
話し合いの中で大事だと思うのが、「最終的な成果が何になるのか」を
考えること。先ほどスチュワートの指摘もありましたが、そういうきっ
かけに参加してくれている人というのは、「自分たちの機会が与えら
れていない」、「自分たちの声が聞かれていない」、「自分たちが何かに
参加することが正当にできていない」という感覚を非常に敏感に持っ
ています。もちろんその「テイク・オーバー・プロジェクト」自体がどう

Lecture 5
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概要

英国のドラマ教育の現場で活躍するファシリテーターを講師に迎え、

演劇ワークショップを通して社会的包摂について考えました。プロ

のファシリテーターを目指す方のための「プロフェッショナル養成

コース」は全 11 回の連続講座で、ファシリテーション・スキルの

向上を目指し、講師との面談で各自が抱える課題や目標を明確

にし、学校等での現場実習を重ねました。また一般向けクラスとして、

特別支援教室の子どもや移民・難民とのファシリテーションを学ぶ

ワークショップや、英国の様々な教育普及プログラムを紹介する

レクチャーを実施しました。

2019 年度 英国のドラマ教育の現場より

ファシリテーターのためのワークショップ

―演劇ワークショップから考える社会的包摂ー

ワークショップ概要

実施期間：2019 年 11 月 17 日（日）～ 12 月 1 日（日）

会場：東京芸術劇場、調布市立滝坂小学校、豊島区立朋有小学校Workshop
【 2 0 1 9 年度 】
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日程

講 師

  スチュワート・メルトン　Stewart Melton

ダニエル・ベーカー＝チャールズ　Danielle Baker-Charles

通 訳

河井 麻祐子（ワークショップ・レクチャー）

鈴木 なお（ワークショップ）

主催：公益財団法人東京都歴史文化財団	東京芸術劇場

11月18日（月）～12月1日（日）	※11月23日（土・祝）～25日（月）、27日（水）は休み

≪オリエンテーション≫
11月18日（月）	13:00～16:00

≪フィードバック≫
12月1日（日）	14:00～16:00

≪見て学ぶWS≫
11月19日（火）、20日（水）	13:00～16:00
「ゲームやエクササイズの紹介」

≪実践で学ぶWS≫
11月26日（火）	13:00～19:00
「講師による近隣施設へのアウトリーチ」

　
11月21日（木）	13:00～19:00
「特別支援教室へのアウトリーチ」

　
11月28日（木）、29日（金）、30日（土）		
13:00～19:00
「参加者による近隣施設へのアウトリーチ」

11月22日（金）	13:00～16:00
「まとめ」

12月1日（日）	10:30～13:00
「発表&まとめ」

11月18日（月）	18:30～21:30
「特別支援教室の子どもとの
ワークショップ・ファシリテーション」

11月17日（日）	18:30～21:00
「英国のワークショップ・
ファシリテーションの紹介」

11月24日（日）	18:30～21:30
「移民・難民との
ワークショップ・ファシリテーション」

11月20日（水）	18:30～21:00
「先駆的なワークショップを展開する
英国の芸術団体の紹介」

ワークショップ（上級編）【連続講座：プロフェッショナル養成コース＜全 11 講座＞】

単発講座：ワークショップ

単発講座：レクチャー
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Lecture 6

趣旨説明

司会　本日は、日曜日のお休みのところ、夜間のレクチャーにも関わら
ずご参加いただきましてどうもありがとうございます。「英国のドラマ教
育の現場より	ファシリテーターのためのワークショップ」は、英国の先駆
的な事例に学びながら社会包摂にいかに演劇ワークショップが活用で
きるかを考えて、実践していくかを試みる企画として、すでに2016年か
ら「社会の課題に向き合う演劇ワークショップ」というタイトルで開始し
ており、今年で4年目を迎えました。本日の講師のスチュワートさんは、
初年度からお越しいただいているので４年目ということになります。
　この4年間いろんな話し合いを持ちまして、最初は英国の事例紹介だ
けだったのですが、少しずつ日本で実際に活躍していただける人たち
を育て、活動の場を増やしていくということにフォーカスし、実際にプロ
フェッショナル講座という連続講座を今回は設け、プロフェッショナルの
人材の育成に努めております。またその一方で、今回が初めてという方
や、演劇ワークショップについてあまり馴染みがない、という方にもぜひ
幅広く知っていただきたいと考えております。本日の講座では、最初に
スチュワートさんからお話いただき、後半に質疑応答の時間を設けます
ので、その時にもう1人の講師であるダニエルさんにも一緒にお答えい
ただきたいと思っております。

講師紹介

　スチュワートさんとダニエルさんのプロフィールを簡単にご紹介
させていただきます。スチュワートさんは劇作家であり演出家、ドラマ
トゥルク、ファシリテーターでいらっしゃいまして、ロイヤル・シェイク
スピア・カンパニー(Royal	 Shakespeare	Company)や、オーバル
ハウス(Ovalhouse)、アルコラ劇場(Arcola	Theatre)などのドラマ
トゥルクとして活動されています。英国のロンドン・アカデミー・オブ・
ミュージック・ドラマティックアート(London	Academy	of	Music	&	
Dramatic	Art)という大学やセントラル・スクール・オブ・スピーチ・ア
ンド・ドラマ(Central	 school	of	 speech	and	Drama)という応用
演劇の分野で有名な大学でもファシリテーションや演劇創作を行って
いらっしゃいます。また、最近のご活躍としては彼が劇作家として書か
れた『アイランダー(Islander)』という作品で、エジンバラ・フェスティ
バル・フリンジにて最優秀ミュージカル賞を受賞したばかりということ
で、大変なご活躍をされています。　
　もう1人の講師ダニエルさんはロンドン大学ゴールドスミスカレッ
ジのドラマ・シアター・アーツ学科を卒業されています。ヤング・ヴィッ
ク劇場（Young	Vic）というロンドンのとても有名な劇場の演出家や、
シナジー・シアター（Synergy	 Theatre）のエデュケーション・マネー
ジャーを経て、現在は複数の劇場においてファシリテーターや演出家
として活動されています。ちょっと珍しいご活躍としては刑務所でのド
ラマプロジェクトをご専門になさっていまして、子ども、青少年、大人な
ど、多様な方とのドラマ創作を得意とされています。本日通訳を務め
ていただくのは河井麻祐子さんです。よろしくお願いします。

スチュワート・メルトン氏レクチャー
「英国のワークショップ・ファシリテーションの紹介」

1　レクチャーの目的

スチュワート　みなさんこんばんは。今日はようこそお越しいただき
ました。ご紹介、ありがとうございます。
　今日の目的というのは英国の劇場や参加型アートのカンパニーで
子どもたちや学生さんたちと創作や、ワークショップをする時にどの
ような方法を用いているかについて、私が持っている情報を共有でき
たらと思っています。
　英国では参加者と何か作品をつくる、パフォーマンスをつくるとい
うことにフォーカスしているカンパニーもあれば、社会のなかで見放
されている、無視されているような人たちと演劇スキルを使って何か
をするということを目的にしているカンパニーもあります。一般の人
たちが自分たちの世界の周りで何が起きているかを経験したり、調べ
たり、正しく認識したりすることを助ける方法を新しく考え出そうとし
ている人たちもいます。私が今からご紹介するケーススタディが完全
なものというのではありませんが、私のいるロンドンの劇場やファシリ
テーターたちについて、より詳しくお伝えすることになると思います。
それはなぜかというと、ロンドンの人たちが一番というわけではなく、
一番私にとって馴染みがあり、目的や方法をよく知っているからです。

2　子どもや若者との演劇を用いた参加型の実践 

　最初に、演劇を使って学校がより色々な人たちを受け入れられる
場所にするためのお手伝いをしている演劇人やファシリテーターに
ついてご紹介したいと思います。コミュニケーションに問題がある
若者や生徒たちと一緒に活動している例を挙げたいと思います。学
習能力に問題のある生徒たちや、自分の住んでいた土地を離れな
ければならず、英国に来たばかりの子どもたちを対象にしたワーク
ショップも含みます。

① ロンドン・バブル・シアター

　そういう活動をしているカンパニーの１つがロンドン・バブル・シア
ター（London	Bubble	Theatre	Company）です。スピーチ・バブ
ル（Speech	Bubbles）というプログラムがあるのですが、それはコ
ミュニケーションの能力に問題があるとされた子どもたちが、自分の
考えや表現を他の人たちに伝えるための自信がつけられるようなプ
ログラムです。例えば、その生徒たちは場面緘黙症という、家庭内で
は話せても人前では話せないとか、特定の場面で話せない子どもた
ちや、英語が第一言語ではない子どもたちが対象です。
　スピーチ・バブルの活動が非常に効果的だと認識されたので、現
在、いくつかの国内の劇団が採用しています。例えば、ハーフ・ムーン・
シアター（Half	Moon	Theatre）だったり、ロンドン東部のたくさん
のコミュニティで採用されています。パカマ（Phakama）という芸術
団体では、幼稚園、保育園の子どもたちや、小学校の１年生、５歳くら
いの子どもたちまでを対象にトーキング・ブックス（Talking	Books）
というプロジェクトを行っています。
　より大切なこととしては、このトーキング・ブックスというプログラ
ムは子どもたちの保護者、親御さんたちも対象にしているということ
です。このプロジェクトは遊ぶことや、色々な物をつくり出す活動を、
ロンドン中の幼稚園や保育園に届けています。これも英語が第一言語
でない子どもたちや、学習能力に問題があり、より一層の助けが必要
な子どもたちを対象にしています。一番大切なことは、親御さんたち
が子どもたちと家庭内でも学びを続けられるようにサポートしてあげ
ることです。

「英国の
ワークショップ・ファシリテーションの紹介」

	

2019 年度	英国のドラマ教育の現場より
ファシリテーターのためのワークショップ
―演劇ワークショップから考える社会的包摂―

日時：2 0 1 9 年 1 1 月 1 7日（日）1 8 : 3 0 ～ 2 1 : 0 0

講 師
    スチュワート・メルトン Stewart Melton
    ダニエル・ベーカー＝チャールズ Danielle Baker-Charles
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　これは『パラレル・マクベス（Parallel	Macbeth）』という作品です。
これも私の同僚で、東京芸術劇場ですでに何回か仕事をしているシャ
ロン・カノリックがつくった作品です。2015年にヤング・ヴィックで上
演された、非常にフィジカル・シアター色の濃い『マクベス』を参考に
してつくられました。普通の劇場で上演された『マクベス』は、もちろ
ん、シェイクスピアの戯曲そのままの言葉を全部使いましたが、この
『パラレル・マクベス』では言葉を全く使いませんでした。その代わり
にキャロライン・バーン（Caroline	Byrne）という演出家が、音楽と動
きと様々な照明の動きによって新たに物語を練り直しました。彼女た
ちと参加者たちがつくり上げたたくさんのイメージというのは、とて
も自分たちの身近に感じられるものでもあり、少しも見ている者を落
ちつかなくさせるような、素晴らしいイメージでした。それにこの作品
は、もともとの物語にとても忠実でもありました。『マクベス』はシェイ
クスピアの中でも一番人気のある作品の1つでもあり、とても美しい
詩的な表現がたくさん入っている戯曲ですが、このプログラムはその
美しい言語の持っているもの、財産をあえて使わないようなアプロー
チをとりました。
　『パラレル・マクベス』で演出家のキャロラインとシャロンは、例えば
境界線の問題だったり、領土の問題だったり、国外追放といった国が
無くなるといったようなもともとの作品で語られ、探られているような
テーマを、敢えてみなさんの前でオープンにしようとしました。彼女ら
が一番目指していたことは、400年前に書かれた戯曲を現代の14歳
～21歳の若者たちに身近に感じられるようにしようとしたことです。
　ほとんどの参加者は英語が第一言語ではない人たちでした。16人
参加者がいたのですが、参加者の間で話されていた言語の数はなん
と16だったんです。中には、難民として英国にたどり着いたばかりの
人たちもいました。コンゴ民主共和国やパキスタンの紛争地域から
やってきた若者たちもいました。生涯ずっと英語を話している私のよ
うな人間にとっても、シェイクスピアの言語というのは難しく古風だっ
たりするので、なかなか理解できないものです。そういう作品をこの
若者たちと一緒に作業をしながらつくり上げていくために、新たなア
プローチをつくり手たちは見つけなくてはならなかったのです。
　そのため、アプローチの方向として違うアート形式をとりました。例
えば、コミック・ストリップ（Comic	 Strip）（新聞漫画）や漫画といった
形式です。簡単な言語を使って、原作の物語の中の大事な事実や、登
場人物や、動きを練り直しました。そして、若者たちはその劇中の様々
な出来事について、ストーリーボード（イラストを用いてストーリーに
する技法）に描いていきました。次に、自分たちで体を使って静止画
のようなものをつくり、ストーリーボードを身体的に再創造しました。
言語を最小限しか使わずに、その劇中で何が起こったかなど劇中で起
こった大切なことを表現することができました。
　このパフォーマンスではそれぞれ登場人物たちの地位の関係だっ
たり政治力学だったりと、感情の状態をうまく表現することができた
と思います。この試みの中から、一緒になってたくさんのイメージ
をつくり出しました。その静止画のようなイメージを何個かつくって
いった上で、演出家のキャロラインがそれに動きを与えていきまし
た。彼女が一つひとつの絵を美しく繋げて動きのあるものにし、振り
付けされたような一連の流れのある動きをつくっていきました。こう
いった外から内へのアプローチというのはすごく効果的だったと思っ
ています。
　私はヤング・ヴィックで上演されていたプロの『マクベス』のプロダ
クションと『パラレル・マクベス』と両方見ましたが、『パラレル・マクベ
ス』の方がずっと成功していたと思います。

② メイク・ビリーブ・アーツ

　２つ目に紹介したいのが、メイク・ビリーブ・アーツ(Make	Believe	
Arts)と呼ばれているカンパニーです。このカンパニーはヘリコプ
ター・テクニックというものを使っていることで有名です。それは、子
どもたちは話された言葉、物語を一語一句間違えないで書き取るよう
にすること。そしてその物語はファシリテーターが録音をし、それを学
校のステージ上で演じるということです。これは凄くシンプルですが、
子どもたちの想像力、感受性や知性をより一層認めるような活動で、
子どもを称賛するようなアプローチと言えます。

③ リライト

　３つ目のカンパニーは、リライト（Rewrite）というカンパニーです。
若い難民の人たちの識字率を高めることにフォーカスしているカンパ
ニーです。そのアプローチを、クリエイティブ・イーソル・アプローチ
(Creative	ESOL	Approaches)と呼んでいます。イーソル（ESOL）
というのはイングリッシュ・フォー・スピーカーズ・オブ・アザー・ラン
ゲージ(English	 for	 Speakers	of	Other	 Languages)、要は英語
が第一言語でない人たちのための英語教育のプログラムのことで
す。演劇やものを書くゲームを通して、長い時間をかけて活動に関
わっていきます。
　何週間もかけて活動していきますが、その中で参加している高校生
たちが戯曲を書いたり、短い物語を書いたり、または詩を書いたりす
るようになります。最後に高校生が書いた作品を称賛するようなイベ
ントとして、彼らの書いた詩や、劇作や、短い物語をプロの俳優が舞台
上でパフォーマンスします。

④ チキンシェッド

　チキンシェッド（Chickenshed）というのもまた違うカンパニーです。
なぜチキンシェッド（鶏小屋）と呼ばれているかというと、カンパニーが
最初にパフォーマンスをした場所が、昔は鶏を飼育していた農場だった
からです。
　地域の子どもたちや若者を、分け隔てなく受け入れているシアターカ
ンパニーです。身体的であったり、学習能力の面であったり、どんな困難
を抱えている人たちも同じように、均等に参加する機会があります。何
十年も活動している中で希望者が殺到してきて、この活動に参加したい
人のウェイティングリストが長くなっています。そのため、2000年の頭
にフランチャイズモデルをつくり、シェッドと呼ばれる新しい支店のよう
なものを立ち上げるようにしました。
　シェッドというのは「小屋」という意味ですがその支店、小屋の１つに
ロンドン北部にあるハリンゲイ・シェッド（Haringey	shed）があります。
私はそこでこういう活動を始めました。ハリンゲイというのは東京でいう
「区」みたいなもので、ロンドン北部にあります。ここにいるダニエルも
シェッドの１つで活動を始めました。彼女の場合はロンドンの南東にある
ペッカム・シェッド(Peckham	shed)で初めて活動に参加しています。た
くさんのシェッドが色々なファシリテーターをどんどん雇っていくので、
それはすごく大切なことだと思っています。
　チキンシェッドでは、ステージ上の若いキャストの中に大人のファシリ
テーターを深く入り込ませていきます。大人のファシリテーターと若者
の割合は、通常は若者５人につき１人のファシリテーターがつきます。さ
らに、特に学習支援の必要な人たちに関しては、個人的にファシリテー
ターをつけたりもします。キャストに紛れ込む、うまく馴染むというのも

⑥ サザーク・プレイハウス

　共通の言語を持たないティーンエイジャーとのワークショップを行
う上で、私も視覚的なアートを用いたことがあります。ロンドン南部
にあるサザーク・プレイハウス（Southwark	Playhouse）という劇場
で、ワークショップを何年もやってきました。
　私の中で最も記憶が残っているプロジェクトは、生き物をテーマに
したワークショップです。参加者は重度の学習困難を抱えていて、口
頭でのコミュニケーションが全くとれない中学生たちでした。ワーク
ショップを行なった中学校の人たちは、ワークショップの最後に何か
発表したいと熱意を持っていたんです。
　こういう参加者と、台本のある劇を普通にやるのは難しいことでも
あったし、きっと台本通りの劇だったら多分参加者もやりがいを感じら
れなかったと思います。参加した若者たちは実践的なことだったり、何
かに触れるような活動はとても得意だったんですが、演劇的活動で決
められたルールがあったり、いくつかのステップを踏みながら行うの
は、彼女／彼らにとって非常に難しかったです。
　しかし、私と一緒にファシリテートをしていた人たちは、それぞれの
生徒たちの作品をみんなと共有できる機会を持ちたいと非常に強く
思っていました。中でも一番大切だと思ったのは、その発表の場が若
者たちにとって意味があって、若者たちが楽しめるものにするという
ことだと思いました。
　とはいえそれをするためにどうしたらいいか考えた時、子どもの頃
から見ていたテレビ番組のことを思いつきました。『アート・アタック
（Art	Attack）』という番組です。生き物になりきるというのは、英国
の学校で伝統的に採用されているアプローチです。そのアプローチ
の代わりに参加者、子どもたちに、お客さまの前でその生き物の絵の
ようなものを組み立ててもらおうとしました。なぜならお客さまの目
の前で何か絵を描くことがパフォーマンスのような意味になると思っ
たからです。何枚かの動物の写真を子どもたちに見せて、その中から
１つの動物を選んでもらうようにしました。
　私たちが一緒に活動したグループはペンギンを選びました。まず、
舞台上の床にマスキングテープを使ってペンギンの輪郭を描きまし
た。私たちは子どもたちが選んだ写真のイメージにできるだけ近い
ものを作ろうとしました。次の週に私たちはたくさんの素材を持って
学校に行き、それを使って子どもたちにペンギンの絵を描いてもらう
ようにしました。一人ひとりの生徒が順番に何かしらの素材を使って
絵を描き足していきました。自分が選びたいものを何でも選んでいい
として、この絵にとって一番いい素材を選んでもらうようにしました。
最終的にできた絵はとても素晴らしいもので、非常に細かい点にも子
どもたちが気づいて、それを忠実に描いたのがわかるようなものでし
た。例えば胸のあたりの羽、より軽めの羽は透明感のある白い布地を
使って描いてあり、体の脇のより濃い羽、重い羽はより重い素材であ
る紙皿を使って表現しました。鳥の質感みたいなもの、立体感みたい
なものをすごく上手く表現していたと思います。
　若いアーティストである子どもたちは、私たちも驚くようなアー
ティスティックな表現をしています。青いビニールは、ペンギンの羽に
映った南極の海を意味していました。彼女／彼らは言葉で皇帝ペンギ
ンがどんなものかを表現することができない子どもたちでしたが、出
来上がった作品は子どもたちがいかに深く、繊細にこの動物を理解で
きていたかがわかるものでした。演劇プロジェクトのすべてが最終的
にパフォーマンスをして終わる必要はないと思います。演劇スキルと
いうのは目に見えにくいですが、同じぐらいのインパクトで終わること
もできると思います。

ファシリテーターのスキルの１つとなっています。また自分たちに注目
が来ないようにするというのも大切なスキルです。グループの内側から
若い人たちを助けるというのもファシリテーターの役割です。

⑤ ヤング・ヴィック

　次はヤング・ヴィックという劇場です。英国またはロンドンで一番影
響力のある劇場の一つと言われています。人気がある作品や挑戦的
な作品を上演するだけではなく、参加型のプロジェクトの取り組みを
活動の中心としている劇場です。テイキング・パート（Taking	Part）、
参加するというタイトルで、たくさんの参加型のプロジェクトを行っ
ています。学校や高齢者施設や、メンタルヘルスの施設でのワーク
ショップも含まれています。
　一番大切な活動としているのが、若者やその地域のコミュニティの
人たちと共に創り、彼女／彼らが出演する独創的な作品をつくること
です。
　例えば、『ツー・エンドレス・ミニッツ（Two	Endless	Minutes）』と
いう作品がありました。数学の試験の前の晩に、この世界が終わると
信じてしまっている中学生の物語です。ロンドン南部の13歳の生徒
80人のアイデアから着想を得て、私がこの物語を書きました。ヤン
グ・ヴィックで上演されたのですが、若者の参加者たちが演じて、舞台
美術、照明や音響はプロがデザインしました。プロフェッショナルと一
緒に演劇をつくるという要素は、この「テイキング・パート」というプロ
グラムにとって欠かすことのできない要素です。
　プロフェッショナルの参加者たちの興味は、演劇のスキルをカリ
キュラムに取り入れることではありません。それは、彼女／彼らは教
育者ではなくアーティストだからです。その代わりに生徒たちと先生
たちにプロの演劇創作のプロセスをより深く理解してもらうようにし
ています。そうすることによって、参加している若者に自分たちの作品
やパフォーマンスにより興味を持ってもらい、よりアクセスしやすいも
のにしたいと思っています。
　そのためにヤング・ヴィックは「パラレル・プロダクション（Parallel	
Productions）」を作っています。劇場でプロの俳優によって上演さ
れている作品の中の登場人物や物語から、それを反映するパフォー
マンスを、その子どもたちのために特別に作っています。そういう作
品の最近の例が『ウントロ（Umtolo）』という作品です。「ウントロ」は
南ジンバブエのンデベレという言語で、木という意味です。ヤング・
ヴィックでその時に上演されていたダナイ・グリラ（Danai	Gurira）
がつくった『ザ・コンバート（The	Convert）』から着想を得てつくった
作品です。これは南アフリカの植民地以前の時代の文化に、帝国主義
が与えたインパクトのようなものをテーマに扱った作品です。
　この作品は私の同僚であり、東京芸術劇場でも仕事をしたことがあ
るデイヴィッドが演出をしました。英国から6人の若者がジンバブエに
行き、ジンバブエの5人の仲間たちと一緒につくりました。ジンバブエ
まで行って活動するような、国際的な活動をしていることからも、この
テイキング・パートというプロジェクトのスケールの大きさ、野望の大
きさがおわかりいただけるかと思います。
　しかし英国でも日本でもそうですが、同じようなやり方が普通の学
校やコミュニティに使えるかというと、必ずしもそうではないかもしれ
ません。それでも、このパラレル・プロダクションを紹介した理由は、
その方法論、戦略みたいなものが色々な環境で参考になるのではな
いかと思ったからです。特にこの活動では色々な社会的背景、民族的
背景、言語的背景を持った人たちを、みな包括的に参加できるように
することが、すごく参考になるのではないかと思っています。
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① 高齢者を対象とした取り組み

　この写真は前出のサザーク・プレイハウスという劇場のエルダー
ズ・カンパニー(Elders	Company)の上演風景です。65歳以上の方
を対象にした演劇グループです。毎週月曜日に集まって稽古をした
り、作品を書いたりして、プロの作り手と協力して何かを作っていま
す。僕はこのカンパニーのために何か書いてくれと頼まれて、最近カ
ンパニーの人たちとどんなテーマの内容にしようかとかいう打ち合わ
せをしてきたところです。
　フランティック・アッセンブリー(Frantic	Assembly)というフィジ
カル・シアターを中心に活動しているカンパニーがありますが、その
メンバーが来て、フィジカルワークをしている風景も見ました。ワーク
ショップの動きの中で、60代の女性がみんなに持ち上げられて、空中
に浮いているような流れで終わったシーンがありました。また、90代
の女性がすごく長いセリフを全部覚えて話したりもしていました。彼
女／彼らが持っているエネルギーとか正確さというのは、一般の人た
ちが思っている、老人たちに対する偏見を打ち破るようなものだと思
います。

② 依存症をもった人たちとの実践

　他にも「弱者」とされている大人を対象にしたプロジェクトを行なっ
ているところがあります。その１つが、この写真にあるアウトサイド・
エッジ・シアター(Outside	 Edge	Theatre	Company)というカン
パニーです。依存症を持った人たちを対象に活動している英国で唯
一のグループで、そういった人たちのためのワークショップをいくつ
も開催しています。
　例えば、中毒症状から回復しようとしている人たちのコミュニティ
を対象にしたパフォーマンスを行なったりもしています。この参加者
にとって、似たような経験をした人たちと会うのは、とても自信になる
ものだと思います。スキルや自信を与えることができたり、回復の助
けになることもできると思います。
　カードボード・シティズンズ（Cardboard	Citizens）というカンパ
ニーは、ホームレスの人たちに特化したパフォーマンスを行なってい
るグループです。アウグスト・ボアール（Augusto	 Boal）というブラ
ジルの作家が使っているテクニックを用いることで有名です。社会か
ら見捨てられていたり、無視されていたりするような、いわゆる「弱者」
と呼ばれている人たちとの活動をするのは、ある意味政治的な活動
でもあります。そのため、こういったカンパニーがつくる作品が政治
的な作品になるというのは、避けられないことだと思います。しばしば
正義というものに注目しています。アウトサイド・エッジ・シアターの
最近の作品『ア・ベリー・ハッピー・スクラピィ・サックラー・ファミリー・
サンクスギビング（A	Very	 Happy	 Scrappy	 Sackler	 Family	
Thanksgiving）』を紹介します。このサックラー家は、オキシトシンと
いう薬の販売によって巨万の富を築いた一家です。オキシトシンはす
ごく中毒性のある薬で、それが問題になっていますが、それを作って
いる一家です。サックラー家はアートに莫大な寄付をして、自分たち
の名前をきれいにすることでも悪名高いです。サックラー家のチャリ
ティー基金からヤング・ヴィックもオールド・ヴィックもラウンドハウス
という劇場も、みな寄付を得ています。
　この、依存症から回復しようとしている人をあえてキャスティングす
ることによって、この作品は依存症というのが個人の問題なのか、そ
うではないもっと社会的な問題なのかということを訴えています。

⑦ 「クリエイティブ・クリティクス」プロジェクト

　クリスティナ・バート（Christina Birt）という方が考えた「クリエイ
ティブ・クリティクス(Creative	Critics)」というプロジェクトがありま
す。彼女のつくったオール・ウェイズ・メイキング(All	Ways	Making)
というカンパニーによって実践されていて、様々な演劇フェスティバル
と協力をしています。例えばヨークシャー・フェスティバル(Yorkshire	
Festival)や、ベリー・セント・エドマンズ・フェスティバル(Bury	 St	
Edmunds	 Festival)、今年はマンチェスター・インターナショナル・
フェスティバル(Manchester	International	Festival)と協力してこ
の活動を行なっています。
　あらゆる面で、とてもシンプルなプロジェクトです。参加している小
学生はこのフェスティバルが行なっている３つのパフォーマンスまたは
展覧会を見て、見た作品に対して批評を書くわけです。そしてその批
評が地元紙とこのプロジェクト専用のウェブサイトに載るような仕組
みです。簡単にいうと、10歳の子どもたちが批評家になって、自分のコ
ミニュケーションスキルに対する自信を高めていくことになります。
　「クリエイティブ・クリティクス」の人たちが呼びかけようとしている
のは、全く複雑なものではないです。このプログラムがターゲットとし
ているコミュニティの多くは、貧困問題を長期に渡って抱えているコ
ミュニティです。このコミュニティでは、テレビ、ラジオ、インターネット
以外の商業アートではないアートへの取り組みがほとんどなされてい
ません。
　もう一つ彼女／彼らがターゲットにしているコミュニティがあって、
それは自分たちが育った土地から離れて、英国に移住してきた人が多
い地域や、英語が第二言語、第三言語である人が多い地域です。プロ
ジェクトが始まる前に先生たちが調査を行いました。その調査による
と多くの子どもたちが自分の家族と一緒にパフォーマンスを見に行っ
たり、展覧会に行ったりしたことがないと答えたのです。彼らのほとん
どが自分はアートに全く興味がないし、自分の考えを他の人に表現す
るのに自信がないと答えています。
　今言ったことの最後のポイントが私にとって一番重要じゃないかと
思っています。喜ばしいことに、このプロジェクトを経験した子どもた
ちが新しくオペラやサルサといった音楽や、ゴルドベルク変奏曲、イン
スタレーションアートなどに興味を持つことができたと答えました。
　でも、ファシリテーターとしての一番大切なことは、彼らの中に自分
の意見への自信を起こさせること、それに対して目を覚まさせること、
気づいてもらうことだと思っています。自分の意見に対する信念や信
頼だったり、他の人の意見に興味を持ってもらう、それを呼び起こすの
がとても大切だと思っています。あと、意見の違いというのは悪いこと
ではない、実際良いことだというのを理解してもらうことも大切だと思
います。
　そこで、自分の意見を表現することに自信のない子どもたちの為
に、それを助けるようなアクティビティをデザインしました。子どもた
ちが好きか嫌いかの2つだけしかない、というところから離れて、アー
トに対してより深い取り組みが生じるような活動をしたいと思っていま
した。学校で正しい答えを出さなきゃいけないというプレッシャーを受
けていると思うのですが、それからも離れてほしかったのです。多くの
子どもたちは、先生が気に入るような答えが正しい答えだと思ってい
ると思います。
　そこから離れてもらうために私が何をしたかというと、言葉を使った
表現をとりあえずやめて、言葉以外の方法を使って自分を表現しても
らうことにしました。
　例えばあるワークショップでは、子どもたちの前である音楽を流しま

③ 刑務所および元受刑者の実践

　「シナジー・シアター・プロジェクト（Synergy	Theatre	Project）」
というのがあるのですが、これは刑務所にいる人または以前受刑した
人にフォーカスしています。ワークショップや完成した作品を刑務所内
に持ち込むことによって、受刑者たちがもっと自分への評価を高め、自
分への見方を変えるのに助けとなるような活動をしています。自分た
ちの見方が変わることによって、元受刑者たちが新たな人生の選択を
する時に、今までとは違った選択ができるようになればいいと思ってい
ます。
　ダニエルはシナジー・シアター・プロジェクトの作品を演出したば
かりです。これがそのポスターです。『トゥ・マイ・ヤンガー・セルフ（To	
My	Younger	Self）』という作品です。キャストもスタッフも元受刑者
や刑務所にいた人たちです。この作品は現在、ロンドン中の学校にツ
アーで回っています。肉体的に攻撃してしまうようなことをテーマにし
た作品です。
　この作品に出てくる登場人物は若い頃の自分を振り返って、自分が
した選択に対して「こうした方がよかったんじゃないか」「ああした方が
よかったんじゃないか」と言うような作品です。その作品は、ダニエル
のようなスタッフによってファシリテートされています。こういう作品を
学校で上演し、その後にQ&Aをやることによって、生徒たちが元受刑
者を新たな目で見られるようになることをサポートしています。自分た
ちも罪を犯さないようにする助けにもなると思います。
　あとは「オンリー・コネクト（Only	Connect）」というプロジェクトも、
罪を犯してしまった人や罪を犯してしまいそうな人たちを対象にした
プロジェクトです。参加者たちが安全にコミュニケーションを取れる場
を提供したり、新たな技術や職を得られるようなサポートを提供してい
ます。元受刑者を採用するのは、やはり英国の企業は積極的ではあり
ません。オンリー・コネクトはそれぞれの元受刑者が新たな職を選べる
ようなサポートをするようなところでもあります。
　オンリー・コネクトは過去にはドキュメンタリー演劇作品を上演した
ことがあります。元受刑者が出演していました。受刑者の家族に対す
る犯罪を描いた作品です。オンリー・コネクトは、元受刑者や罪を犯し
てしまいそうな人たちの聖歌隊をアレンジしたりもしています。
　ほかにはクリーン・ブレイク（Clean	 Break）というカンパニーが
あって、刑務所内の女性にフォーカスを当てた作品を作っています。さ
きほどのシナジー・シアターと同じように刑務所の中に自分たちの作
品を持って行ったり、地元のコミュニティの中で上演したりもしていま
す。目的は、過去に罪を犯したことのある女性たちに自信を持ってもら
うことです。英国でも著名とされている女性の演劇関係者、アーティス
トたちと協力することが多いです。
　作品は、例えばロイヤル・コート劇場（Royal	Court	Theatre）とい
うロンドンの有名な劇場で上演されることがあります。女性のカンパ
ニーであるということが、彼女らの存在の核心でもあります。我々の社
会で女性が経験した困難や不公正さ、不平等さをテーマにすることが
多いカンパニーです。

④ ファシリテーターのいない取り組み

　バタシー・アーツ・センター（Battersea	Arts	Centre）のプロジェ
クトをご紹介します。よくイニシャルをとってBACという略語で呼ば
れています。ロンドン南西部にあり、そのエリアの元市庁舎だった建
物を使っている劇場です。元市庁舎を使ったということもあり、社会に
貢献しなければいけないという思いが強い劇場でもあります。

した。音楽を聴いてもらった後に子どもたちに紙粘土を渡して、音楽を
聴いてどう感じたかを紙粘土を使って表現してもらいました。彼女／
彼らが選んだクリエイティブの選択というのは、よい話し合いのよいス
タート地点になりました。例えば、どんな色を使ったかということや、紙
粘土にどんな指の跡を残したかということも、すごくいい話し合いの
きっかけになりました。自分たちが音楽を聴いてどう思ったか、その記
憶を探るんじゃなくて、他の人たちの作品を見て、色々と音楽に関して
話し合うことができました。
　紙粘土の形を変えることによって、自分たちなりの解釈というのを
身につけていったと思います。わかりやすく笑った顔とか絵文字みた
いなものを使うのでなくて、すごく抽象的な形をつくった子もいまし
た。子どもたちがつくった形、彫刻が引き起こした疑問や解釈の多さ
に私はとても驚きました。それは、アートについて話し合う時には１つ
の正解、１つの反応は絶対ない、反応は様々だということがよくわかる
と思います。
　これによってみんなが違った意見を表現することに、自信を持っても
らえるようになったと思います。どうしても正しい答えを言わなきゃと
いうことに怯えなくてよくなって、逆に自分の意見を表現していいんだ
という自信になったと思います。
　次の時にまた同じプロジェクトを行ったのですが、その時はさらに
次のステージへとプロジェクトをもっていきました。「マジック・ハンズ
（Magic	Hands）」と呼ばれるエクササイズを使って子ども自身に紙
粘土になってもらいました。今ちょっとこれをデモンストレーションす
るのに、ダニエルに手伝ってもらいますね。子どもたちはペア、AとBに
なってもらいます。Aが弟子ですね、Bが魔法の手を持ったマジシャン
です。マジシャンは掌を広げて、弟子の目の数センチ前に手を持って
行きます。魔法使いが手を動かしたら、弟子は手と自分の目との距離
を同じにしておかなければなりません。
　子どもたちにこのゲームを通して、音楽を解釈してもらいたかった
のです。ずっと動いていて、事前の予告なく突然「フリーズ」（止まれ）と
叫びます。そこで動かされていた弟子役の人たちが止まって、彫刻に
なります。彫刻は人間の形をとっているのですが、絵文字やシンプル
な自画像よりもより複雑な表現が実現できると思います。その人間の
彫刻が呼び起こし、そこからみんなが話し合ったものは、その後みん
なが批評を書く時にとても役に立ったと思います。
　「クリエイティブ・クリティクス」プロジェクトからもう１つご紹介しま
す。子どもたちがイングランドのアーツカウンシルに招待され、ボラン
ティアで学校の評価をする役割の人たち、理事会のような人たちの会
議に参加し、クリエイティブ・クリティクスでの経験を共有しました。
　会議の中では、子どもたちがファシリテーターとなって大人たちと
「マジック・ハンズ」をやりました。子どもたちの自信がどれだけ大きく
なったかというのは、こういう地位の高い大人たちと一緒になってやる
ワークショップのファシリテートができるぐらい、自信を持てるように
なったことで、表現されていると思います。

2．様々な背景をもつ人たちを対象としたプロジェクトや活動

英国での演劇プロジェクトというとほとんどが26歳以下の若者だった
り、学生向けのプロジェクトになっています。若者向けの劇場や劇を
使った教育というのは80年ぐらいの歴史があります。政府は教育目
的のあるプロジェクトを好むので、学校に関連するプロジェクトの方
がより助成金を得やすいという事実はあります。でも、英国での参加
型プロジェクトのすべてが若者向けというわけではありません。

Lecture 6
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内側でなく外側にある手がかりになるポイントとして、話し合いをする
上で手がかりになるようなものを作っているということです。他の子ど
もたちの手がかりにできるものにもなっています。
　例えば、「どうして他の色じゃなくて黒い紙粘土を使ったの？」という
質問ができるわけです。「何かすごく暗い感じをこの音楽で感じたの？」
とか聞ける。このエクササイズの目的は、傑作をつくるためではないん
です。話し合いの豊かさを高めるためのものなんです。子どもたちが
音楽を聴いてどう感じたかという質問に対して、顔の絵を描いたり人の
形を作った子どもたちもいました。
　そこからでも何か引き出せるものはあって、例えば、この３つの顔[ス
ライドの写真]を見て、質問をするきっかけになると思うんです。「なん
で３つの悲しそうな顔を作ったの」とか、「１個じゃなくて３つにしたのは
なぜ？」という質問ができると思うんです。その横は緑の何かの形があ
ると思うんですけど、「これは葉っぱなの？涙なの？」と。子ども自身は
作っている段階で自分でも分かってなかったかもしれないです。しか
し、自分が作って目にできるものがある状況になって、「これはすごく悲
しいなと音楽から感じたから、これは涙なんだよ」、又は「これ葉っぱな
んだよ、だって世界がどんどん育っていくという希望を感じたから」と言
えると思うんです。
　スライドの写真の右下の彫刻は、多分心臓だと思うんです。でも穴の
開いた心臓なんですね、アーティストはあえて暗い色を選んでいます。
かなり複雑なイメージですね、これは。子どもは音楽に対してかなり洗
練された反応をしていると思います。私の記憶では、これを作った子ど
もは音楽をすごく好きだったんですが、自分を悲しい気持ちに、暗い気
持ちにさせたって答えていたと思うんです。多分、直接言葉で聞いて言
葉で答えてもらっていたら、そういう表現ができたかどうかわからない
です。
　２番目の質問に対する答えですが、読書感想文で、良いことばかり書
くということについてです。英国でもこれは起こります。やっぱり学校と
いう環境が子どもたち、生徒たちに人を喜ばせるようなことをさせるよ
うにしてしまうのではないのかと思っています。また、自分の答えを大
人が求めているような理想的な答えにしてしまうところがあると思うん
ですね、客観視してしまうというような。
　そういう理由があって、クリエイティブ・クリティクスというプロジェク
トでは子どもたちが作品を見る前に３週間の事前ワークショップを行い
ました。先ほどもお話ししたんですけど、子どもたちから「これは良いも
のか悪いものか」、「好きか嫌いか」の２つだけに分けてしまうことから
離そうとはしていました。
　でも例えば逆の例もあって、何か作品を見てすごく強い反応を示し
た子どもに出会ったことがあります。でも彼らが自分で言えたこと、表
現できたことは「嫌い」ということだけだった状況もありました。バッハ
のゴルトベルク変奏曲を聴かせた時の話なんですが、「嫌い」感情を
もっともっと掘り下げていくと、バッハのゴルトベルク変奏曲がすごく
長かったので、子どもたちはこの繰り返しに飽きてしまう、集中力がな
くなってしまうということでした。モノクロのビデオを見せていたので、
それもまた面白くなかった。飽きてしまった。
　「好き嫌い」、「良い悪い」ではなくて違う質問の仕方をしようとして、
例えば、「この芸術は何をしようとしていたの？それをすることにこの芸
術は成功していましたか？」といった質問の仕方をしています。１つ私が
やったエクササイズとして、チョコレートのCMを流して、「CMを見てこ
のチョコレート買いたくなった？」という質問をしたんです。広告なので、
それを売りたいという目的ははっきりしていますよね。子どもたちはそ
の目的を自分たちで理解していて、それが成功だったか失敗だったか
自分たちで決められたんですね。なのでその観点から、そのCMの芸

BACの26歳以下の人たち向けのプロジェクトの１つに「エージェン
シー（The	Agency）」というプロジェクトがあります。芸術的なアイ
デアを持って、いろんなエージェントに持ちこむことを助けます。エー
ジェントたちがそのアイデアを見て、お金を出すかどうかを決めると
いうプロセスです。通常は大人のアーティスト、芸術家が通らなけれ
ばいけないプロセスなんですけども、それを若者に経験させるという
意図です。
　若者も、記憶での数字なんですけれども2,000ポンドまで申し込
めるはずです。様々なプロジェクトに助成金を出すところで、例えば、
石鹸をつくる会社のプロジェクトにお金を出したり、女性のサッカー
チームのプロジェクトにお金を出したり、あらゆるものに対応してい
ます。
　このプロジェクトには、今日皆さんにご紹介してきた他のプロジェ
クトとはちょっと違う部分があると思います。何が違うかというと、ファ
シリテーターがいないというところです。BACはファシリテーターと
参加者の間の壁を壊すというプロジェクトをやろうとしている団体の
１つです。BACの考えではファシリテーターと参加者というやり方だ
と、ファシリテーターが専門家であって参加者の方がちょっとランク
が低いというイメージを持たれてしまい、それが良くないと思ってい
ます。それによって、ファシリテーターが独占的にリーダーになってし
まう状況を生み出していると考えます。参加者で決めていこうという
ことや、自分たちなりの表現をしていこうというのを助けるプロジェク
トにも関わらず、ファシリテーターがすごく強いリーダーシップをとっ
てしまうことが起きていると思うのです。
　そうならないように、ファシリテーターと参加者がもう少し平等にな
るような状況を作ろうとしているのがBACです。協力して何かを作っ
ている平等なアーティストとして、１つのプロジェクトを成し遂げよう
としています。ファシリテーターと参加者という言葉ではなくて、「コク
リエイター（co-creators）」（一緒にものを作っている人たち）という
言葉を使って表現しています。
　「コクリエイティング・チェンジ（Co-Creating	Change）」というの
があるんですけれども、これはアーティストと文化的な組織やコミュニ
ティを繋ぐネットワークのことです。英国やさらに違う国で、一緒にも
のを作り上げていく方法を発展させようというプロジェクトです。この
ネットワークに入っている参加者の中にはイングランド、スコットラン
ド、ウェールズにある劇場、劇団がいて、ロンドン・バブル、カードボー
ド・シティズンズという今日ご紹介した劇団も入っています。
　BACもこのネットワーク作りを手助けしています。今現在、我々が
直面している社会的、環境的問題というのはあまりに大きくなり過ぎ
ているので、個人が対応するには無理があると思います。そういった
困難を解決するには、たくさんの創造性を持ったリーダーたちを集め
ることによってしか解決できないと言っているのが、この「コクリエイ
ティング・チェンジ」です。
　今日はケーススタディをいくつかしかご紹介できなかったのです
が、皆様のお役に立ていれば嬉しいです。ご清聴ありがとうございま
す、質問お待ちしております。

＜休憩＞

質疑応答

質問1　英国ではオックスファムやブリッシャン・エイドのような
NGOが、開発教育というのを行っていると思います。また日本で

術的目的は達成されたか、達成されなかったかというのを決められまし
た。例えば、「使われていた冗談や、ゴリラの格好をした男の人や、ポッ
プミュージックが効果的だったか？」、「それによって買いたくなったか？」
と質問します。質問の答えになっていたかはわからないんですけど、「ク
リエイティブ・クリティクス」の内容を少しご説明した感じになったかと
思います。

質問3　質問が２つあります。今日、いわゆるいくつかの「劇団」を
紹介いただいたと思うんですけど、それは、日本でいう劇団と同
じようなものなのか？日本には劇団がいっぱいあるんですけど、
例えばチケットを売ってチケットで収入を集めて、まあいろんな
劇団があるんですが、そういうものと同じものなのか？それとも
もっと別の取り組みとして、ファシリテーターが何かをやるとか、
例えば国が何かをやるといって作り上げた劇団たちなのか、勝手
にやっているものなのか、というのが1つ目の質問です。
　２つ目の質問は、例えば中毒の症状の方とか、受刑者の方たち
に対しての取り組みは素晴らしいなと思うんですけど、この活動
をする上での資金は実際どこから出ているものなのかすごく気
になりました。「助成金」という言葉も出たんですけど、実際はどう
いうふうにやるとそれがやれるものなのか、日本でもやっていき
たいと思った時にどういうふうにやったらやれるのか、ということ
が伺いたいです。

スチュワート　ご質問ありがとうございます。色々なコミュニティに
回っていく劇団というのは、活動がチケットの売り上げだけでは維持
できないです。チケットを売っていないカンパニーもあります。特に地
元のコミュニティの参加者たちに焦点を当てているパフォーマンスで
は、チケットを売らないことが多いです。
　例えば先ほどお伝えしたヤング・ヴィックという劇場の「テイキング・
パート」というプロジェクトの作品はチケットを売っていないです。ヤ
ング・ヴィックが自分たちの資金の中から費用を出しています。
　でも、やはり有名な劇場しか、そういうところにお金を出す余裕はな
いと思います。例えば、サザーク・プレイハウスという劇場が運営する
エルダーズ・カンパニーの公演は、そんなに高い値段ではないですが
チケット代を取ります。プロの作品のチケット代よりは、かなり安い額
です。もちろんそのカンパニーがプロでないからというのもあるんで
すが、値段を抑えることによって普段は劇場に来ないような地元の人
たちが見にきてくれるようにしたいということです。
　チケット収入というのはすごく大切ですが、それだけではプロジェク
トを維持するのに十分ではありません。そのため、今回お話ししたプ
ロジェクトのほとんどは公的資金を得ています。普通はアーツカウン
シルという団体から出ています。またはチャリティー団体が出してくれ
る時もあります。あとは個人の寄付もあります。その個人というのは、
先ほどお話ししたサックラー家のようにとても裕福で芸術にお金を出
してくれる人たちですね。
　でも、ハリンゲイ・シェッドのようにすごく小さな、あまり知られてい
ないようなところのプロジェクトでも、そんなに大きな額ではないけ
れども、小さな額を寄付してくれる人たちもいます。
　例えば、ヤング・ヴィックのような大きな劇場だと30%がチケット
収入です。残りの3分の1がアーツカウンシルからの助成金、残りの3
分の1がパトロンと呼ばれている人たちからの寄付で成り立っていま
す。でも、その作品は、より商業演劇に近いものです。例えば、リライト
のようなカンパニーの作品だと、商業的にチケット売り上げを得るこ
とが無理なところもあります。そういう団体は、完全に公的資金と寄

いうとシチズンシップ教育など、そういった様々な教育活動があ
ると思うんですけれども、今日発表していただいたドラマ・エデュ
ケーションは、ファシリテーターの方々と開発教育やシチズンシッ
プ教育のNGOとのネットワークはあるんでしょうか？

スチュワート　開発教育をやっているところとファシリテーターとの
関係というのは、あると思います。特にオックスファムのようなチャリ
ティー団体は、常にアーティストを取り込んだ活動をしています。
　名前は思い出せないのですが、アフリカのサハラ地域で活動してい
る、特に女性のための組織があります。英国でトレーニングを受けた
ファシリテーターたちが現地に行って、現地の女性たちが困難と感じ
ているものに関する作品を一緒につくるという活動をしています。そ
こに参加している女性たちは、現地で作品を上演したり、直面している
困難に関するワークショップみたいなものを行なったりしています。

ダニエル　私もそのカンパニーの名前を思い出せないのですが、似
たような活動をしているカンパニーがあって、HIVの問題に対処しよ
うとしているカンパニーです。インドで活動したことがありますが、そ
のカンパニーでは子どもたちや女性たちが性的に搾取されたり、性的
暴行を受けたりするという問題に演劇を使って立ち向かっていくとい
うプロジェクトです。先ほどスチュワートがレクチャーの中で名前を出
したアウグスト・ボアールがやっていたプロジェクトというのは、いつ
もコミュニティの中で問題を解決する取り組みをしており、特にブラ
ジルで活動していました。ブラジルで相当大きな活動をしているの
ですけが、おそらく「被抑圧者の演劇」という名前で活動しています。
先ほど出たカードボード・シティズンズ、ホームレスの人たちとの活動
をしている団体は、彼の活動から大きなインスピレーションを受けて
いるみたいです。

質問2　私は子どもを対象に演劇教育の活動をしています。先ほ
どのレクチャーの紹介の中で、音楽を聴いて紙粘土でそれを表現
する、そしてそれをお互いに子どもたちが意見をし合うというよう
な内容だったと思うんですけど、そのことで例えば批評され、子ど
もが自分の作品に対して自信をなくしたりするということはない
んでしょうか？またもしそうなってしまったらファシリテーターはど
のようにフォローするのですか？
　もう１点、私は子どもたちにいわゆる読書感想文の課題を設け
ることがあるんですけれども、多くの子どもたちの作文の内容が
その作品のいいことばかり書いて、好きになれない部分もある
はずなのに、それを書かないということがあります。まさにレク
チャーの中でも仰っていたように、大人の顔色を伺う内容になって
いて、英国ではそういうことはないんでしょうか？

スチュワート　紙粘土の活動のところでちょっと私の説明がはっきり
してなかったかもしれないんですが、プロジェクト自体は「クリエイティ
ブ・クリティクス」、創造的な批評というタイトルが付いているんですけ
ども、先ほどのあの紙粘土を使ったものは批評し合うものではないん
です。紙粘土は、子どもたちが音楽を聴いて感じた感情の記録のような
存在なんです。音楽に関する話し合いのきっかけになるようなもので
すね。
　あとは自分の記憶を助けるためのものです。例えば子どもたちがど
ういう質問に対して答えているかというと、音楽を聴いてどう感じまし
たか？という質問に対する答えなんです。それをまず言葉で答える前
に、紙粘土を使って表現したということです。そのことによって、自分の
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　そのため、目標や必要性に応じて、期間などはばらばらというのが
答えになります。

質問者　30分単位で一回のものは、大体どういうサイクルでした
か？週１とか、週2ぐらいですか？

ダニエル　先ほどお話ししたのは１週間に1回のものでした。全体の
長さとしては6ヶ月間に及んだと思います。6ヶ月に渡るような予定で
はなかったんですけれども、女性が本当にその経験だけが人生の中
でポジティブな経験というぐらいネガティブなことばかり起こしてい
るような人たちだったので、彼女たちがとても喜んでいて、そして楽
しんでいたので、できるだけ長くやることにしました。

質問5　社会的弱者を対象にした演劇をされてますよね。助成金
を得るのが大変な中で、あえて中毒者とか、受刑者とか、貧困の
子どもたちとか、そういった弱者たちに向かう動機というのを教
えてください。

ダニエル　今の英国は、私の考えではすごく分断された社会だと思っ
ています。階級問題だったり、人種の問題というのが際立っている状
態です。ずっと続いてきた貧困という問題もあると思います。英国の
受刑者の中の70%が、何か精神的な問題を抱えているか、あとは診
断は下りていないけれども、何らかの学習に問題があるとされている
人、依存症を持った人です。英国の若い犯罪者の50%が黒人の若者
で、それが全体でいうと大体10%になります。社会システムとしての
人種差別がマイノリティーの人々を貧困に追い込み、それが犯罪に至
る原因になってしまっていると統計的には見えると思います。
　私個人としては、そういう人々に機会を与えたいというのが動機で
す。私は、社会をより平等にしていくために活動するというのは社会
的義務と思っています。また、高い犯罪率というのは人々が安心して
暮らせない社会になってしまうので、社会にとってももちろんよくな
いことだと思います。人々も安心して暮らせない社会になってしまう。
英国では再犯率がとても高くて、刑務所から出た人で3年以内に再犯
する人の率が90%です。再犯を止めるような活動をすることによって
社会にも貢献できますし、国のお金もセーブできるし、社会も安全な
場所になるし、また罪を犯した人にとっても、違う人生を送ることがで
きるきっかけになると思います。

付によって賄われています。

ダニエル　ご質問ありがとうございます。特に今の状況でいうと、資
金を得るのはどんな英国の芸術団体でもすごく難しくなっています。
先ほどスチュワートが説明したのと同じことが、依存症の人を対象に
したプロジェクトにも起こっていて、チケット売り上げでやっていくの
は無理なので、国などからの資金または個人の寄付によって成り立っ
ています。
　日本ではどういうふうになっているかわからないんですけれども、
英国では大体のチャリティー団体にファンディング・マネージャーと
いう人がいるんですね。資金集めを専門に仕事をしている人で、この
人たちがどういうものに応募して、何が得られるかということを常に
調査していて、応募したりとか、個人的寄付を集めてくるのに動いて
いたりします。なのでいいファンディング・マネージャーを雇うことが
とても大切です。でもそういうファンディング・マネージャーを雇えな
い団体もあるので、その場合は実践者自ら応募するんです。といって
も、大体こういうものにはここの団体が助成金を出してくれる、という
リストがあって、そういうのを辿っていって、お金を出してもらえそう
なところにお願いしにいきます。
　でも、やはり受刑者や元受刑者のためのプロジェクトはすごく難し
いです。なぜかというと、子どもたちを対象としたワークショップより
も敬遠してしまいがちだからです。だから受刑者、元受刑者のための
プロジェクトは小さくなりがちです。それは資金がないからで、チャ
リティー団体自体もあまり大きなものがなく、先程のシナジー・シア
ターはその中でも長く実施しており、一番大きなもので社会的にもあ
る程度認められていますが、その他はやはり小さなチャリティーしか
ないのが現状です。
　例えば一回罪を犯した人が出所してまた罪を犯すと、裁判費用や刑
務所費用等のお金が国としても必要になりますが、受刑者や元受刑
者のためのプロジェクトにお金をかけることで、再犯を防ぐことがで
きる。結果として国の支出も減るといった説明の仕方をしています。
　最近では、刑務所自体がシナジー・シアターを呼ぶのに、例えば10
週間のワークショップにお金を払ってくれるようになっていて、その
貰ったお金でファシリテーターの費用が出ますし、カンパニー自体に
も少しお金が入るようになっています。今英国では、刑務所のお金の
使い方は、それぞれの刑務所の責任者が決められるようになっていま
す。その責任者に対して「これをすることによって再犯率が減るから」
と説明をすることによって、このプロジェクトを受け入れてもらって、
さらに実際減りましたよという数字を見せて、さらに他のところに行っ
て、評判をどんどん高めているところです。
　もう１つ考えられる方法としては、大きな劇場と協力することです。
例えば大きな劇場でも、自分たちで同様の活動をするまでには至らな
いけれど、そういう活動をしている個人や小さな団体にお金を出すこ
とはできるというようなことです。大きな劇場の方が経済的にも安定
しているので、そういう資金を出しやすい部分はあると思います。大
きな劇場側にとってのメリットは、そういう作品を上演することによっ
て普段は劇場に足を運ばない人たちに足を運んでもらえるようにで
きることがあります。

質問4　作品をつくる際にいくつか種類があったと思うんですけ
ど、スチュワートさんが中学生80人の意見を聞いてまとめて演出
するという作品つくり、また、シェイクスピアを元にして自分たち
の問題とか課題を考えてもらって、脚色してアレンジして上演する
パラレルというプロジェクト、それからもう１つ、いわゆる中毒者と

か、犯罪者とか、そこでやっている作品つくり。それが例えばどれく
らいのスケールで、タイムスケールで、どれくらいの間隔で、何回ぐ
らいで作品つくりをしてらっしゃるのか。この３つのケースについて
お聞きしたいのと、その回数に何か理由があると思うのですが、そ
れがあれば。

スチュワート　ご質問ありがとうございます。『トゥー・エンドレス・ミ
ニッツ』という作品と「パラレル・プロジェクト」の例でいうと、学校の
一学期間というスケジュールです。英国では通常12週間、3～4ヶ月
です。他のプロジェクトはもっと短い期間でやっています。『ウントロ』
は、ゼロから10日間で作り上げました。違いは例えば『トゥー・エンドレ
ス・ミニッツ』の場合は１週間に90分の稽古が一回でした。10日間で
仕上げた『ウントロ』の場合は、毎日1日中フルタイムで、10日間稽古
していました。

質問者　フルタイムって何時間ですか？

スチュワート　多分10時～18時だったと思います。でもそれは、ジン
バブエにいた時は政治的暴動が起きていたみたいで、稽古の時間を
変えなければいけなかったという状況があったみたいです。お答えに
ならないかもしれませんが、プロジェクトのサイズによって期間はバ
ラバラというのが答えです。

ダニエル　やはり依存症や、元受刑者、受刑者、刑務所内でのプロ
ジェクトの場合もグループの求めているもの、必要性によって期間は
変わってきます。作品の大きさによっても変わってくるので、本当に
ケースバイケースです。
　例えば性を売ることを仕事にしている女性たちと活動していた時
には、6ヶ月間のプロジェクトだったのを覚えています。そういう人た
ちはお酒や薬の依存症の人もいれば、そうでない人もいる状態です。
「やめている」と言っていても実際はやめていない人が多いので集中
力が短く、大体25分か30分間しか続かない。基本的に１セッション30
分で行って、いつも誰かが注意を払っていなければいけない状態にあ
りました。また、お酒や薬をやめている人たちはお腹が空いてくるの
で、食べ物も提供しなくてはいけませんでした。
　彼女たちの生活というのは、ある意味混乱しているというか、カオ
ス状態なので、日によって参加者も違ってきます。そんな中で１つのま
とまったストーリーを作り上げなければいけないので、大変ではあり
ました。最終的には彼女たちはヤング・ヴィックで公演することができ
ました。この人たちはどこかで何か職業を得るという状況ではなかっ
たので、このプロジェクトの目的は、すごくポジティブな経験を得られ
るようにするということでした。彼女たちが必要としているものを与
えようとして、かなり私たちは柔軟に対応しました。なぜならば、彼女
たちに良い、ポジティブと思えるような経験をしてもらいたかったから
です。
　逆に最近演出してきたばかりの『トゥ・マイ・ヤンガー・セルフ』とい
うタイトルの作品は全く違いました。２人の元受刑者を起用した作品
でしたが、1人が若い女性、もう1人が舞台監督として関わっていまし
た。この目的は、プロでない人たちを使ってプロレベルの作品を作
ろうということで、彼女らは仕事をする準備ができていたと思い、私
はプロとして扱いました。なので、先ほどお話しした女性たちのプロ
ジェクトとは違って、私は柔軟性を持ちませんでした。10時～18時ま
でフルタイムで３週間稽古をして、彼女たちはちゃんとお金も得てい
ました。
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Lecture 7

趣旨説明

司会　これより「英国のドラマ教育の現場よりファシリテーターのた
めのワークショップ」のレクチャー「先駆的なワークショップを展開す
る英国の芸術団体の紹介」を開催いたします。ワークショップや前回
のレクチャーにお越しいただいた方もいらっしゃるので重複になって
しまいますが、このシリーズは４年前から実施しておりまして、社会的
な課題を抱えた方、社会的なマイノリティーの方に向けて演劇ワーク
ショップで優れた事例を実践されている英国の講師の方をお招きし
ております。

講師紹介

　では、講師の方をご紹介させていただきます。本日のメイン講師を
勤めていただくのはダニエル・ベーカー＝チャールズさんです。ロン
ドン大学ゴールドスミスカレッジのドラマ・シアター・アーツ学科を卒
業された後に、ヤング・ヴィック劇場（Young	Vic）という英国で非常
に有名で先駆的な活動をしている劇場の演出家、およびシナジー・シ
アター（Synergy	 Theatre）のエデュケーション・マネージャーの経
験を経られた後、現在は複数の劇場においてファシリテーターや演
出家として活動されています。特出すべきご経歴としては刑務所のド
ラマプロジェクトを専門的にやっていらっしゃるということで、そうい
うお話しもお聞きできればと思っております。もう1人の講師、スチュ
ワート・メルトンさんは4年前からずっとこの企画に携わっていただい
ております。劇作家であり演出家であり、ドラマトゥルクでもあり、ファ
シリテーターでもあるという多彩な方で、ロイヤル・シェイクスピア・
カンパニー（Royal	 Shakespeare	Company）や、オーバルハウス
（Ovalhouse	 Theatre）、アルコラ劇場（Arcola	 Theatre）などで
ドラマトゥルクとして活動されていらっしゃいます。本日通訳をお勤め
頂きますのは河井麻祐子さんです。それでは、よろしくお願いいたし
ます。

ダニエル・ベーカー＝チャールズ氏レクチャー
「先駆的なワークショップを展開する英国の芸術団体の紹介」

ダニエル　ありがとうございます。皆さんこんばんは。今日はお越しい
ただきありがとうございます。面白い講座になるといいと思っていま
す。今日はじめましての皆さん、私はダニーと申します。英国で演劇の
演出家と実践をしています。現在はロンドンに住んで働いています。
　私の仕事について紹介させてください。このスライドの写真を見る
とお分かりいただけるかと思います。まず、私が演出した作品のチラ
シを2点ご紹介します。どちらも学校を回って公演をしました。出演者
は元受刑者です。次は真ん中の写真です。これはファシリテーターとし
て、若者たちと行ったプロジェクトの写真です。次の写真は、演出助手と
して参加した大型の作品の写真となります。
　アーティストとしては常に2つの点に興味を持っています。まず1つ目
が実験演劇と呼ぶもの。もう1つは演劇をあらゆる人を受け入れられる
場所にすること、そしてもっと行きやすい場所にすることです。今回こ
の2つを合わせて、英国におけるファシリテーションと実験的演劇をし
ているカンパニーについて、皆さんにお話しできることになり、とても
嬉しく思っています。

1　言葉の定義：実験演劇とは

　まず初めに私がファシリテーション・プラクティス（Facilitation	
Practice）と呼んでいるもの、そして実験的演劇と呼んでいる言葉の
定義させてください。
　ファシリテーション・プラクティスというのはたくさんのアクティビ
ティ、活動に当てはめることができると思います。今回の文脈ではそ
れぞれのカンパニーが自分たちの作品とは別に、公共のためにするエ
ンゲージメント活動や、アウトリーチ活動のことを指しています。これ
には学校や若者向けのものやその他の地域コミュニティの人々向け
の活動を含みます。
　実験的演劇という言葉を定義するのは少し難しいことだと思ってい
ます。とても主観的ですし、文脈によって変わってくるからです。英国
で実験的演劇とされているものは、日本で実験的演劇とされているも
のと全く異なるかもしれません。今日は、ウィキペディアからの引用を
使いたいと思います。
　「実験的演劇とは1900年代に始まったあいまいで、様々な演劇ス
タイルやムーブメントのすべてを指す言葉です。当時の考えでは戯曲
の書き方やプロダクションのつくり方はとても限られたものでした。
かなり自然主義的なものによっていました。つまり演技の仕方や、セリ
フの話し方、また衣装やセットなどは、現実をそっくりそのままコピー
したものでした。」
　この引用が指すのは、主に19世紀、20世紀の西洋演劇のスタイ
ルは、自然主義的、写実主義的なものが主流で、実験演劇はそれと
は違ったものであるということです。自然主義や写実主義という言
葉は、一般的にどちらも現実をアートの中で再現しようという試み
のことを指していると思います。この動きの中では客席は第４の壁と
して扱われてきました。観客は常に受動的に見るものとされてきま
した。自然主義運動というのは1870年代に始まりました。以下のよ
うなアーティストたちの影響を強く受けています。ヘンリック・イプ
セン（Henrik	 Johan	 Ibsen）、アントン・パーヴロヴィチ・チェーホフ
（Anton	 Pavlovich	Chekhov）、ヨハン・アウグスト・ストリンドベリ
（Johan	August	 Strindberg）、エミール・ゾラ（Émile	Zola）、そし
てコンスタンチン・セルゲーヴィチ・スタニスラフスキー（Konstantin	
Stanislavski）です。チェーホフの代表作は『かもめ』、『ワーニャ伯
父さん』、『三人姉妹』、『桜の園』があります。アウグスト・ストリンドベ
リで1番知られている作品は『令嬢ジュリー』でないかと思います。エ
ミール・ゾラは演劇における自然主義というマニフェストで有名です
ね。スタニスラフスキーは演劇のトレーニングや稽古、テクニックで使
うスタニスラフスキー・システムというので有名かと思います。
　現代の作品の中で私が自然主義的演劇と呼んでいるものの例をあ
げたいと思います。1つ目は『ラザフォード・アンド・サン（Rutherford	
and	Son）』（ラザフォードと息子）という作品です。1912年にギータ・
サワビー（Githa	 Sowerby）によって書かれた戯曲で、階級システム
や資本主義、そしてジェンダーなど扱った作品です。今年の初めに英
国のナショナル・シアターという劇場で再演されました（※１）。2つ目は
『エデュケイティング・リタ（Educating	Rita）』(リタと大学教授)とい
う作品ですが、これは最近再演された英国の有名な作品です（※２）。
1980年にウィリー・ラッセル（Willy	 Russell）によって書かれた作品
で、こちらも英国の階級システムや学問の世界の話を扱っています。
どちらの作品も、演者、セット、照明、音響とも、舞台上に現実世界を再
現しようとした作品です。
　こういった伝統的な作品と対照的なのが、実験的演劇の実践家で
ある英国人、ピーター・ブルック（Peter	 Brook）です。ピーター・ブ

「先駆的なワークショップを展開する
英国の芸術団体の紹介」

	

2019 年度	英国のドラマ教育の現場より
ファシリテーターのためのワークショップ
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が起こるのを見たり聞いたりしていました。そして、不思議なロゴのつ
いたチケットのかけらを見つけて、突然消えてしまった。ラビットは、ナ
ショナル・シアターのパンフレットの中に忍びこんで、興味のある人が
コンタクトをとってジェニーを見つけ出すための、手がかりを置いて
いきました。」(※５)
　「ラビット」というのは登場人物でもあり、プロジェクトの名前でもあ
ります。6週間に渡ってナショナル・シアターとその周辺で行われた冒
険イベントでした。その最後を飾るイベントとして、数百人の冒険のプ
レイヤーがナショナル・シアターの外に夜の7:23に集まり、ラビットか
らの指示を待っていました。合図は夜の7:30にきました。劇場の外の
壁に突然ネオンサインが現れたのです。「こんにちはラビットです」と
書いてありました。そこにはこれに続いて、「ナショナル・シアターの影
から放送されている、このラジオにチャンネルを合わせろ」という指示
が表示されました。６週間にわたった冒険は、ナショナル・シアターの
屋上でクライマックスを迎えました。
　「ラビット」というプロジェクトはナショナル・シアターの新規の観客
開拓が目的で、夏にナショナル・シアター周辺の野外にいる人たちに、
劇場内に来てもらおうという試みから始まりました。実際この双方向
的なプロジェクトには600人のプレイヤーが参加しました。その人た
ちの多くは、こういう企画がなければナショナル・シアターには来てい
なかったであろう人たちです。
　コニーはこのプロジェクトを次のように表現しています。「私たちは
このゲームと冒険をつくり上げました。その中で参加者たちは自分に
とって意味のある部分を選んで参加することができます。私たちのこ
の企画は、人が集まる所であればどこでも上演できます。劇場でも学
校でも美術館でも街の通りでも、またオンライン上でも展開できま
す。常に冒険心、好奇心、そして愛らしさという3つの信条に従ってい
ます。この経験はその話を聞いた時から始まって、自分がその経験に
ついて考えるのをやめたり、話したりするのをやめたりするまで続き
ます。」（※６）
　観客は伝統的な意味で普通の演劇作品を見にくるのではなく、
様々なアクティビティやパフォーマンスや冒険やなぞなぞに自分たち
で取り組んでいます。いつでも好きな時に好きなだけ参加できます。
そしてコニーは大人向けのイベントづくりと同じようにファシリテー
ションをします。学校に何らかのプロジェクトを届ける時も、大人の観
客のための作品をつくる時と同じような環境を作ろうとしています。
　その例の一つが、『キャット・エスケープ（A	Cat	 Escapes）』とい
う作品です。バタシー・アーツ・センター（Battersea	Arts	Centre）
と共同してつくりました。この『キャット・エスケープ』は6週間にわた
るプロジェクトです。不思議な箱が教室に届くところから始まります。
ジャスミンという子猫が誘拐されて、バルジャック・ポーがこのクラス
の子どもたちに助けてくれと緊急連絡をしてきます。６回の双方向的
なエピソードを通して、クラスの子どもたちみんなで一緒になって猫
のジャスミンを助けて、飼い主であるバルジャックの元に戻そうとし
ます。
　６週間の経験の最後の一捻りとして、最後には子どもたちの教室で
すごくドラマチックなフィナーレを上演します。子どもたちはこの物
語のヒーローになって積極的に学んでいきます。こういうふうに生徒
たちが反応しながら参加して学んでいく構造によって、それぞれのク
ラスの具体的な必要性に応じて、話の要素を変えていくことができ
ます。例えばクラスにあまり自信のない子がいたら、その自信のない
子がもっている特定のスキルを引き出して、その冒険の中の問題の
１つを解決するといったことを組み込むこともできます。この冒険は

ルックは演劇とは何かについて次のように述べています。「ひとりの
人間がこの何もない空間を歩いて横切る、もうひとりの人間がそれ
を見つめる―演劇行為が成り立つためには、これだけで足りるはずだ」
（ピーター・ブルック『なにもない空間』高橋康也他訳、晶文社、1971
年)ということを言っています。彼は何もない空間でもパフォーマンス
の舞台になり得ると信じています。
　彼や彼と似たような考えを持つ人たちによって、演劇とは何か、何
のためのものなのか、という議論が進みました。それが英国演劇が新
たな、実験的な領域に入る後押しとなりました。結果として生み出さ
れたのが次のような形態です。

・イマーシブ・シアター（immersive threatre）：没入型演劇
・プロムナード・シアター（promenade theatre）：観客が歩いて回る

タイプの演劇
・フィジカル・ダンス・シアター（physical dance theatre）
・サイト・スペシフィック（site-specific theatre）：その場所のために

作られた演劇
・インタラクティブ（interactive theatre）／レスポンス・シアター
（responsive theatre）：双方向的演劇、対話型演劇
・ランドスケープ・シアター（landscape theatre）：景観型演劇

　これは実験的な演劇の形態の一例でしかありません。
　イマーシブ・シアターは、作品の中で、五感を含めた経験の中に観
客を浸すというような演劇です。インタラクティブもしくはフォーラ
ム・シアターと呼ばれているタイプのものは、ある問題に対する観客
のディスカッションを促すような作品を目指して作られています。フィ
ジカル・ダンス・シアターと呼ばれるものはより深い感情的な経験や
つながりを促すことを目指しています。レスポンス・シアター、双方向
的演劇と呼ばれるものは、観客を、演劇をつくる最前列におく、観客自
身の経験が中心に置かれているタイプの演劇です。
　それぞれの違ったタイプの演劇が、違った方法で観客を引き込も
うとしています。つまり、実験的な演劇というのは、観客を受動的に見
ている人として扱うのではなく、観客を引き込もうとするタイプの演
劇であると言えると思います。同様に私はファシリテーターの仕事と
いうのも、参加者を受動的な態度ではなくより違った方向で、自分の
ワークショップなりに引き込むのが仕事だと思っています。ファシリ
テーターは参加者自身がクリエイターになったり、自分自身でつくり
上げたり考えたりすることを促す人だと思っています。そのため、実験
的演劇はファシリテーションと非常につながりがあると思っています。
後で見ていきますが、実験的演劇をやっているカンパニーの多くは、
自分たちの作品と交互するようなワークショップのファシリテーション
をすることが多いです。
　実験的演劇という言葉を定義するというプロセスを締める上で、一
つ言っておきたいことがあります。それはこの実験的演劇という言葉
も時代によって変わってきたということです。実験的演劇の形態とし
て挙げたもののほとんどが、最初に出てきた時には実験的と言われて
いましたが、現在の英国ではもうメインストリームになっているもの
が多いと思います。つまり実験的演劇という言葉は今までも変わって
きたし、これからも変わってくるだろうということです。
　今日私が実験的演劇と言う時には次のようなものを指します。

・最初に説明した1900年代初頭の実験的演劇運動に根差
したものであること

数々の賞を受賞したバルジャック・ポーという人の小説に基づいてい
て、このプロジェクトには、英国全土で1,500人の生徒が既に参加し
ています。
　加えて、コニーは6歳～13歳の子どもたち25人からなるシアター
グループを持っていて、そのグループで実験演劇をやっています。そ
のグループでは、自分たちが情熱を持って考えているようなトピック
を扱って、それに関する作品をつくっています。他の人たち、特に大人
のための作品を制作する子どもたちの演劇グループです。
　その子どもたちがつくった作品の一つの例が『コードネーム・ヴァイ
オレット（Codename	Violet）』と呼ばれる作品です。グリーンピース
（Greenpeace）と協力してつくった秘密プロジェクトになります。自
動車産業のディーゼルの使用に対する責任を問うという目的を持った
プロジェクトです。若者たちが若い医師の役割を演じながら、ディー
ゼルが若者の肺に与える影響を暴力を用いない方法で表現していき
ました。自動車産業のパーティーのようなものに参加して、参加者た
ちにヘルスチェックの機会を提供しました。例えば肺の検査をしたり、
巨大な手術ゲームをやってもらったりというやり方です。
　個人的には様々な背景の若いアーティストたちが、このような強い
情熱を持って実験的アートをつくるためのサポートを得られていると
いうのは、とてもわくわくすることだと思います。

② パンチドランク（※7）

　次にパンチドランク(Punchdrunk)というカンパニーについてお
話しさせてください。2000年から、このパンチドランクというカンパ
ニーは観客が歩き回りながら大きな物語を体験するというタイプの演
劇つくりのパイオニアとなっています。固定の戯曲とか、体を使ったパ
フォーマンス、それからインスタレーションアートを、通常では考え付
かないような場所で合わせて上演することで有名です。このようなや
り方によって観客を受動的なままで居させないようにしています。通
常の伝統的な演劇のように、シーンや演技がある一定時間繰り広げら
れます。でも、それぞれの物語がバラバラにされるのです。五感を使っ
て体験できるような環境の中で、一つの建物の中ですがバラバラに演
じられます。
　観客は歩き回りながら見るのですが、時に仮面をつけたりしながら
動きます。好きな時に好きなタイミングで会場のどの場所を歩いても
いい。歩いて見て周りながら、物語の一部ずつを発見していきます。
　パンチドランクというのはすごく有名なカンパニーです。有名な作
品でいうと『ファウスト（Faust）』、『マスク・オブ・ザ・レッド・デス（The	
Masque	of	 the	Red	Death）』、『ドラウンド・マン～ハリウッド・フェ
イブル（The	Drowned	Man:	A	Hollywood	Fable）』があります。
『ハリウッド・フェイブル』という作品は『ヴォイツェック』を翻案したも
のです。
　2008年からパンチドランクは自分たちの活動を地域のコミュニ
ティにも広げていきました。子どもたちや若者や地域のメンバーそし
て高齢者と一緒に、彼女／彼らのための作品をつくり始めました。その
活動を「エンリッチメント・プラクティス（Enrichment	practice）」と名
付けました。この活動に不可欠なのは、パンチドランクの大人向けの作
品と同じぐらい、高水準のデザインやパフォーマンスをすることです。
　今から２つの違うタイプの観客に向けたプロジェクトをご紹介しま
す。１つ目が『ロスト・レンディング・ライブラリー（The	Lost	 Lending	
Library）』、直訳すると『失われた貸し図書館』、という作品です。先程
ご紹介したコニーの『キャット・エスケープ』と少し似ています。これは

・リアリズム演劇や自然主義演劇に対する反応として生まれて
きたものであること

・観客を「受動的に見ている」という立ち位置以外のやり方で引き
込もうとするもの

・英国では現在中心的な存在となっているもの

2　実験演劇の具体例

　現在の英国の実験演劇シーンというのはとても豊かで多様なもの
になっています。その中でも一番大規模で商業的なものの例がシー
クレット・シネマと呼ばれているものです。1度に最大5000人ぐらい
観客が参加できるような、イマーシブ、没入型の映画イベントを作っ
ているカンパニーです。
　『ユー・ミー・バンバン・トレイン（You	Me	Bum	Bum	Train）』とい
う作品はインタラクティブ、双方向型で、秘密主義的（※３）で、観客が
一対一のパフォーマンス経験ができるものです。その母体のカンパ
ニーの作品とワークショップのファシリテーションとを合わせてつくり
上げたものです。１回につき１人の観客に向けられたパフォーマンス
です。演じるのは、約250人の役者たちですが、彼女／彼らには給料
は支払われておらず、多くはプロの俳優ではない人たち、地域コミュ
ニティのメンバーである人たちです。これは商業演劇とは全く違うも
のです。
　伝統的な劇団の多くも新しい観客を呼び込むために、又は既存
の観客に新しい経験をしてもらうために、実験的なやり方に取り組
むこともあります。例えば、ここいるスチュワートが一緒に仕事をし
たことのあるロイヤル・シェイクスピア・カンパニーですが、『サッチ・
ツイート・ソロウ（Such	 Tweet	 Sorrow）』という作品を上演しまし
た。これはロミオとジュリエットのツイッターを舞台にしたバージョン
です。考案された台本がツイッター上でリアルタイムに演じられて、
ウェブ上でも動きが表示されたりしたというような作品です。『サッ
チ・ツイート・ソロウ』がとても好評だったので、もう一本この形式で
上演されました。そのもう一本が『ミッドサマー・ナイツ・ドリーミン
グ（Midsummer	Night's	Dreaming）』です。『夏の夜の夢』をも
じった感じの作品です。これはロイヤル・シェイクスピア・カンパニー
との共同制作の作品で、演劇作品の持つ限界を打ち破ってシェイク
スピアをより多くのお客さんに見てもらいやすくすることを目的とし
たものです。

3　４つの事例の紹介

　いまから、英国にある実験的演劇をしているカンパニーの4つをよ
り詳しくご紹介していきたいと思います。
　①コニー、②パンチドランク、③フランティック・アッセンブリー、④
ワイルドワークスというそれぞれバラエティ豊かな4つを紹介させて
いただきます。

① コニー（※4）

　まずコニー（Coney）というカンパニーからご紹介したいと思いま
す。コニーというカンパニーは「ラビット（Rabbit）」（うさぎ）とともに
英国の演劇シーンに少しずつ、姿を現してきました。2006年の夏のこ
とです。「ラビットのお友達であるジェニーがナショナル・シアターの
案内係として働いていました。彼女は劇場のロビーで、不思議なこと
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持った若者のクリエイティビティの可能性を広げることによって、未来
のアーティストを育てようとしています。それによって英国の演劇界
というのが、より公平でより若々しい世界になると信じています。実験
的演劇をするカンパニーが何らかのプロジェクトをファシリテートす
ることによって、そういう機会がなければアートに触れることが無かっ
たような、全く新しい世代のアーティストたちがアートに触れること、
アート活動をすることを促進しているということがわかっていただけ
るかと思います。

④ ワイルドワークス（※9）

　最後になりますが、ワイルドワークス（WildWorks）についてお話
しさせてください。このカンパニーが一番大きくて最もユニークな
活動をしているカンパニーだと思います。ワイルドワークスのファシ
リテーション活動は母体の作品と深く関わっています。大人数の観客
に向けて、インタラクティブな景観型演劇をつくっています。その作
品が創作されている地域の人々を巻き込んで、一緒に作業しながら
作品をつくっています。プロのクリエイティブ・チームや俳優たちに混
じって、地域の人たちがワイルドワークスと一緒に作業をして着想を
得たり、自分たちで書いたものを舞台上にのせたり、それを自分たち
で演じたりということをしています。そうした作業を通して非常に大き
な、記憶に残る作品が生まれています。
　このワイルドワークスの作品の様子がよくわかるビデオがあるの
で、それをお見せしたいと思います。[ビデオ上映]今見たビデオで最
後に出てきたのは、私が2012年に仕事をした『バベル（BABEL）』と
いう作品です。「バベル」というのは皆さんご存知かも知れないです
が、聖書の中の、人々が集まって天まで届く高い塔を建てようとした
という話に基づいています。『バベル』という物語を作ろうというアイ
デアは上演する場所から着想を得ました。場所はカレドニアン・パーク
というロンドンにある公園ですが、その中にすごく大きな塔があって
それが公園の多くを占めているのです。景観というのはワイルドワー
クスが作品をつくる上で大きな位置を占めています。今日お話しした
他のカンパニーと同様にワイルドワークスも地域コミュニティに根差
した作品をつくっていて、できるだけたくさんの地域の人を巻き込ん
で、作品をつくろうとしています。
　この『バベル』という作品ではワイルドワークスはロンドンの中に
ある４つの劇場と協力しました。１つ目がヤング・ヴィック、2つ目はバ
タシー・アーツ・センター、３つ目がリリック・ハマースミス（The	 Lyric	
Hammersmith）、４つ目がシアター・ロイヤル・ストラットフォード・
イースト（Theatre	Royal	 Stratford	East）という、ストラットフォー
ドにある劇場です。最終日に合計500人の地域の人々がワイルドワー
クスとその４つの劇場で、プロとして働く人たちと協力して作品をつ
くり上げました。その500人は年齢もできることもバラバラな人たち
です。一つの作品をつくり上げて、２週間かけて毎晩１回カレドニアン・
パーク内で上演をしました。
　ワイルドワークスの中で一番大きくて一番知られている作品は、
他の聖書の物語に根差した作品だと思います。『パッション（The	
Passion）』と言う、キリストの磔の話に基づいた作品です。ポート・タ
ルボットという場所の人々と協力してつくり上げられました。ウェール
ズにある地域です。そこは昔、炭鉱があったのですが、それが閉鎖し
てしまったことによって社会から少し見捨てられた人たちです。『パッ
ション』は、数ヶ月かけてつくり上げられました。この時にはウェール
ズのナショナル・シアターと協力してつくっています。2011年イース

学校向けにつくられた、インタラクティブな体験ができる作品です。子
どもたち自身が置かれている環境の中で起こる物語を通して、読み書
きの力、話す力や聞く力を伸ばすことが目的です。
　フリーランスの司書が小学校を訪ねます。そこで司書と一緒に子ど
もたちは好きな本や物語についての話をします。こうしているうちに
失われた貸し図書館、ロスト・レンディング・ライブラリーというのが不
思議な感じで現れます。
　次の例として『グリーンハイブ・グリーン（Greenhive	Green）』と
いう作品を見てみましょう。2016年の春にパンチドランクは世代を股
にかけて活動するアートカンパニーであるマジック・ミー（Magic	Me）
と、アンカー・トラスト（Anchor	Trust）と共同制作をしました。グリー
ンハイブ・ケアホームという養護施設に住んでいる住人たちとスタッ
フのために『グリーンハイブ・グリーン』という作品をつくりました。グ
リーンハイブ・ケアホームの住人の中には認知症を患っている方もい
らっしゃいました。パンチドランクはグリーンハイブ・ケアホームの部屋
をパンチドランクの得意な分野である、音や匂い、質感や明かりを使っ
て、今までと全く違う雰囲気のある環境に変えてしましました。狙いは
住人のために美しい環境をつくって、彼女／彼らが興味を持てるよう
な環境にしたいということです。普通の養護施設とは全く違う場所に
部屋をつくり替えてしまいました。
　８週間かけてパンチドランクのアーティスト５人がリーダーになって、
グリーンハイブ・グリーンの村の評議会メンバーとして、それぞれの
ホームの住人を集めました。一度に最大８人までが参加したのですが、
演劇的要素を楽しみつつも、物語の中に出てくる２つの村の物語が少
しずつ明らかになっていく様子を体験していきました。このプロジェク
トはある意味ゲームでもあり、ある意味メロドラマのようなものでも
ありました。最後を飾るイベントには89人の住人とスタッフ、その住人
の家族や友達が集まりました。
　このプロジェクトの目的は、４つあります。
　(1)住人のみなさんはアートギャラリーや劇場にはもう足を運べな
いかもしれないですが、そういった方たちに最高レベルのアートを経
験してもらうこと。
　(2)高齢者差別的な態度に立ち向かうこと。例えば「高齢者は最新の
ものになんか興味がないよ」、「そんなもの楽しまないよ」といった偏見
に立ち向かうこと。
　(3)芸術を提供している人たちに養護施設という全く新しい環境に
出てきてもらって、そのダイナミクスの中で活動してもらうこと。しか
し、その時、高齢者や養護施設の住人のためにやり方をあえて優しく
する、といったふうにやり方を変えないようにしてもらいます。
　(4)より大きな養護施設を取り巻くコミュニティ、周りの人たちや近
所にいる人たちに、その人たちは既にアートには触れている人たちか
もしれないですが、そういう人たちに養護施設は、結構前進的な考え
をしているところでもあって、面白い、素晴らしい、ワクワクするような
出来事が起こる場所でもあるということを知ってもらうこと。
　このプロジェクトに参加することによって、住人もスタッフも家族
も、住人たちが何かの活動に取り組む回数が増えたり、集中力や自信
が高まったり、他人と交流することへの自信が高まったという結果を話
しています。

③ フランティック・アッセンブリー（※8）

　次はまた全く違うタイプの実験演劇をしているカンパニーである、
フランティック・アッセンブリー（Frantic	Assembly）のことをお伝え

ターの時期に3日間上演されました。
　参加型演劇がどうあるべきか、どういうものかという定義そのもの
を変えるような作品だったと思います。例えば地元のビーチや地下
道、普通の街のお店、そういうところが舞台になってつくられました。
地域の人たちは、これを経験して自分たちにプライドを持つことがで
きた、この物語は自分たちでつくり上げた自分たちの物語だという感
覚が持てるようになったと言っていました。1,200人ものこの地域の
人々がパフォーマンスには参加していました。観客の数は25,000人
以上でした。
　この物語はツイッターやフェイスブックといった、色々な形のメディ
アからアクセスできるようになっています。また普通の人々の世間話
というか、立ち話みたいなもので、「ああいうの見たのよ」という感じ
で、どんどん広がっていきました。このプロジェクトは地域の人々に高
水準のアートに参加してもらうと同時に、地域に対するプライドや自
分たちのアイデンティティを高めてもらうこと、またその地域の人と
人とのつながりを高めてもらおうということを目的にしています。一
方で、こういう大きなものを短期間で一回やるのではなくて、もう少し
小さなサイズのものをもう少し長い期間かけた方が効果的なんじゃ
ないかという意見もありました。
　ワイルドワークスというカンパニーに対して色々なことを思うと思
いますが、実験的演劇または参加型演劇をとても大きなスケールで
提供するカンパニーです。多くの一般市民を巻き込んで、大きな、評
価の高い作品を作れるカンパニーです。今日お配りした、リンクがたく
さん書いてあるインフォメーションシートの中に、この『パッション』と
いう作品に関するビデオが見られるリンク(※10)があるので、お時間
があったら是非見ていただきたいです。実験的なプロジェクトをファ
シリテーションすることが、どれだけ野望を抱いたもので、どれだけた
くさんの層ができるか、バラエティ豊かな多様性のあるプロジェクト
を提供できるか、ということのいい例だと思います。
　様々な例を今日ご紹介したことで、皆さんがご自身でもこういうも
のがやってみたいなと思うヒントになったら嬉しいです。ご自身の参
加型プロジェクトを計画する参考となればと思います。ご清聴ありが
とうございました。

＜休憩＞

質疑応答

質問１　色々なカンパニーが地域の人たちに向けて色々な取り組
みをしていることをご紹介いただきましたが、具体的なメソッド
をもう少し教えていただけますか。また、その取り組みのための
資金はどのようにしているのか、だいたいこんな感じでというの
があれば、ぜひ教えてください。

ダニエル　フランティック・メソッドに関しては、少しだけならご説明で
きます。トレーニングを受けたことはあるのですが、エキスパートでは
ないのです。
　決まった一連の動きがあります。ビルディング・ブロックス
（Building	 Blocks）と呼んでいて、その動きを参加者に教えます。
例えば、部屋に何人かいて、二人組になってもらいます。二人組で、
お互いの重さを感じてみるといったところから始めて、どこまで重さ
を受け取れるとか、それをどこまで進められるかをやってみてもらい

したいと思います。フランティック・アッセンブリーは、25年前につく
られました。非常にユニークな創造性を使ったり、協力的だったり、体
を使ったフィジカルなアプローチをするカンパニーです。
　フランティック・アッセンブリーのウェブサイトにある映像を見れ
ば、その作品がどういうものかわかっていただけると思います。「フラ
ンティック・メソッド」と呼ばれる方法を用いて、ディバイジングの手法
で新しい作品をつくり上げているカンパニーです。
　その独特のスタイルは、現代の英国の他の演劇作品にすごく影
響を残しています。例えば、ムーブメント・ディレクターや振付家を
普通の戯曲、演劇に用いるということを始めた先駆者でもあります。
劇作家たちには新たな作品創造の方法を提供しましたし、俳優やダ
ンサーにも新しい技術を提供しました。代表作は『アンリターニング
（The	 Unreturning）』、『ファーザーランド（Fatherland）』、『オ
セロ（Othello）』、『ラブソング（Lovesong）』などがあります。そう
いう代表作をつくりながら、アナ・ジョーダン（Anna	 Jourdan）やサ
イモン・スティーブンス（Simon	 Stephens）やマーク・レイベンヒル
（Mark	 Ravenhill）といった英国の著名な作家たちとも協力をして
います。またムーブメント・ディレクション、動きを取り入れるという意
味では、皆さんご存知かも知れませんが、ナショナル・シアターがつ
くった『キュリアス・インシデント・オブ・ザ・ドッグ・イン・ザ・ナイトタイ
ム（Curious	 Incident	of	the	Dog	 in	the	Night-time）』（夜中に
犬に起こった奇妙な事件）も有名です。
　フランティック・アッセンブリーはカンパニーメンバーと一緒にト
レーニングをする機会をつくることを重視しています。そこには4つ
の柱があります。まず１つ目が「学ぶ」という柱です。年間14,500人
の14歳以上の若者が学んでいます。14歳以上の若者たちの学校に
行って、フィジカル・シアターやディバイシングを学ぶ機会をつくって
います。２つ目の柱が「教育する」です。「フランティック・メソッド」とい
うディバイズの手法を用いて活動をする先生や実践家や芸術家たち
のために、多くのトレーニングの機会を提供しています。３つ目は修士
課程のプログラムをコベントリー大学で提供しています。最後の４つ
目ですが、今日のレクチャーと一番関係するところで、メインプログラ
ムである「イグニション（Ignition）」を提供しています。
　「イグニション」というのは16歳～24歳の若者に向けた無料の職業
訓練プログラムです。今までにアート経験や、アートに触れる機会が
無かったような人たちを特にターゲットにして訓練を行なっています。
このプロジェクトは今年で10年目になります。
　様々なタイプの若者に入ってもらうために、英国全土を通してお試
しワークショップのようなものを常に実施しています。その中でも、
特に賢く、一番勇敢な若者たちを12人選んで、イグニション・カンパ
ニーというカンパニーをつくっています。そのカンパニーというのは
全員女性のカンパニーか全員男性のカンパニーになります。カンパ
ニーのメンバーに選ばれたらロンドンに出てきて、７日間一緒に生活
をして、フランティック・アッセンブリーの演出家と一緒に彼女／彼ら
のオリジナルの作品をつくり上げていきます。プログラムへの参加は
もちろん無料で、交通費や宿泊費、食費も提供されます。何か他に必
要なことやものがある人には、それも提供しています。それによって
誰でもがこのプロジェクトに参加できるようにしています。
　イグニションは、１年間を通したプログラムである「リイグナイト
（Re:Ignite）」も実施しています。それによってトレーニングやこうい
う機会がフランティック・アッセンブリーにあるということを発信し続
けています。特にそのプログラムを通して、フランティック・アッセンブ
リーは英国の中でアートを多様化しようとしています。様々な背景を
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演されましたが、その作品の大きさを理解してもらえると思います。
ポート・タルボットという街全体を使って上演されました。このビデオ
を見ていただいて色々な人たちが参加しているのがわかっていただ
けたかと思います。お巡りさんも参加していました。高齢者、若者、聖
歌隊、学校、地域のバンドのメンバーも参加していたと思います。

質問４　前回のスチュワートさんのレクチャーも拝聴しまして、
ぜひ2人にお聞きしたいのですが、今日ご紹介いただいた先駆的
なプロジェクトや前回スチュワートさんにご紹介いただいた移民
の方あるいは障害を持っている方とのワークショップのプロジェ
クトなどをやる時に、例えば、その主体が劇場であったり、団体で
あったり、様々なパターンがあると思います。その地域で何が必
要とされているのかとか、そのプロジェクト自体を企画する段階
で、事前に何か調査を行ったりするのかとか、あるいは何かプロ
ジェクトが先にあって、それに合致するような地域を探すのかと
か、実際になぜそこの地域でそういったプログラムが行われるの
かというプロセスを2人がご存知の範囲でご紹介いただけたら幸
いです。

スチュワート　機会がどれだけあるかだと思います。例えば地域の必
要性からプロジェクトが起こることもあれば、学校とかチャリティーと
いう意味ではそういう必要性から起こってくるプロジェクトも多くあり
ます。また他のイベントから新たな機会が生まれるということもあり
ます。例えば『バベル』ですが、2012年のロンドンオリンピックに合わ
せた、カルチャーオリンピアというイベントの一部でした。オリンピッ
クを祝うための国を通して走っていたプログラムの一環でした。
　私もカルチャーオリンピアに参加していましたが、私が関わったプ
ロジェクトはもっと学校に根付いたプロジェクトでした。そちらの場合
はもっとより教育的な目的がありました。多分『バベル』の資金もカル
チャーオリンピアの資金から出ていたのだと思いますが、私の関わっ
ていたプロジェクトの資金は、学校にアーティストを連れてこようとい
うプロジェクトの一部が充てられました。教育機関での創造性を高め
ようというプロジェクトの一環です。
　大きなスケールのプロジェクトをするには、オリンピックはいい口
実だったと思います。先ほど紹介があったパンチドランクもそのプロ
ジェクトの一部で、「スペース・インベーダー（Space	Invaders）」とい
うプロジェクトをしていたと思います。パンチドランクのメソッドを用
いて、自分たちの学校の空間を変えようというプロジェクトだったと
思います。

ダニエル　アートと全く関係ないグループから来ることもあります。
英国に難民申請をしているグループの人たちと作業した時には、全く
創造的な仕事をしていないグループリーダーからの要望があって始
まりました。そのグループリーダーは、グループの人たちの自信を高
める何かを求めていたのです。また、英国社会により馴染めるように
するためでもありました。彼女／彼らは移民というレッテルを貼られ
がちだったので、少し楽しいことを経験してもらいたいなという意図
もあったようです。難民というレッテルから離れて人間としての自分
たちを祝福できるような活動を、そのグループリーダーは求めていま
した。そういう経緯でリクエストが来ることもあります。

スチュワート　過去20年間で英国の中のそれぞれの地域、イングラ
ンド、スコットランド、ウェールズといった地域がそれぞれのナショナ

ます。一人がもう一人の体重を完全に支えられるかどうかとか、それ
をすることによってどう感情が動くかといったことを、どんどん探って
いってもらいます。それをしばらくやってもらった後で、その中で面白
い動きがあったらそれを取り出してみるとか、それを使って一連の流
れの動きをつくっていくようなことをしています。
　あるトレーニングを受けた時にやったことで覚えているのが、全員
を部屋の片側に立たせて、チームとしてそれぞれの人に触らなくては
いけない。グループで部屋のこちら側からあちら側に進んでいくので
すが、相手の下を通るか、横を通るか、上を通るか、全部をやらないと
いけない。それをやりながら、こちら側からあちら側まで行く。その動
きの中から自分たちの面白いと思ったものや、演出家が面白いと思っ
た動きを抽出して、それを使って作品をつくるといったことをやってい
ます。
　あとは、ペアになってお互いの体の下とか上とか周りを動き回ると
いうのを色々やりながら探っていく。私はそれほど詳しくはないので
詳細を説明できないのですが、オンライン上で色々その方法論が見
られると思うので探してみていただければ。10分とか20分のビデオ
もあるので、それを見ていただくともう少し詳しく、もっと正確に説明
されていると思います。
　もっと大きなスケールの、例えば、ワイルドワークスのようなものの
資金についてなんですが、やはり作品ごとに違います。英国ではアー
ツカウンシルという団体を通して政府からの資金が出ますが、そこか
らの資金は受けていると思います。作品をつくり、上演するときには、
特定の地域にある一定の期間かなり深く関わることになるので、これ
が事実かどうか私ははっきりとは知らないのですが、多分その地域で
お金を出してくれそうな、協力をしてくれそうなところにコンタクトを
とって、資金を得ているのではないかと思います。例えば英国では社
会的、そして経済的にちょっと恵まれてない地域もあるのですが、そ
ういう地域に関しては政府とかある特定の寄付団体が、資金を提供し
ているかもしれません。他には、裕福な人たちが個人で寄付をすると
いうことが結構あります。他の芸術団体と協力するということもあり
ます。例えば私が仕事をした『バベル』は、４つの団体と協力してつく
りました。それぞれが資金の一部を負担しています。でも、利益ので
るタイプの作品ではもちろんないです。

質問２　色々な劇場の外で行われるショーの中で、プロではない
人たちをたくさん使っていくというお話しがありましたが、多少
お芝居の心得のある、アマチュア演劇の人たちを含めてプロじゃ
ないとおっしゃっているのか、まったく演劇の経験がない、本当に
一般市民まで含めて取り込んでいくのか、その辺りの演劇経験の
グラデーションをどういうふうにマネージしているのかをお伺い
したいと思います。

ダニエル　そうですね、そういう人たちも、もちろん含めてやってい
ます。経験にはすごく差があり、経験のない人もいれば、ある人もい
ます。今日説明したカンパニーの多くが持っている目的が、普通は
アートと関わらないような人たちを巻き込むということです。スチュ
ワートは、どう思います？

スチュワート　私もそう思います。さっきの『パッション』というのはす
ごく興味深いケースだと思います。私の理解では『パッション』という
作品はその地域の伝統からインスピレーションを得てできた作品で
す。アマチュア演劇のグループが毎年イースターの時期に、キリスト

ル・シアターをつくり始めました。グレート・ブリテンのナショナル・シ
アターというのは日本の新国立劇場みたいなもので、すごく大きな建
物を持っています。しかしスコットランドとウェールズのナショナル・シ
アターは建物がありません。例えばオフィスはあって、稽古場もあり
ますが、パフォーマンスをする建物は持っていません。それはそれが
つくられた時に敢えてそう選択して決めたことです。すでにあった既
存の団体と協力してやっていこうという意思からそうなりました。その
結果としてスコットランドとウェールズのナショナル・シアターは景観
型演劇とか、ある特定の場所で作品をつくるコミッションを多くする
団体になりました。『パッション』がどういう状況から生まれてきたかは
知らないですが、ウェールズのナショナル・シアターがワイルドワーク
スと何かプロジェクトをやろうと話していたことは想像できます。そし
て、同意した作品が『パッション』だったということは有り得ることだと
思います。

質問５　主にイマーシブ・シアター、インタラクティブ・シアターに
ついて、特に作品のバリア、躊躇いについてお伺いしたいです。
　観客としてはやっぱりイマーシブ・シアターに行くことがちょっと
恥ずかしいとか、二の足を踏んでしまうところがあると思います。
　そこには２つのバリアがあると思います。１つは言語的なバリア。
特に私たちノンネイティブにとって英語のパフォーマンスは、例
えば指示をいただいても答えられなかったりとか、そのまま動け
なかったりとかいうことで何か恥ずかしい思いをしてしまったりと
か、迷惑をかけてしまうのではないかということがあります。２つ
目はコンテクストのバリア。上演に対して適した答えを出せない
のではないかという恐れを、主に観客参加型演劇の場合、感じるこ
とがあります。そういった２つのバリアに対して作品の演出側とか
広報の段階でどのように工夫や対応をされているのか、もしご存
知のことがありましたらお伺いしたいです。

スチュワート　今出していただいたご質問は多分、パンチドランク自
身も考えていたことだと思います。パンチドランクはインタラクティ
ブ・シアターが基礎になってできているカンパニーです。同じように私
もそういうところに行く時にはちょっと怯えてしまいます。間違ったこ
としてしまったらどうしようという恐れが、私にもあります。役者さん
と比較して不利なんじゃないかと思ったりします。パンチドランクはそ
のことに気付いて、自分たちの作品を少しそれに合わせて変えている
と思います。観客の方にもっと力を与えていきました。
　パンチドランクの観客がよく仮面を被ると言ったと思いますが、そ
れによって全員平等になるという意味があります。幽霊がその登場人
物に憑りつくような感じです。観客はほぼ自由に大きなエリアを歩き
回ることができます。よく倉庫のような場所が使われますが、『ドラウ
ンド・マン』の場合は使われなくなった大きな５階建ての集配所が使わ
れていました。『ドラウンド・マン』は見にいったのですが、ある意味自
分が幽霊になって、見えない存在になったような感覚がありました。
本当に自由に歩き回れて、自分がそうしたければ登場人物を追いかけ
ても良かったし、色々なシーンを見て回ることもできました。インタラ
クティブというのは関わり合うというよりは、それぞれが好きなだけ、
隅から隅まで体験できるよという意味になってきていると思います。　
　あともう一つ、言語という大事な問題を仰ってくださいましたが、一
番最近みたパンチドランクの作品は言葉を全く無くして上演していま
した。『ドラウンド・マン』はフィジカルな作品になっていました。ほぼ
ダンスで表現していました。同じことを繰り返すという形で上演しや

の受難、キリストの磔をテーマにした作品を上演していました。英国で
は歴史的にこういうことはよくあることです。
　その上演に参加していた人たちでプロの役者になった人たちもい
ます。ウェールズ出身のマイケル・シーン(Michael	 Sheen)という
有名な役者さんがいて、舞台でも映像でも活躍しています。彼は有
名になった後も自分の生まれ故郷であるポート・タルボットに帰って、
この『パッション』というプロジェクトに参加しています。この作品の
中で彼はジーザスを演じました。『パッション』という作品の中で神の
役を誰に頼もうかと探していた時に、彼が「子どもだった頃にイエス・
キリストの役をやった人はどうだろうか？」と提案しました。ずっと続く
アマチュア作品の伝統とこの『パッション』という作品をつなぐ意味で
それがいいと思いました。
　この『パッション』というプロジェクトは何百人という人が関わって
いたので、その中には自分を役者だと思わない人というのも含まれて
いたと思います。地域のスポーツチームの人たちなど、色々なグルー
プの人の名前がリストに載っていました。例えば地域のラグビーチー
ムの人たちが参加していました。また、経験という意味でも色々なレ
ベルの人たちがいました。この職業の頂点ぐらいのところにいるマイ
ケル・シーンからアマチュアのパフォーマーまで、子どもたちもいれ
ば、演技するのが初めての人もいました。

ダニエル　ワイルドワークスがやった違うプロダクションで私が関
わった『バベル』という作品ですが、例えば身体的な障害のある人と
か、高齢者、若者、英国に難民申請をしてやってきた人たちとも仕事し
ました。それ以外の人もいて、もちろんプロの俳優たちもいました。
そういう様々な人たちが一つの大きな家族となって協力して作業しま
した。

質問３　今お話にも出た『 バベル 』についてもう少しお伺いした
いのですが、その制作過程は、少数のグループが少しずつグルー
プごとにリハーサルをして最後合わせていく、というようなこと
ですか？

ダニエル　いい質問です。そうです。ワイルドワークスが地域の誰か
から「ここに来て何かをつくってください」と、招待されているのです。
ワイルドワークスがここで何かをつくりたいという地域を見つけるこ
ともあります。2012年のオリンピックを祝う意味でロンドンのコミュ
ニティのメンバーを使って何か１つの作品をつくってほしいということ
で、これに関しては招待されるという形で始まりました。それぞれ４つ
の団体と協力してやったのですが、4つの団体それぞれが演出家を採
用しました。
　私はヤング・ヴィックから演出家として採用され、英国に難民申請を
している人たちのグループと創作をしました。ワイルドワークスから
与えられたテーマに従って、その作品が始まる6ヶ月～１年前からその
グループと一緒に作業をして、少しずつつくっていきました。他のグ
ループも同じようなことをしていたと思います。本格的な稽古が始ま
る前の１年間の準備期間の間に、何回かミーティングがありました。本
稽古が始まる6ヶ月前ぐらいに、１週間ぐらいの長さだったと思います
が、すべてのグループがその公園に集まって、作業するという期間も
ありました。そこではどういうふうにこの作品をつくり上げていくかと
いうアイデアが生まれてきました。

[映像]先ほどお話しした『パッション』のビデオです。３日間かけて上
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る。他には人が集まるコミュニティ・センター、シティー・センターみた
いなところでワークショップをやる。皆が何に興味を持っているかを
見極めるのも大事だと思います。普通はアートの活動に参加しないよ
うな人たちに会ってみて、ワークショップの提案をする前に、何が好き
かを聞いてみる、見つけてみる。彼女／彼らが興味を持っていること
に関するワークショップをデザインする。その彼女／彼らの環境なり
条件なりに合わせてワークショップをする。そうすることによって新し
い参加者を引きつけられるのではないかと思います。

スチュワート　厳しい答えになってしまうかもしれませんが、それは、
急ぐものではないです。ダニエルが『バベル』の話をしたと思います
が、あれは１年かけて作業したものです。稽古が始まる前に１年間かけ
て知り合ったり、準備をしたりしていきました。『パッション』のケース
でいうと、演出アシスタントが１年間その場所に移り住んで作業をし
ていました。移り住んで、フルタイムでそれぞれの地域のコミュニティ
の人たちと作業し続けた。彼女はそこの出身でもあったという利点が
あって、自分が知っている人のネットワークを使って作業をすることが
できたというのはあったと思います。すでにあるグループのところに
行ってやるということに付け足すと、自分が持っているネットワークの
中で、その助けになるものがあるのではと思います。

質問８　今、日本では政治に対して批判的な作品をつくると、補助
金が打ち切られるという問題が起きています。英国でクリエイショ
ンしていてもそういう圧力を感じることはあるのか、それともそん
なことは考えられないのかというのを聞きたいです。

スチュワート　英国政府は劇場には行かない。

ダニエル　英国ではそういうことは起こっていないと思います。日本
の状況をきちんと知らないのでしっかりした比較はできませんが、一
般的に英国のアートシーンというのは反政府的なことが多いです。だ
からこそ繁栄しているというか、上手くやっているという現状がありま
す。実験的演劇のルーツを辿っていくと反体制が浮かんでくると思い
ます。そこがルーツだったのではないかと思います。

スチュワート　さっきの自分の答えにちょっと付け足します。作品の
内容が反体制であることはあると思います。『パッション』という作品
のサブテクスト、見えない、書かれていない、隠れた文脈として、その
地域の政府が過去にした決定に対する反対、反感みたいなものもあ
りました。産業を失ってしまったこととか、町が見捨てられたこととか、
大きな高速道路を作られてしまったことに対する反対、反感みたいな
ものが入っていました。
　そうは言っても助成金を守るという意味では、アーティストがなん
でもやっていいわけではないのです。もし英国の公共団体なり、組織
から資金を得るとしたら、それが社会に対して貢献できるものであ
る、社会に対して価値がある何かをつくるためというのを証明する必
要はあります。それは観客数や、地域の人がどれだけ参加していたか
とかいうことで測られると思います。何かしらのプロジェクトをファシ
リテートするというのは、劇場にとってその社会的意義を証明するい
い機会になっていると思います。残念ながら公共のお財布にはアート
のためのお金はあまりないです。

ダニエル　政府からの資金、アーティストに対する助成金は政府とは

すくなったと思います。同じシーンを何回も見られる。同じ人が、他の
部分に先に見に行っていたら、そのシーンをまた後から戻ってきて見
ることもできる。クリエイターが挑戦しなければならないことに関す
る的確なご質問してくださったと思います。パンチドランクや他のイ
マーシブ演劇を作っているカンパニーが、それをこれからどう進化さ
せていくかというのは楽しみです。

ダニエル　コニーの話でいうと、コニーがやろうとしていることはそ
のバリアに対して対応していると思います。コニーが提供しているの
はとてもプライベートな経験です。他のインタラクティブな演劇と比
べて、観客が他の人の前に晒されていない状況にあります。コニーの
作品がどうなっているというのは長期間かけて起こるものなので説明
するのが難しいですが、それぞれ個人によりますし、その人たちがど
れくらい参加したいかにもよってきます。その場で何かしなさいとい
う感じのインタラクティブではなくて、その冒険に自分のやりたいよ
うに参加するという関わり方になってくる。
　例えば、ラビットというプロジェクトでいうと、ロゴを見つけてそれ
が面白いと感じたら、６週間無料でオンラインや、ロンドン中のアドベ
ンチャーに参加できます。でもあなたが参加していることは、あなた
以外の人は気づかないのです。参加の形は本当に自分次第です。例
えば登録したらラビットからまずメールが来ます。私も登録しました。
ラビットからのメールに色々なヒントが隠されていて、そのヒントを見
ることによってロンドンの色々な場所に行くことになります。また、そ
のヒントがYouTubeへのリンクだったり、ツイッターへのリンクだっ
たりもしました。ラビットに返事を書くこともできます。そうするとラ
ビットから個人的なメールが来ます。でも誰もラビットには会うことは
ないのです。コニーは他の人の前で何かすることが恥ずかしい人に
は、一番いい形のインタラクティブ・シアターだと思います。すごく個
人的な経験になり得ます。全く他の人から見られない。英国にいらっ
しゃったら、ぜひコニーをチェックしてみてください。

質問６　こういった実験演劇というのは、日本では東京や大きな都
市以外では上演されないですが、英国でもロンドンが中心で上演
されるのでしょうか？地方でも上演されますか？

ダニエル　残念ながら私の経験はロンドンが中心になっていますが、
知識でいうとロンドン以外の大きな街、スコットランドでも、ウェール
ズでも、英国の大きな都市にはそういう実験演劇をしているカンパ
ニーがあるということは知っています。スチュワートが既にウェールズ
とスコットランドのナショナル・シアターについては言及したと思いま
すが、２つとも前衛的な、前進的な考えの作品の上演をしています。
　毎年エジンバラで行われるエジンバラ演劇祭では、たくさんの作品
が上演されますが、その多くが実験的演劇です。国中から集まる作品
が上演されています。シェフィールド、バーミンガム、ニューキャッスル
といった都市の劇場で実験的演劇をやっているカンパニーがあるの
も知っています。でもやっぱり大都市の方が多くて、地方の大きくな
い街の人たちは少し限定的なアクセスしかないのかなとは思います。
友達がエンジェル・エグジット（Angel	Exit	Theatre）と呼ばれるカン
パニーを運営していますが、フィジカルでクラウンを使ったようなタイ
プの作品を上演していて、国中を周っています。特に敢えて田舎という
か、普段は演劇を見ないような人が多い地域、特に実験演劇なんて見
ないような地方に行って、その街のホールや教会で上演しています。

関係ない機関が間に入って、そこから出ているということを述べてお
きたいと思います。ですので、理論上は少なくとも独立した団体から
出ているということになります。理論上は。

スチュワート　英国でも年々芸術に関する予算は減らされていってい
ます。

質問９　私も数年前に『ドラウンド・マン』を英国でみてかなり衝撃
を受けて、こういうものを日本でもつくりたいと思い続けていま
す。日本でもイマーシブ・シアターのような形をとった公演は近年
増えています。ところで、パンチドランクやワイルドワークスが出
てきた20年～25年前の、彼らが出てきた時の周りの演劇関係者
や観客の方々、そこに見に来る人たちのリアクションはどうだった
のでしょうか。今のような大きなパフォーマンスではない、小さい
ところから始めているとは思うのですが。

ダニエル　小さな作品から始めていたと思います。ワイルドワーク
スはニーハイ（Kneehigh	Theatre）というカンパニーから別れて出
てきたものです。彼らの初期の作品については、私は見たことがない
のでコメントができないのですけれども。スチュワートがイマーシブ・
シアターについては先ほどのご質問の答えでお話ししたと思います
が、パンチドランクは初期の頃はすごくポジティブな反応とネガティ
ブな反応、両方を受けていたと思います。自分がパフォーマンスを見
にいっているのに、自分が参加しなくてはいけなかったとか、恥ずかし
い思いをしたとか、ちょっと怖い気分を味わったということで怒りを感
じていた人もいたと思います。『ファウスト』とか『マスク・オブ・ザ・レッ
ド・デス』を見た人の多くが、演劇を見たのではなくて没入型の経験を
したとか、ビジュアルアートを見たという言い方をしていた人がたく
さんいました。
　私の意見としては、全員を楽しませようとしたら結局誰のことも楽し
ませられない。それぞれ好みは違うので、アートというものはある意
味、分断するものであると思います。全員が好きではないかもしれな
いけど、自分が好きだったらそれで十分なんじゃないかな。人を喜ばせ
るために作品をつくることはできないと思います。自分がすごく情熱
を持ってそれを信じているからこそ、その作品は作れる、それが私の考
えです。そうしたら何人かは私の作品を愛してくれると思います。

スチュワート　こういうカンパニーの多くは主流なカンパニーとは正
反対なところから始まっていると思います。箱ありきの劇作家とか有
名人の俳優がいて、だいたい何処の劇場に行っても同じ経験をする
ような演劇に対する反抗心から生まれてきたと思います。初期のカン
パニーは今よりももっと政治的にも芸術的にも革新的だったと思い
ます。シャント（Shunt）と呼ばれるアバンギャルド・ロンドンの先駆者
だったカンパニーがありますが、反資本主義的な内容の作品が多かっ
たです。物語も抽象的だったし、どちらかというとキャバレーとかパ
フォーマンス・アートと呼ばれるものに近いものだったと思います。
　それぞれのカンパニーがより有名になっていくにつれて、どんど
んメインストリームなものに近づいていったと思います。私が見た
シャントはナショナル・シアターとの共同制作でした。パンチドランク
の最近の作品の多くがナショナル・シアターとの共同制作作品だと
思います。『ドラウンド・マン』は確実にそうです。『スリープ・ノー・モア
（Sleep	No	More）』という作品はニューヨークで商業的に上演さ
れました。商業的という意味では「シークレット・シネマ」の話を最初に

スチュワート　彼女が言ったことにほぼ同意します。コニーの作品に
はあまり詳しくはないのですが、やはりそういうものは大きな街で上
演されがちだと私も思います。先ほど言ったようにスコットランドと
ウェールズのナショナル・シアターはサイト・スペシフィックな、ある場
所に特化した、その場所でやるための作品を多くつくっています。そ
れはかなり田舎なことが多いです。『パッション』をやったポート・タル
ボットは、産業都市ではありますが、サイズとしてはそれほど大きくな
い街です。スコットランドのナショナル・シアターが一番最近つくった
サイト・スペシフィックな作品はグラスゴー郊外のハイランド地方でつ
くられました。『365』と呼ばれる作品で、第一次世界大戦に参加し、
そこで撃たれてしまった兵士の物語だそうです。
　サイト・スペシフィックな作品というのはその地域の人もそうです
し、演劇のつくり手にとってもとても革新的なものだと思っています。
小さなカンパニーにとって劇場を借りるのは非常にお金のかかること
です。劇場ではなくて自分たちで見つけてきた場所は、既にセットも
あるような感じ、場所とセットが一緒についてくるような感じです。
　ベリック・アポン・ツイードという小さな町で作品を見たことがあり
ますが、スコットランドとイングランドの境界線にあって、すごく美し
い所ですが、昔ほど裕福でなくなってしまった町でした。古くて美しい
けれども、空き家となってしまっている建物が多い町でした。その地
域の劇場が、あるダンスカンパニーにこの見捨てられた建物を使って
何か作品をつくってほしいと依頼しました。その建物のすべての部屋
を使って、そのカンパニーは上演しました。部屋から部屋へ旅路を経
験したようで、すごく雰囲気のある作品でした。
　長く話していますが、今日のレクチャーを受けて、実験的演劇の定
義の難しさについて思ったことを話させてください。イマーシブとか
サイト・スペシフィックとかランドスケープ・シアター、そういう演劇
は、ある意味、英国の演劇のルーツに戻っているものでもあると思い
ます。それは『パッション』に象徴されていると思います。あれはアマ
チュア劇団が上演していた作品にインスピレーションを得てつくら
れた作品ですが、イースターの時にキリスト教に関するものを演じる
のは、英国中の街や村で昔はよく伝統的に行われていました。英語で
残っている一番古い戯曲は『パッション』という作品です。ヨークとか
コベントリーといった中世の町で上演されるための戯曲だったので
す。現代の私たちにとって実験的なパフォーマンスといっているもの
ですが、実は中世の伝統に立ち戻っているということが言えると思い
ます。

質問７　今日、普段アートとか演劇とかに関わらない人を巻き込
むことが、そのワークショップの根幹にあるというお話がありまし
たが、日本でも同じような問題があると思います。ワークショップ
を公共施設でやっても、結局好きな人とか、子ども向けのワーク
ショップをやっても、そういうことに興味のある保護者の子どもし
か来ないということが起こりがちです。その対策として、どのよう
なことを行われているかをもう少し詳しくお聞きしたいです。

ダニエル　手短にご提案させていただくと、向こうから来てくれるの
ではなく、自分の方から向こうにアプローチしていくことが必要にな
ると思います。そういうワークショップを必要としている人は何処にい
るのかを見極めて、例えばフランティック・アッセンブリーの例でいう
と、サッカー教室に参加していた人たちに向けてワークショップをす
るとか、そういうところでやってみたら、今まで演劇ワークショップな
んて参加したことがないけど、結構好きかもという人が出てきたりす
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したと思います。

ダニエル　シークレット・シネマはまた別の団体で、大きな没入型映
画のイベントを作っている会社で、かなりの利益を上げています。そ
れが好きな人の市場がある、というのは確実です。パンチドランクも
今は利益を得られるような商業的な別の団体があって、それはパンチ
ドランク・インターナショナルと呼ばれています。パンチドランク・イン
ターナショナルは今中国でもアメリカでもロングラン作品を上演して
いて、かなりの利益を上げています。何処であっても、嫌いな人がい
るかもしれないけど、そういう没入型のものが好きな人もいる。

スチュワート　そういう作品は好きな人と嫌いな人に多分分かれると
思います。シークレット・シネマは既に存在する映画会社が元になって
いますし、チケット代は70ポンド～80ポンドなので、１万円近い、もし
かしたら超えるぐらいの値段です。『パッション』のようなプロジェクト
は全く反対のものですし、例えばコニーの『ラビット』みたいなものは
無料で参加できる。だから実験的演劇というラベルを貼りましたが、
それぞれ英国の他の演劇とは全く反対のもの、矛盾を孕んだりしてい
るものだと思います。

※１　2019年に再演された『ラザフォードと息子』のサイト
https://www.nationaltheatre.org.uk/shows/rutherford-
and-son

※２　2019年に再演された『リタと大学教授』についてのサイト
h t t p s : / / t h e l ow r y . c om/2019 /03 /14 / n ew - s t a g e -
production-of-educating-rita-to-star-stephen-tompkinson/

※３　ユー・ミー・バンバン・トレインのウェブサイトによると、秘密主
義的であり、作品をより楽しむためには、情報が少ない方がよいと説
明されている。
（you	me	bum	bum	trainウェブサイト　
	http://www.bumbumtrain.com/）

※４　コニー・シアターのウェブサイト　https://coneyhq.org/

※５　「rabbit」についてのページ　
https://coneyhq.org/2012/04/02/rabbit-ntt/

※６　https://coneyhq.org/about-us/

※７　パンチドランク　ウェブサイト　
https://www.punchdrunk.com/

※８　フランティック・アッセンブリー　ウェブサイト
https://www.franticassembly.co.uk/

※９　ワイルドワークス　ウェブサイト　https://wildworks.biz/

※10　『パッション』の映像　
https://www.youtube.com/watch?v=99b9C4POElk
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シャロン・カノリック　
Sharon Kanol ik

　英国の芸術団体フランティック・アセンブ
リーのラーニング＆パーティシペイション部門
代表。オールド・ヴィック劇場のエデュケーショ
ン＆コミュニティ部門元代表、脚本家。
　市民参加型のアート・プロジェクトを10年
以上に渡ってプロデュースしており、その活動
をオールド・ヴィック劇場やヤング・ヴィック劇
場を中心に、バービカン劇場やトライシクル劇
場など、ロンドンの主だった公共劇場で展開し
ている。特に、メンタル面で問題を抱える青少
年や難民など、マージナルな位置に身を置く
人々に向けたアート活動に力を注いでいる。

【講師プロフィール】

デイヴィッド・ギルバート　
David Gi lbert

　ファシリテーター、演出家。
　ロンドン大学ロイヤル・セントラル・スクー
ル・オブ・スピーチ＆ドラマにて、青少年との応
用演劇学の修士号を取得後、フランティック・
アッセンブリーの養成機関を経て、同機関の
人材育成チームのメンバーとなる。青少年や
障害をもつ人たちを対象としたドラマ教育
を中心にファシリテーター、演出家として、
サザーク・プレイハウスやナショナル・シア
ター、ユニコーン・シアターなど数多くの劇場
が主催するプロジェクトに携わっている。

スチュワート・メルトン　
Stewart Melton

　劇作家、演出家、ドラマトゥルク、ファシリ
テーター。
　ロイヤル・シェイクスピア・カンパニー、オー
バルハウス、アルコラ劇場にてドラマトゥルク
として活動。
　ロンドン市内にあるLAMDAやCSSD大学
などの演劇学校にて若い人を中心にファシリ
テーションを行い、舞台製作を行う。特に子
供、若者、家族を対象とした劇作、パフォーマ
ンスのファシリテーションを得意とする。

ダニエル・ベーカー＝チャールズ　
Daniel le Baker-Charles

　ファシリテーター、演出家。
　ロンドン大学ゴールドスミス・カレッジ、ドラ
マ・シアターアーツ学科卒業。
　ヤング・ヴィック劇場演出家、シナジー・シア
ターのエデュケーション・マネージャーを経て、
現在は複数の劇場においてファシリテーター、
演出家として活動している。
　特に刑務所でのドラマプロジェクトや、子
ども・青少年・大人など、多様なグループとの
ドラマ創作を得意とする。

英国のドラマ教育の現場より　
ファシリテーターのためのワークショップ
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